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プロローグ　黒幕は語る





「昔話をしましょうか、君きみ色いろお兄さん」

　俺おれを前に、来くる巻まきフレアは滔とう々とうと語り出す。

「むかしむかし、“〝凶星魔王ストレーガ”〟と呼ばれた異界の王は知りました。遠くない未来、自分の統治する世界が寿命で滅んでしまうことを」

　銀髪に碧へき眼がんの幼い容貌。妹と同じ中学校の制服。見知った友達の姿。

　なのに。

「滅びゆく故郷を救う術すべはただ一つ。『凶きよう星せい界かい放ほう』の発動しかありません」

　妹の親友は、かつて俺を鍛えてくれた師匠の声で。

　落ち着いた大人の声調で、昔語りを続けている。

「異界は世界そのものの維持に魔力を必要とします。これが尽きてしまうことが、即すなわち世界の寿命ですね。これは個人の魔力でどうこうできるものでもない。世界を救うには、同じく世界の助けが必要なんです」

　そんなフレアの足元には、俺おれの妹が。

　綾あや瀬せ真ま白しろが、囚とらわれの眠り姫のように横たわっている。

「『凶きよう星せい界かい放ほう』はこちらの世界とあちらの世界──フレアの故郷である異界を繋つなげ、世界を共有させる大魔術です。これを発動させて、こっちの世界と異界の魔力を半分こし、寿命を伸ばそうという考えですね」

　真白だけではない。

　雛ひな森もり荘の２０１号室。畳の上には従姉妹いとこの塙はなわ棗なつめや、メイドの剣つるぎ祭まつり子こも倒れていた。

　さらにあの鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆですら、既にフレアの手によって外に放ほうり出されている。

「そのために、フレアは大昔から計画を進めてきました。異界からこちらの世界に渡り、魔術を伝え、多くの魔術師を生み出し、世界全体に魔力を定着させていったのです」

　いまは「おまえ何なん歳さいだよ」なんてお決まりの言葉も出てこない。

　俺はフレアの思惑を理解するので必死だった。

「そして待ちました。『凶星界放』発動に必要な三つの素材──『凶まが星ぼし』、『界門』、『契節約ギアスセイバー』。これら三種の魔術と、その使い手が現れるときを」

「…………」

「お兄さん、ついてこれてますか？　そろそろなにか反応してほしいんですけど」

　その一瞬、フレアの声は元のあどけないものに戻った。

「反応って言われても……話が壮大すぎて頭に入れるのが精せい一いつ杯ぱいだ。とりあえず、口ぶりから察するに真白は無事なんだよな？　棗や、祭子も」

「もちろんですよ。再三言っていますが、フレアはお兄さんの味方なので。みんな眠ってもらっているだけです。玲樹お姉さんには、少々手荒なことをしてしまいましたが」

　淀よどみない返答に、俺は少しだけ余裕を取り戻す。

　とはいえ……フレアが俺の味方って主張は、安易に信用できない。

　なんせこいつの正体は《ソサエティ》が魔王と呼んでいた存在だ。

　真白を襲った“〝闇陶芸師セラミスト”〟たち《大　家　族グラン・フアミリア》を家族とも呼んでいたし、玲樹は魔王が復活すれば世界が滅ぶとも言っていた。

「疑念はこれからの修行で晴れると思いますよ」

　読心でもしているのかよ、ってくらい的確なことを言うフレア。

「次が最終段階とも言ってたな。おまえ……本当にあの師匠なのか？」

「なんでしたら、声だけでなく姿もあの頃ころのものに変えてみせましょうか？」

「いや、いい。いまさら変身とか見ても驚かねーし」

「よかったです。フレア的には、こっちの姿のほうがかわいくてお気に入りなのでっ」

　フレアはその場でくるんっ、とスカートを翻してみせた。

　声も姿も自由自在。なんでもありの異界人。

　目の前にいるのはかわいらしい女の子だが、それすら本来の姿かどうか怪しい。

「話の続きをしましょうか」

　フレアはフレアの声のままで続ける。

「『凶きよう星せい界かい放ほう』には膨大な量の魔力を必要とします。これはフレアだけでは無理ですし、全世界の魔術師を結集しても賄えるものではありません。そこで必要となってくるのが、お兄さんの『契節約ギアスセイバー』です。これを最大限に活いかすことができれば、契約者はあらゆる魔術を魔力ゼロで使用することができる。いまのリオ先輩が、この状態にありますね」

　かつてのリオは、魔力を無駄に消費しすぎてしまう悪癖を持っていた。

　だがその悪癖は俺おれの『契節約』によって改善され、いまはフレアの言うとおりの能力を身につけている。

「『凶星界放』発動の条件その一は、『契節約』の恩恵を最大限に受けた『界門』の使い手です。『凶星界放』は『界門』の使い手にしか使えない魔術なので。フレアはまずこの条件をクリアするべく、お兄さんが中学生の頃ころから暗躍を始めました」

「師匠として俺の前に現れたことを言ってんのか」

「はい。来きたるべき戦いの日に備えて君きみ色いろお兄さんを訓練すると同時、生活面での援助にもなればと。加えて、お兄さんとリオ先輩の出会いのきっかけも作りました」

「きっかけだと？」

「バーくん──“〝闇陶芸師セラミスト”〟に、それとなく『凶まが星ぼし』の情報を伝えたんです」

“〝闇陶芸師”〟は『凶星』の存在に気づいたからこそ、この町にやってきた。

　玲れい樹じゆたちも“〝闇陶芸師”〟の動きを察知したからこそ、この町にやってきた。

　たしかにそれは俺とリオが出会うきっかけと言える。

　が、

「っ……前後関係がわかんねえ。《大　家　族グラン・フアミリア》はおまえを復活させるとか言ってたんだぞ？　それがおまえから情報をもらってたってどういうことだよ」

「君色お兄さんとリオ先輩の成長には、敵役が必要だったんです。それをフレアの家族である《大家族》に担ってもらうため、フレアはあえて身を隠し《大家族》のみんなに魔王を復活させるという目的を持たせたんです」

「『凶星』を狙うよう仕向けるため、か」

「そのとおりです。バーくんには、フレアの存在を明かさず情報だけを伝えて踊ってもらいました。損な役を押しつけてしまったので、あとでご褒美をあげないとですね。キールくんと香か穂ほちゃんにも」

「あの二人も、おまえの計画の歯車だったってわけか」

「窮地での告白、格かつ好こうよかったですよ」

　出会いのきっかけどころではない。

　フレアは、俺おれとリオの縁結びまでしていたのだ。

　すべては俺たちの絆きずなを深めるため。

　リオを、魔力ゼロで魔術が使える魔術師に仕立てあげるため──ッ！

「『凶きよう星せい界かい放ほう』とやらにリオが必要なのはわかった。だけど魔王は復活済みだってのに、おまえの足元で真ま白しろが眠らされてんのはどういう理由だ」

「『凶まが星ぼし』も必要なんですよ。『凶星界放』はリオ先輩と君きみ色いろお兄さん、真白ちゃんの三人が揃そろって初めて完成する合体魔術だとお考えください」

「そのために真白を生いけ贄にえにするってのか！　ふざけんな、それでなにが味方──」

「生贄になんてしませんよ？　使うのは『凶星』だけです」

　フレアに掴つかみかかろうとした俺の足は、その一言で止められる。

「『凶星』は本来、魔王復活の鍵ではなく『凶星界放』のための発動キーなんです。そして『凶星界放』は真白ちゃんを不幸の運命から救うための魔術でもあります。『凶星』を取り除く方法はこれしかありませんので」

「なに言ってやがる。そんなことしなくたって、玲れい樹じゆが言ってた大魔術をリオが使えばいいだけの話だろうが。特定の魔術をその存在ごと世界から抹消するっていう──」

「あれ、フレアが流したデマです。そんな魔術ありません」

「はあ!?」

「お兄さんとリオ先輩がお隣さんになるきっかけですよ」

　……もはや唖あ然ぜんである。

「もうおまえ、魔王じゃなくて縁結びの神様とかじゃねーの？」

「どちらかといえば、恋のキューピッドと言ってほしいですね」

　悪びれることなく、お澄まし顔を浮かべるフレア。

　なにからなにまで、こいつの脚本どおりってことなのか。

　異界を滅びから救う。真白を不幸から救う。前者はともかく後者の目的が本当ならば、たしかにフレアは俺の味方と言えるだろう。こそこそ暗躍していたのは気に入らないが、リオと結ばれたいまを思えば非難する気にはなれない。

「じゃあ、この惨状はなんなんだ」

　しかし、これからのことを想定するならば──話は別だ。

「俺とリオをくっつけるって目的は達した。ならあとは事情を説明して協力を仰げばいいだけだろ。なのにどうして、真白たちを眠らせて玲樹を外にぶっ飛ばす必要がある」

「フレアの計画には、まだ障害が残っているんです。それが玲樹お姉さんたち──そして《ソサエティ》です」

「俺とリオも一応、《ソサエティ》と繋つながってる《鍵姫宮殿キーパレス》の所属だぞ」

「そこは離反していただこうと思います」

　なにを馬ば鹿かな──そう言いかけた俺おれの背後、雛ひな森もり荘の外階段を駆け上がってくる音が聞こえた。

「君きみ色いろ！」

　玄関から部屋に飛び込んできたのは、鍵かぎ宮みやリオである。

　家の外に放ほうり出された玲れい樹じゆを看みていたが、事情を聞けたわけではないらしい。部屋の中にいるフレアを見て、目を白黒させている。

「リオ先輩も来たことですし、そろそろ最後の修行内容をお伝えしましょうか」

　おもむろに、フレアが窓を開く。

　雛森荘の２０１号室は日当り良好。

　窓の向こうはせいぜい隣家が建っているくらいだが──なんだ、これは。

「これがフレアの故郷……滅びかけた異界の現状です」

　俺もリオも、衝撃に言葉を失った。

　窓の外に広がっているのは──朽ちた大地。

　空は淀よどみ、雷雲が満ち、草木は枯れ、海は荒れ狂い、建造物は軒並み倒壊している。

　パノラマ映像のように映し出される光景は……こちらの世界のものではありえない。

　異界。

　さらに、終しゆう焉えん、という単語が脳裏をよぎった。

「いまのフレアには、こうやって現状を確認する程度の干渉しかできません」

　俺たちが絶句していると、パッと窓の外の景色が切り替わる。

　元通り、雛森荘の２０１号室から望める隣家の光景だ。

　魔術で見せられた、異界の光景……イメージです、なんてオチはないんだろうな。

「たくさんの隠し事をしていた件については、謝ります。ごめんなさい。そして、君色お兄さんとリオ先輩に改めてお願いします。異界を──フレアの故郷を救ってください」

　素直に頭を下げ、真しん摯しな瞳で懇願してくるフレア。

　世界を救え。救世主になれ、か。

　玲樹に同じようなことを言われ、勘違いして勝手に盛り上がった過去がある俺だ。

　だけど、今回のは勘違いではありえない。

　そういう憧れとかではなく。

　純粋な気持ちで、助けてやりたいと思った。

「……修行の、最終段階って言ったな」

「はい」

「なら、それは弟子の仕事ってことだ。報酬は真ま白しろの『凶まが星ぼし』除去。あと、前払いでリオと出会うきっかけまでもらっちまったからな」

「君色……」

　リオが俺おれの手を握ってくる。

　詳しい話を聞かずとも、いまの映像でフレアの想おもいを、俺の気持ちを察したらしい。

　俺は、リオの手を強く握り返しながら問うた。

「教えてくれフレア。俺たちはなにをすればいい」

　疑心はまだある。意志はまだ揺れている。覚悟は未完成かもしれない。

　それでもこのいっとき、俺は救世主を志した。

「ありがとうございます。では──」

　そして、師匠からの要求が告げられる。

「お二人で駆け落ちしてください。あ、真ま白しろちゃんも一緒に」








第一話　妹同伴の駆け落ち？





　朝、目覚めると隣でリオが寝ていた。

「……ああ、朝か」

　大人二人がゆうに眠れる大きさのダブルベッドから身を起こし、窓から差し込む暖かな日差しを確認する。時計も見てみると、時刻は七時ちょっとすぎってところだった。

　リオの寝顔は相変わらずかわいい。

　きっといい夢でも見ているのだろう。蕾つぼみのような唇は、すぅすぅと音を出しながらわずかに笑んでいる。ピンク色のパジャマは小さな身体のラインを浮き彫りにし、子供っぽくも健康的な色気を放はなっていた。

　見ているだけで、いたずらしたい衝動に駆られる。

　俺は、その艶つややかな黒髪を梳すいてみたり。マシュマロみたいな頬ほおをぷにぷにと指で押してみたり。おもしろいくらいの弾力が押し返してきて、顔がにやけてしまったり。

「んゥ……ふや？」

　そんなことをしていたら、リオが起きてしまった。

　ゆっくりと身を起こし、とろんとした眼めでこちらを見る。

「……おはようございます」

「おはようリオ」

「君きみ色いろ、また私が寝てる間にほっぺた触った」

「柔らかかったです」

「あう」

　起きて早々、リオの人形みたいに白い肌が桃色に染まった。

「ほら、顔洗いに行くぞ」

「うん」

　俺おれとリオはそのまま自室を出て、いくつもの部屋に挟まれた廊下を過ぎていく。

　二階から一階へ階段を下り、向かう先は洗面所だ。

　そこで二人並び、鏡を前にしながら顔を洗って、歯を磨いて、眠ねむ気けを撃退。

　うん、今日もいい一日になりそうだ。

「ふぁ～」

　朝のリフレッシュを終えると、廊下のほうから大きなあくびが聞こえてきた。

　俺たちと同じように、誰だれか顔を洗いに来たのだろう。目でその姿を確認する。

　それは戦いくさ部べ香か穂ほだった。

「おはようござ……うん」

「おう、おは──」

　挨あい拶さつを返そうと思い、愕がく然ぜんとした。

　洗面所に入ってきたのは戦部香穂だ。俺たちと同じ年とし頃ごろの女の子。寝起きでパジャマ姿なのはいいとして、トレードマークのヘッドフォンは着替える前から首にかけている。

　それもいい。大きな問題じゃない。

　大問題なのは、首のヘッドフォンではなく下半身の着衣。

「お、お、おま……なんではいてないんだよ！」

　香穂はパジャマ姿──それは上だけの話で、下は下着、つまりショーツ一枚だった。

　やや大きめの裾から覗のぞく三角形の色はピンク色で、そこから伸びる足はすらりと細い。こいつは胸こそでかいが身体自体は華きや奢しやというアンバランスな体形をしているのだ。

　香穂は自分の下着を見て、

「はいてるよ？」

「パジャマのこと言ってんだよ！」

　見事に寝ぼけていた。

「あっ。たぶん、寝てる途中に脱げ……うん」

「勝手に自己完結するな。分析する前に恥じらいを持て」

「恥じらう……？」

　こてり、と眠たげに首を傾ける香か穂ほ。

　しかし徐々に覚醒してきたのか、表情は変わらないまでも頬ほおに赤みを増していき、

「……君くんのすけべ」

　しまいにはそんなことを言われてしまい。

　恥ずかしさを紛まぎらわすように、とたたっと洗面所から逃げていった。

　ふう。朝も早くから世話のかかること。

「……君きみ色いろのすけべ」

　やれやれ──で済まそうとした俺おれの隣、むくれ顔のリオさんがいた。

「い、いまのは不可抗力だろっ」

「でも喜んだ」

「どこにそんな証拠が!?　いや、そりゃ喜びますよ健康な男の子だし！」

「じゃ、じゃあ私でも喜んでください」

　え、えー。

　まさかの無む茶ちやぶりである。

　上目遣いで放ほうられる、なにかを期待する眼まな差ざし。

















　高校生でありながら小学生並みの体たい躯くであるリオは、俺おれよりもだいぶ背が低く、そして細い。抱き締めれば折れてしまいそうなほど──ああ。はいはい、そういうことね。

　俺はリオの心中を察し。

　ぎゅっ、とその身体を抱き締めた。

　ハグ、というやつである。

「これでよかったでしょうか？」

「……ん」

　どうやら正解だったようです。

「君きみ色いろ、喜んでる」

「わかりますか」

「も、もっと、喜んでもいい……ですよ？」

　なんだこのやり取り。

　まあ口調から察するに、リオも緊張しているのだろう。こいつは緊張すると口調が丁寧語になる癖があるからな。

　しかし俺はリオの小さくて柔らかい身体を抱き締めているだけで幸福いっぱいなわけで、これ以上喜ぶこととなると実行は様々な面で難しく、ああもうなんか甘い匂いがするなあと思えばそれはリオの匂いであることに気づき──うん？

「よく考えたら、これは俺じゃなくてリオが喜ぶことじゃないか？」

「うん」

「即答かよ」

「だ、だって、その、君色にぎゅってされると……幸せな気持ちになります」

　俺の胸に顔をうずめながら言うリオ。

　あ、これ以上はまずい。

　危険信号を察知した俺は、パッと抱擁を解く。

「君色？」

「えーっと……い、いちゃいちゃの節約！」

「なんだそれは」

「ほら、あまり頻繁にいちゃいちゃしてるとだな、もったいないというか、一回の幸福感が下がるというか……とにかく今回はこれでおしまい！」

　俺の無む茶ちや苦く茶ちやな説明にリオは「むぅ～……」と唸うなったが、許してください。

　リオと付き合い始めてからの約二週間──正直、いろいろと限界なのだ。

　なんせ俺たちは駆け落ち中で、毎晩同じベッドで寝ることを義務づけられている。

　つくづく思うね。妹と彼女は違うんだと。



　その後、部屋で着替えを済ませ、俺おれたちはリビングに移動した。

　ダイニングキッチンと一体になっているこの空間は家の中でも一際広く、その規模たるや三十人くらいが集まってパーティーを開けそうなほどである。

　というか実際にやったしな、家族三十人でおかえりなさいパーティー。

「げっ」

　キッチンに立つ二人の人影を見て、俺は顔を顰しかめた。

　一人は、俺の妹。

　エプロン姿がウルトラチャーミングな最愛の天使、綾あや瀬せ真ま白しろである。

　真白が朝食を作っている光景は雛ひな森もり荘でも見慣れたものなので、驚きはない。そのひたむきな姿に微笑ほほえみを浮かべることはあっても、顔を顰めるなどもってのほかだ。

　余計なのは、その隣に立つ長身の男。

　金髪オールバックの髪形に、彫りの深い容貌。紳士風ふうの格かつ好こうをしていながらも、きちんとエプロンを身に着けている。真白と並べればお料理教室の先生と生徒みたいに見えなくもないが、とんでもない。

　こいつの名はバーレット・ウォーグ。

“〝闇陶芸師セラミスト”〟の称号を持つ男である。

「朝から不機嫌な顔をしているな、『テンサウザンドの節約術師』」

　俺たちに気づき、おはようではなくそんなセリフを投げてくる“〝闇陶芸師”〟。

「妹と妹を襲った男が仲良さげに料理してりゃ、不機嫌な顔にもなるわ」

「お兄ちゃん！　もうそれは終わったことだから言いっこなしって約束だよ！」

「そうだったな。おはよう真白」

「うん、おはようお兄ちゃん！　おはようリオさん！」

「おはよう真白ちゃん」

　真白は怒りながらもしっかりと挨あい拶さつを返してくれる。

“〝闇陶芸師”〟は真白を襲った憎い敵──しかしそれも過去の話だ。

　俺たちとこいつの現在の関係を説明するとなると、一応……仲間ということになる。

「真白。次はこっちのサラダの盛りつけを頼む」

「はーい。了解ですバーレットさん」

　あの野郎。勝手に人の妹を呼び捨てにしやがって。

　俺たちが仲なか違たがいをすると真白の笑顔が曇るので我慢するが、俺はこの家の家族の中でも“〝闇陶芸師”〟だけは好きになれない。なにせこいつは真白を裸にひん剥むいた前科があるからな。ひん剥かれた本人はもう気にしていないようだが。

「……改めて思う。真白ちゃんは大物だ」

「まったくだよ」

　リオと共に苦笑する。

　──この家に三人でやってくる際、真ま白しろは魔術師に関するすべての事情を知った。

　そのうえで自分を襲った男と一緒に料理ができるのだから、凄すさまじい包容力である。

「真白ちゃん。私も手伝う」

　朝食係が二人だけでは大変、とリオが自ら手伝いを買って出る。

　なにせこの家の朝飯はすごいからな。人手は多いに越したことはない。

“〝闇陶芸師セラミスト”〟は気に入らないが、俺おれも手伝いを──と思ったところで気づく。

　リビングのソファに座り、一人気楽にテレビを見ている奴やつがいた。

「おまえは手伝う気とかまったくなさそうだな」

「男は厨ちゆう房ぼうに立つものじゃないんですよ」

　にこやかな笑顔でそう答えるのは、金髪の少年である。

　名前はキールハット。称号は“〝数奇術師マジシヤン”〟だ。

　魔術師として動くときはシルクハットにタキシードが正装らしいのだが、いまは普段着姿。洒落しやれた柄のワイシャツとジーンズに身を包んでいる。

「君きみ色いろくんも暇なら話し相手になってくださいよ。二人きりで退屈だったんです」

「二人？」

「そこにエリス姉さんがいますよ」

　キールハットは部屋の隅っこを指で差した。

　カーテンの影に隠れるように蹲うずくまっているのは、黒一色のローブを着込んだ白い髪の女の子だ。背丈はリオや真白よりもさらに小さく、小学生くらい。両手で持ったマグカップでなにかを飲んでいる最中だった。

　本人は無表情だが、顔の側面には二つの仮面が装着されている。右が笑顔で、左が泣き顔。そしてどういう仕組みなのか、笑顔の仮面のほうが微かすかに揺れ動いていた。

　エリス・ディアカインド。

　幼い外見に反し、どうやらこの家族の長女であるらしい。

「あ、話しかけると怒られますよ。日課のモーニングコーヒー中ですから」

「なんでまた部屋の隅で」

「落ち着くんだそうです。というわけで、どぞどぞ」

　俺はキールハットに招かれるがまま、ソファの隣に座る。

　テレビではお正月番組をやっていた。

　今日はもう一月五日だが、世間はまだ正月ムードらしいな。

「ところで君色くん」

「なんだよ」

「リオちゃんに手は出しました？」

「手？」

　リオに手を出す。

　はて、どういう意味だろう──って、声を潜めてなに言ってやがんだ！

「あ、アホか！　こんな状況下で出すわけねーだろ！」

「毎晩同じベッドで寝てるような状況下なら普通は出すでしょ」

「ハッ、節約戦士の自制心と将来設計能力を甘く見てもらっちゃ困るぜ」

「ただのヘタレのセリフにも聞こえますね」

　おのれ、人の苦労も知らないで……っ！

　実際、大変である。なにしろ俺おれとリオは恋人同士なわけで、しかも結婚も約束しているわけで、いろいろと障害はあったりするが気持ちの面での障害はほとんどないわけで。

　誰だれもが寝静まる夜、好きな女の子が無防備な姿で隣にいることを思うと──

「鼻血出てますよ」

「ウソッ!?」

「嘘うそです」

　キールハットがけらけらと笑う。

「君きみ色いろくんってからかい甲が斐いがあって好きだなあ」

「……男に好きとか言われても嬉うれしくもなんともねーよ」

「そのセリフ、女の子に言われると嬉しいって風ふうに聞こえますから、リオちゃんの前では言わないほうがいいですよ」

　大きなお世話だと言ってやりたい。

「キルくん。おはようござい……うん」

　そんな風に男二人、まったく楽しくない談笑をしていると、リビングに香か穂ほが来た。

　あの後に着替えたのか、制服とパーカーを着用。下もちゃんとスカートを履いている。

「おはよう香穂ちゃん。今日は何度寝しました？」

「えっと……三度寝」

「じゃあこれで四度寝ですね」

　自分の膝をぽんぽんと叩たたくキールハット。

　香穂はソファの空いているスペースに寝転び、キールハットの膝を枕にした。

「まあなにが言いたいかというとですね。君色くんとリオちゃんのいちゃいちゃは僕たちも推奨しているわけですから、もっと大胆にいちゃいちゃしてもいいんですよ？　それが計画の要でもありますし。あ、でも節度は守ってもらいたいですね。エリス姉さんとか真ま白しろちゃんとか、小さい子もいますから」

　と、香穂の頭を撫なでながら言う。

「あ、あのねキルくん。さっき君くんにパンツ見られた」

「へー。ぶっ殺していいですか？」

「……なんかいろいろ、おまえらには言われたくねーわ」

　こいつらとのこういうやり取りも、もはや慣れたものである。

　なにせクリスマスからこの家に住み始めて、もう二週間──リオとの一週間の同どう棲せい生活で築かれた絆きずなを思えば、二週間で『昨日の敵は今日の友』な関係になるのも無理はない。

「──おーっす。今日の朝飯なんだ？」

　やがて、リビングに続々と人が集まってきた。

「なんだよバーが作ってんのかよ。オレ肉食いたいんだけど」「バー兄さんは我々の栄養を考えてくれているのですよ」「わたしは真ま白しろさんのお料理が家庭的で好きですね」「ウチお野菜きらーい」「ボクお菓子がいい！」「私はその、できればバナナだけで……」「あんたまたダイエットしてるの？」「……」「ドッグフードの備蓄は充分かね？」「オイル……」

　ぞろぞろ。ぞろぞろ。ぞろぞろ。

　あっという間に、リビングは大勢の人で埋め尽くされた。

　そしてこの集まった人物たちがまた特徴的な姿をしているのである。

　格闘ゲームに出てきそうな拳法着の男。大きな画板を背負った三つ編み眼鏡めがねの女の子。赤いガウンを纏まとった牧師のような男。帯刀しているゴスロリ少女に、ライフル銃を抱えた甘ロリ幼女。女の子の声を出すやたら線の細い黒子。ほぼ全裸じゃねーかってくらい露出の激しい女性。ただひたすらにスマホを弄いじっているクマのきぐるみ。喋しやべる犬。どう見てもロボット。その他た続々、俺おれとリオと真白を除き総勢三十名。

　彼ら全員──魔術師集団《大　家　族グラン・フアミリア》の構成員だ。

　俺たちは、二週間前からこの《大家族》の面々と共同生活を送っている。



　和、洋、中。ごはんにパンに肉に野菜にドッグフードからオイルまで。

　多種多様な料理が並べられた巨大テーブルに着き、待つこと二時間。

「──皆さんおはようございます！　今日も爽やかな朝ですね！」

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「遅い！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　三十人分の「遅い！」が、最後にやってきた人物を集中砲火した。

　それも仕方がない。

　三十人もの人間が朝食を我慢し待っていたというのに、時刻はもう十時なのだから。

「帰宅早々、家族からものすごい勢いで怒られました！　助けてください真白ちゃん！」

「遅刻は謝らなきゃダメだよ、フレアちゃん」

「そのとおりですね。ごめんなさいでしたっ」

　そいつはわざとらしく真白に泣きつくも、最後は茶ちや目めっ気けたっぷりに謝ってみせる。

　怒っていた一同も、それであっさり許してしまったようだ。

　……正体が判明しても、こいつは変わらないな。

　最後に登場してテーブルの上座に着いたその人物は──来くる巻まきフレア。

《大　家　族グラン・フアミリア》のリーダーにして、彼らが魔王と呼んでいた存在である。

「遅刻の理由はなんだ。真ま白しろからは朝早くに出かけたと聞いているが」

“〝闇陶芸師セラミスト”〟がフレアに訊きく。

「いえ、ちょっと早朝修行が白熱してしまいまして。つい時間を忘れてしまいました」

　てへっ、と舌を出すフレア。

「それって例の師匠業？」「弟子のお仕事ってやつですな」「見込みのある奴やつ見つけるとすぐ弟子にしたがるんだから」「また不審者として通報されるのはやめてくださいね」

《大家族》一同の反応は「呆あきれるけどもう慣れた」という感じだった。

　俺おれ自身、フレアのもとで弟子として修行した経験がある。それも計画の一端だということは教えてもらったが、まさか純粋に趣味も兼ねていたとは……趣味『師匠』の魔王って、いまさらながら意味不明だな。

「まあ、それはともかく朝ごはんにしましょう」

　これ以上の長話は無用、と手を合わせるフレア。

　俺やリオ、真白に《大家族》の面々もそれに倣ならう。

「では、いただきます」

　──その一言から先は、戦争であった。

「もらった──っ！」「あ、テメェそれはアタイの獲物だぞ！」「はぐはぐ」「これ薄味すぎやしませんかねえ」「我がテリトリーを侵す者に罰を──」「あははっ！　勝てばよかろうなのだ！」「お醤しよう油ゆ取ってください」「あれ、ぼくのハムエッグどこ？」「……おいしい」

　やかましい。

　なにせ三十人プラス四人の大所帯による食事だ。全員がテーブルマナーを心得た紳士淑女なら問題はないが、まあそんなことがあるはずもなく。

　食卓上空では箸はしやスプーンが渡り鳥の群れが如ごとく飛び交い、フォークに弾はじかれた唐揚げを第三者がキャッチ、目玉焼きがＵＦＯと化す。そんな弱肉強食の抗争が、《大家族》の食事風景だった。

「まったく騒がしい連中だ。もっと静かに食えないものか」

“〝闇陶芸師”〟は確保した料理を両隣のフレアと真白に配っていく。

　ちなみに席は俺の真向かい。俺の隣はリオとキールハットだ。

「……あいつのことは個人的に気に入らないが、ああいう気配りは見習いたいと思う」

「勘違いしちゃ駄目ですよ。バー兄さんは単にマザコンでロリコンなだけですから」

　ヒュン！

　向かいから飛んできたバターナイフが、俺とキールハットの間を通り抜けた。

「……おい」

「すまんな。手が滑った」

　ちげぇ。わざとだ。

「『凶まが星ぼし』のことを僕たちに伝えず、自分一人で魔王を復活させて褒めてもらおうとかそんなことを考えてた人ですからね。僕たちが《ソサエティ》の収容施設から助け出したときこの人なんて言ったと思います？　『助けてくれと言った覚えはない。だがこの借りはいつか必ず返す』ですよ。マザコンでロリコンでそのうえツンデレなんですよねー」

　ヒュンヒュンヒュン！

　バターナイフの連続攻撃をひょいひょいと躱かわすキールハット。

　その回避っぷりは実に見事だが、そこまでして兄貴をからかいたいのかこいつ。

「この騒がしさに比べたら、雛ひな森もり荘での朝飯とか天国だったな」

「うん。でも、私は嫌いじゃない」

　リオはまんざらでもない風ふうだった。

　俺おれもまあ、同意。リオや真ま白しろが不快に感じないのなら、居心地のいい空間ではある。

「リオ！　これおいしいからお食べ！」「おう。おまえちっこいんだからこれも食え」「どうぞ。これも食べてください」「これも」「餞せん別べつをくれてやろう」「プレゼント！」

　どかどかどか。

　リオの前に並べられる、料理の盛られた小皿たち。

　リオと真白は《大　家　族グラン・フアミリア》の中でも人気者だったりする。

　……ちなみに俺は、

「なあ、俺の分は」

「野郎は自分で取れ」

　この扱いだ。

　自分で取れと言われても、呆ほうけている間に料理は全滅寸前。

　俺の手元には白いごはんしか残っていないわけで……泣きたい。

「君きみ色いろ。私のをどうぞ」

「お。ありがとうリオ──」

　隣に顔を向けて、驚きよう愕がくする。

　そこには、箸はしでもやしを摘つまんだ頬ほお染ぞめリオさんが。

　俺の口にもやしを運ぼうと、いわゆる『あーん』の体勢で構えていた。

「あの、リオさん。それは、えっと」

「これは、私が君色用に作ったピリ辛もやしです。ラー油で味つけして──」

「いえ、そうではなくてですね」

　ずいっ。箸が差し出される。

　うう。リオの奴やつ、絶対わかっててやってる。こんな衆人環視の中、バカップルのド定番的なことをやれというのか。恥ずかしがり屋の思春期男子に。でも美う味まそう。

　よし、トライ。

「あーん……」

　どちらとでもなくそう言い、パクっ。

　ここ数週間で料理の腕を上げたリオのもやしは、絶妙に美う味まかった。

「おいしい」

　そう素直に伝えると、リオはパーッと笑みを綻ほころばせ──俺おれは気づいてしまった。

　騒々しかった食卓が、一切の無音に包まれていることに。

　周囲を窺うかがってみると……なっ、《大　家　族グラン・フアミリア》の奴らが、俺とリオをニヤニヤしながら観察している!?

「な、なんだよおまえら！」

「いやー、初々しいなーって思って」「ラブラブですね」「リオちゃんってホントかわいいわー」「アタシは真ま白しろちゃん派─」「ボクも」「俺も」「嫁にするならリオさんかなあ」「リオちゃんは俺の嫁！」

「ハア!?　ざけんな、リオは俺の嫁だ！」

　──反射的に叫んだところで、再び静寂が訪れた。

　周囲のニヤニヤ度合いがさらに強くなる。

　隣のリオは見事に赤面していた。もう、完熟である。

　……知ってるよ。公開処刑っていうんだろ、これ。

「いいなあ、お兄ちゃんもリオさんも幸せそうで」

　精神的窮地にいる俺を救ってくれたのは、愛いとしの真白だった。

「真白ちゃんは羨うらやましいんですよね。お兄さんが最近リオさんにばっかりご執心で、あまり構ってくれないから」

「うん。でもリオさんはお兄ちゃんの彼女さんだから、妹のわたしは遠慮しなきゃ！」

「そんな真白ちゃんの寂しさを埋めてあげるのがフレアです。なにせ真白ちゃんはフレアの嫁なのでっ」

「ち、違うよ！　わたしとフレアちゃんはお友達だよっ！」

　フレアの冗談にあたふたする我が妹。そんな真白の純真さんに癒いやされつつ、思う。

　二人は自他共に認める仲良しさんだ。真白のフレアに対する好意は疑いようがないし、フレアが向けている感情も──純粋な好意であると、俺は思う。

　だからこそ、こいつの言葉は信用できるんだ。

　──真白を救う。

　俺にとって一番の目的は、フレアにとっての目的でもある。

　そうでなければ、このおかしな擬似家族の関係も、妹同伴の駆け落ちという奇妙な状況も、成立してはいないのだから。



「ごちそうさまでした」

　朝食後、俺おれは後片づけの役目を買って出た。

　三十人分の食器を洗うのは重労働だが、なにも一人でやるわけではない。

　隣には手際のいい相方が──

「あ、おまえ水出しすぎだろそれ。もっと蛇口絞れ」

「この程度の水流で汚れが落ちるか。出し惜しめば事を仕損じるぞ」

　訂正。手際はいいが、節約心にはまったく乏しい相方がいた。

“〝闇陶芸師セラミスト”〟の野郎である。

「けっ、出し惜しまなかった結果、一般庶民に負けたどこかの誰だれかさんもいたっけかな」

「魔も力んゼなロしの男が吠ほえるな。滑稽すぎて見るに耐えん」

「やんのかこの野郎」

「笑える冗談だ」

　スネでも蹴ってやろうか。

　そんなことを考えていると、フレアがキッチンに顔を出してきた。

「はいはい。君きみ色いろお兄さんもバーくんも喧けん嘩かしないでください。片づけが終わったら、フレアからみんなにお話があります」

「お話？」

　まだリビングに残っていた《大　家　族グラン・フアミリア》の面々にも、そう呼びかける。

　組織のトップであるフレアのお話か……となると、あれしかないよな。

　決行予定日は明日。いよいよってわけか。

「……片づけ、終わったぜ」

　俺と“〝闇陶芸師”〟は食器洗いを終え、リビングに集合する。

　フレアはリビングの中央に立ち、皆の視線を集めながら話し始めた。

「さて、本日は一月五日です。フレアたちはかねてより計画していた『アレ』のため、これからある場所に赴きたいと思います。念のための質問ですが、反対者はいませんね？」

《大家族》は皆、黙して賛同する。

　俺も、リオも、真ま白しろも、いまさら反対意見を言いはしなかった。

「各々の決意はよくわかりました。では……」

　真白を救うため。

　異界を救うため。

《大家族》最大の作戦が──

「みんなで初詣に出かけましょう！」

　始ま……はじ……はい？








第二話　最凶最悪のあけましておめでとうございます





「なんでこんなとこに来てんのかなあ、俺おれたち」

　ベンチに座りながらそうごちる。空は清すが々すがしいくらいの晴天だった。

「なんでって、今年はまだ来てなかったからですよ」

「いや、そういうことじゃなくてさ……」

　隣に座るキールハットはタキシードにシルクハットのマジシャンスタイルに着替えていた。特別な外出なので正装なんだそうな。

　対し、俺は学校の制服姿である。制服って万能だよな。

「三が日も過ぎた五日となると人が少なくていいですよね」

「まあ、大人数で移動すんなら人は少ないほうがいいわな」

　と、俺は神社周囲の様子を見渡しながら答える。

　そう、神社。

　俺たちは近場の神社まで、初詣にやってきた。

《大　家　族グラン・フアミリア》はメンバー全員での初詣を毎年の恒例にしているらしく、一人は「あー、今年はお正月前にストレーガが戻ってきてよかったー」とかぼやいていた。

　初詣自体はいい。俺おれもリオや真ま白しろと行きたいと思ってたし。

　でも計画の発動を明日に控えたこのタイミングで、ってのはなあ……。

「悩むだけ損ですよ。ストレーガはいつの姿でも自由奔放な人ですから」

「そういや気になってたんだが、そのストレーガっての。由来はどこから来てんだ？」

「彼女がこの世界を訪れたとき、最初に魔術を広めた地がイタリアだったんだそうです。そこでの活躍がストレーガ──イタリア語でいう魔女にたとえられたんだとか」

「ふーん。しっかし、言葉の響きと外見が似合わないよな」

「仕方ありませんよ。ストレーガは復活するたびに名前も姿も変えまくりますから」

　──フレアは、定期的に自己封印と自己復活を繰り返しているらしい。

　専門的なことはわからないが、この世界で魔王の魔力を保つのに必要なことなんだとか。で、しばらくすると自分で勝手に復活して仲間のもとに帰ってくるそうなのだが、今回はなかなか帰ってこなかった。予定では二年前に復活していたはずなのにだ。

「ま、確かに。師匠はいまのフレアとは似ても似つかない姿だったしな」

　理由は、計画の下準備をするため。

　師匠として俺の前に現れ、真白の『凶まが星ぼし』を抑制する役目を担い、俺とリオが出会う布石を打ち、さらに結ばれるきっかけまで作った。そのために、フレアは自分が復活していたことを家族に伝えなかったのだ。

　……その結果《大家族》は自分たちでフレアを復活させようといろいろ無む茶ちやをしたのだが、それすらも計画の一端──俺とリオの成長を促すためだったというのだから、見事な黒幕っぷりである。

「なんにせよ、よかったですよ。お正月前に帰ってきてくれて」

「魔王率いる魔術組織が初詣ね。おまえらって、肩書きに反して庶民的だよな」

「庶民代表の君きみ色いろくんに言われると照れますね」

「魔術師なのになあ」

「魔術師の領域なんて案外そんなものです。特に家族というものはね」

　家族、か。

《大家族》はフレアが築き上げた組織であり、血は繋つながっていないがメンバー全員が各人を家族として認識している──いわば擬似家族の関係性にある。

　構成員はいずれも魔術師で、フレアの弟子だったり、はたまたフレアの弟子の子孫だったり、拾われたはぐれ魔術師だったりと様々だ。キールハットや香か穂ほなんかは、実の両親の顔も覚えていない頃ころからフレアと暮らしていると言っていた。

「僕たちが理解できないですか？」

「そんなことはねーよ。二週間も同じ屋根の下で暮らしてたんだ。おまえらの間にある家族の絆きずなってやつが本物かどうかくらい、誰だれにだってわかる」

　もともと、この共同生活はフレアやフレアの家族を理解するために乗ったんだしな。

　最初は想像と現実のギャップゆえ「こいつら全員で俺おれたちを騙だまそうとしてるんじゃないか？」とか思ったが……いまでは愚かな疑心暗鬼だったと断言できる。

「それでも、常人なら最後まで疑うと思いますよ」

「じゃあ俺は常人じゃないんだろうな」

　キールハットは、あははーっと馬ば鹿かを見るような目で笑った。

　俺も馬鹿だと思う。自覚はあるんだ。ただ省みたりはしないというだけで。

　道は決まっているのだから、あとは突き進むだけだと──そう自分に言い聞かせる。

「ねえ、ストレーガたちまだー？」

　帯刀ゴスロリ少女がどう見てもロボットな奴やつに肩車されながら言う。

　俺たちはいま、神社の境内近くでフレアとリオと真ま白しろの三人を待っているところた。

　なんでも「女の子なので準備が大変なんですよ」らしく、遅れて家を出るから先に行って待っててくれとのこと。そしてぼちぼち待ちくたびれた奴が出てきた模様。

「しかし、改めて眺めてみると奇観だよなあ。ドラマや映画を通り越してお笑い番組の撮影としか思えない面子メンツだぜ」

　それぞれ空いているベンチに座ったり、立っていたり木に登っていたりはたまた宙に浮いていたりする《大　家　族グラン・フアミリア》。全員もれなく服装や所持品や姿そのものが特殊すぎて、一般人とすれ違えばぎょっとされること間違いなしである。

「大丈夫ですよ。認識結界を纏まとっていますから、視認はされても気にはされません」

「相変わらず便利だな、結界魔術」

「僕たち魔術師の生活必需品みたいなものです」

　冬場における手袋程度の感覚なのかもしれない。

「君きみ色いろくんも習得しておくといいですよ。役に立つ場面は多いですから」

「俺はおまえらみたいに変な格かつ好こうするつもりはないぞ」

「姿を誤ご魔ま化かす以外にも使い道はありますよ」

「ほう。たとえば？」

「人目をはばからずいちゃいちゃできたりします」

　……いじられ体質の俺は「それはちょっといいかもな」なんて思ってしまった。

「お兄ちゃーん！　おまたせ──っ！」

　そうこうしているうちに、真白たちが到着したようだ。

　向こうから元気に手を振ってくる真白。それに続くリオとフレア。

　三人が遅れた理由は、一目見ただけで理解することができた。

「お、おおう……っ！」

　思わず感嘆の息がこぼれる。

　遅れて登場した三人は、なんと──振袖を着ていたのだ。

　リオは赤色、真ま白しろは桃色、フレアは橙だいだい色いろ。

　どれも豪華としか言い表せないオーラを放はなっており、三人のかわいらしさを引き立たせている。髪に花飾りなんてつけているところが、こう、また……くううぅ。

　たまらず、俺おれは膝を折った。

「お、お兄ちゃん!?　どうしたの!?」

「七五三以来だ……まさかまた真白の振袖姿を拝める日が来ようとはッ！」

　ただただ感動である。

　俺の妹、真白はとにかくかわいい。なにを着ても似合ってしまう。

　本人もファッションに興味のあるお年とし頃ごろ、叶かなうならいろんな服を着せてやりたいが──そう、我らは節約戦士。服に金をかけたりはできないのだ。

「振袖って買うにしてもレンタルするにしても高いんだよなあ。よく似合ってるぞ」

「えへへっ。ありがとう、お兄ちゃん」

「お兄さんお兄さん、フレアのはどうですか？」

　真白と並んで、くるくるとその場で回ってみせるフレア。

















　うむ。真ま白しろほどではないが、とてもかわいらしい。特にフレアは銀髪碧へき眼がんという外国人っぽい容姿をしているだけに、こういう和風な格かつ好こうはインパクト抜群だ。

「おう、似合ってると思うぞ」

「わーい、ありがとうございます。さ、ぜひリオ先輩のも評価してあげてください」

　フレアに手を引っ張られ、後ろに隠れていたリオが俺おれの前に出てくる。

　頬ほおは赤く、視線は下を向いている。うむ。表情からは明らかな緊張が窺うかがえるな。

　振袖リオと見合った俺は、しかし緊張することなく口を開く。

「おう、似合ってると思うぞ」

「フレアとまったく同じ褒め言葉じゃないですか」

　フッ、なんとでも言うがいい。

　俺だって成長しているのだ。心中では「うわーリオ超かわいいよ──っ！」と悶もだえているが、それを表に出して醜態を晒さらしたりはしない。かといって答えに詰まり、皆にからかわれるなどという愚行も犯さない。選ぶのは、あえてのマニュアル返答だ。

「むぅ……」

　しかしリオさんはそれがご不満のようで。

　拗すねた顔を浮かべながら、ぽふっ、と俺の胸元に飛び込んできた。

「あ、あの、リオさん？」

「君きみ色いろは素直さが足りないと思う」

　他ほかの奴やつに聞かれたくないのだろう。リオの声は震えるような囁ささやき声だった。

「こういうときは、ちゃんとした言葉で表現してほしいです」

「いや……それはちょっと。その、かなり格好悪いことになると思うぞ？」

　地面をゴロゴロ転がりながら身み悶もだえする綾あや瀬せ君色を想像してほしい。

「大丈夫。私は、格好悪い君色も好きです」

　……胸元で彼女にそうまで言われちゃな。

　俺はリオの腰に左手を回し、右手で頭を軽く撫なで、それから耳に顔を近づけて、

「リオ超かわいい」

　と囁いた。

　鏡はないが、結局二人とも赤面していたこと間違いなしだと思う。

　だって周りの奴らが俺たちを見てまたニヤニヤしてやがる。

　でも、まあ、リオが幸せそうだからいいやと思う俺がいた。



「それでは、全員揃そろったところで参拝に行きましょう！」

　フレアの号令で、俺たち三十四人は移動を開始する。

　参拝客の波は穏やかで、大所帯でも詰まることなく賽さい銭せん箱ばこに到着した。

　リオや真ま白しろと一緒に五円玉を投入して、参拝。

「ねえお兄ちゃん、なにお願いした？」

　参拝が終わると、いの一番に真白が訊きいてくる。

「去年と同じだよ。家族仲良く幸せに暮らせますようにってな」

「やった、おんなじ──じゃなくて！　そこはリオさんともっと幸せになれますように、とかじゃないの？」

　俺おれの隣にリオがいるのに、お構いなくこういうことを言ってくるのが真白である。

　リオが照れているのがおもしろかったので、

「いいんだよ。リオはもう家族も同然っていうか……俺の嫁なんだからな」

　俺も本人の横でそんなことを言ってみる。

　照れ顔はそろそろ収穫しないと腐ってしまうんじゃないかってくらい熟していた。

　そしてなぜか真白も照れていた。純じゆん真しん無む垢くな妹には少々大人すぎる発言だったか。

「君きみ色いろお兄さん。なんだかんだで照れがなくなってきましたね」

「うるせえ」

「人はそうやってバカップルになっていくものです」

　未来を見通しているような瞳のフレアだった。

　安易に否定しきれないのはなんでだろうな。自覚があるからだよちくしょう。

「さあ真白ちゃん。バカップルさんは放ほうっておいておみくじを引きに行きましょう！」

「うん！　いこっ、フレアちゃん！」

「フレアのパワーで真白ちゃんのおみくじは大吉ひゃくパーセントです！」

「だ、ダメだよそれはズルっこだよぉ！」

　とたたっ、と駆けていく妹及びその親友。

　参拝を終えた面々はそれぞれおみくじを引きに行ったり、お守りやら破魔矢やらを物色している。少しばかりの自由行動の時間というわけか。

《大　家　族グラン・フアミリア》の中では特によく話すキールハットや香か穂ほも思い思いに行動しているようだし、図らずともリオと二人きりになってしまった。

「…………」

　リオもそれを意識しているのは間違いないのだが、わざわざ言葉にしたりはしない。

　その代わり、そっと俺の手を握ってきた。

　俺の右手と、リオの左手。お互いの薬指に嵌はめられた指輪が軽くぶつかり、カチリと音を鳴らす。この指輪は最初こそ魔術契約のためのものだったが、いまは別の意味合いも込められている。

「君色、君色」

「なんだ？」

「えっと……呼んでみただけです」

「なんだそりゃ」

　俺おれが笑って返すと、リオも笑って、ぴたりと肩を寄せてきた。

　どうしようたまらなくかわいいんですけど。

　照れがなくなってきたというフレアの評は正しいのかもしれない。認識結界を纏まとっているわけでもない俺たちは通行人から微笑ほほえましそうな目で見られていたが、その視線から逃れたいとも思わないし。むしろ、この時間がもっと長く続いてほしいと思った。

「君きみ色いろ……来年も、一緒に初詣に行けるだろうか？」

　憂いを含んだ声で、リオがそう訊きいてくる。

「あたりまえだろ。そんときはもちろん、真ま白しろも一緒だ」

「……そこは二人きりでは？」

「ほほう。リオさんは俺と二人きりがいいと」

　意地悪く言うと、リオは「あぅ」と言ってから赤面した。

「俺にとって、正月ってのは家族のイベントなんだよ。だから、初詣なら真白も一緒だ。二人きりっていうのは……その、もっと恋人らしいイベントのときな」

「……うん。やっぱりだ」

「やっぱりって、なにが？」

「やっぱり、私は君色の家族思いなところが好きだなって」

　結ばれても、リオは変わらずストレートだった。

　ああもうなんかこのまま抱き締めたい。

　いや、さすがにそれはやらないよ。俺にだってまだ照れはある。公衆の面前で過度にいちゃいちゃすることは他ほかの人の迷惑にもなるしな。じゃあ周りに人がいなければいいのかと問われると、はい。いいです。いっそこのまま二人でどこかへ──

「あ、君色。あれ」

　リオの一言でハッと我に返る。

　香か穂ほが俺たちに手を振っていた。こちらに駆け寄ってくる。

「どうかしたのか？」

「んーと……リオちゃん。これプレゼント」

「これは？」

「《大　家　族グラン・フアミリア》のみんなで選んだの。中身は見てのお楽……うん」

　お楽しみと言いたいらしい。相変わらず言葉の途中で自己完結してしまう奴やつだ。

　リオが手渡されたのは白い紙袋だった。見たところお守りが入っているようだが、

「はうあ！」

　中身を確認したリオが奇声を上げたのはどういうことだろう。

「なんのお守りもらったんだ？」

「なななななんでもない！」

　俺おれが覗のぞき見ようとすると、リオは大慌てでお守りを隠してしまう。なんだか恥ずかしいものでも見られたような、そんな慌てぶりである。顔も真まっ赤かだし。

「あの、その、ええと……い、一応……ありがとうございます」

「うん。あとね、これはアドバイスのプレゼント」

「へ？」

「耳、貸して」

　ごにょごにょとリオに内緒話をする香か穂ほ。

　するとどうだろう。リオの顔がさらに真っ赤になったではないか。完熟っていうかもうマグマだな、これ。

「最初は大変だと思うけど、がんば……うん」

「あうううぅ」

　なんかいまのリオはカイロになりそうなくらいあったかそうだ。

　しかし香穂はいったいなにを言ってリオをこんな風ふうにしてしまったのか。リオの恥ずかしがる仕草はとても愛らしいので、なにかコツがあるなら伝授してもらいたい。

「それと、君くん」

　赤面したまま沈黙してしまったリオを放置して、香穂が俺を見る。

　そのままなにか言ってくるのかと思いきや、腕を伸ばして、グッ。

　親指を立てたグッドポーズを示し──なにも言わず去っていった。

　……なんだったんだ、いったい。

「みんなーっ！　一いつ旦たんフレアのところに集合してくださーい！」

　数分後、フレアの呼びかけでまた全員が集合した。

「これからどうする？」「そりゃもちろん、出店巡りっしょ」「食事」「ならとりあえず焼きそばだな」「はあ？　たこ焼きだろ」「アタシ射的やりたい！」「私は疲れました……」

　初詣といえばメインはやはり参拝だが、三十四人という大所帯で来てまさかそれだけで終わるはずもなく。皆が思い思いにやりたいことを主張する。

「希望を言うのは構いませんが、残念ながらもう予定は決まっていまーす！」

　フレアの宣言に「えーっ！」と声を上げる一同。

　絵面はともかく、まさに母親と子供って感じのやり取りだ。

「フレアたち《大　家　族グラン・フアミリア》は、これから全員で向かわなければならない場所が──いえ、正確には会わなければならない方々がいます。フレアが引率しますので、みんなはぐれないようについてきてくださいね！」

　母親というか、幼稚園の先生というか。

　真ま白しろなんて元気よく「はーい！」って答えるし、なんとも外見に中身が伴っていない集団である。

「と、思いましたが」

　──ふと、空気が一変した。

　素人の俺おれでもわかるくらいの、ぴしりとした重たい空気。

《大　家　族グラン・フアミリア》の面々は軽口を封印し、なにかに備えるように真剣な表情を作った。

「どうやら先方から迎えが来たようなので、引率は彼女たちにお願いしましょう」

　フレアはそう続け──そして、指し示す。

　全員がその指先を目で追った。

　俺も、リオも、真白も、揃そろって『彼女たち』の姿を視認する。

「なっ──」

　四人の男女がそこにいた。

　先頭に立つのは、華美なドレスに身を包んだ女性。一見してどこかの姫君とも思える、幼さと荘厳さを両立した気品溢あふれる美貌。ロングストレートのブロンドは、ドレスとの合わせ技で姫君という印象を確固たるものにしていた。

　その女性の傍らには、スーツを着た三十代中なか頃ごろと思える男性の姿もある。

　そして俺たち──俺とリオと真白にとって最も衝撃的だったのは、二人の少女の姿。

　チャイナドレスにジャケットを合わせたショートヘアの少女と、彼女に付き従うメイド──間違いない。

　リオの姉の鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆと、その専属従者の剣つるぎ祭まつり子こだ。

「姉様……」

　リオは俺の背後に隠れ、不安げに制服の裾を摘つまんでくる。

　俺は口を閉ざし、代表者同士のやり取りを見守った。

「あけましておめでとうございます。“〝凶星魔王ストレーガ”〟」

「はい。あけましておめでとうございます。“〝全殲滅者ブレイカー”〟」

“〝全殲滅者”〟──おそらくは魔術師としての称号だろう。

　フレアにそう呼ばれたドレスの女性を、俺は知っている。

「初めましての方は初めまして。《ソサエティ》代表カーシャ・フェルムと申します」

　約一ヶ月前の称号魔術師認定試験。そこで一度会ったことがある。

　世界最大規模の魔術団体《ソサエティ》。その頭目がカーシャ・フェルムだ。

　そばにいる男性は称号魔術師認定試験の際、俺たちと対戦した“〝機神操者ギガンテイツク”〟の堤つつみ盟めい星せい。彼はカーシャの補佐役も務めていると聞いたことがある。

「いま一度、名乗りを上げるといたしましょうか」

　カーシャはドレスの裾を摘み、上品に会釈してみせる。

「称号は“〝全殲滅者ブレイカー”〟。自称最強の魔術師にしてあなたたち《大　家　族グラン・フアミリア》の野望を殲滅させていただく者です。束つかの間まだとしてもどうかお見知り置きを」

　……自分で自分のことを自称最強とか言う奴やつ、初めて見た。

　だがあながち間違いでもないのだろう。なんせ彼女は善側にいる魔術師の代表だ。なればこそ、最強という肩書きに疑いはない。

　そしてカーシャが最強だというならば──“〝凶星魔王ストレーガ”〟は。

　善側である《ソサエティ》に対し、悪側であると言える《大家族》のトップにして魔王、“〝凶星魔王”〟の称号を持つ来くる巻まきフレアは──言うなれば最凶。

　目の前で展開されているのは、最強対最凶の構図なのだ。

「おい、フレア……いったいなにが始まるんだ？」

「君きみ色いろお兄さんが心配しているようなことにはなりませんよ」

　その緊迫感にたまらず声をかける俺おれ。だがフレアはいつもと変わらぬ声で答えた。

　カーシャたちも露骨に敵意を放はなっているわけではない。

　ならば、この出会いはいったいなんだというのか。

　その答えを、フレアが口にする。

「これから始まるのは、ちょっとした新年会です」








第三話　頂上決戦





　そういえば昼飯がまだだったな、なんてことを思い出す。

　目の前に並べられているのは『ごちそう』と表現したくなるような豪華料理の数々だ。

　重箱のおせち料理だったり、船みたいな器に盛られた刺身だったり、正月らしく雑煮も用意されているが具材からして一般家庭のものとは一線を画している。

「お、おおお兄ちゃん。もしかしてき、き、緊張してる？」

「そそそ、そういう真ま白しろこそ」

　こういう高級な雰囲気に慣れていない俺と真白は、すっかり萎縮してしまっていた。

　カーシャに連れられ、俺たちがやって来たのはどこかの料亭である。

　百人は余裕で入れる宴会場に案内されたかと思えば、そこにはもう既にお正月料理が並んでおり「さあこれから新年会をするぞ！」という空気が完成されていた。

　いやいやおかしいだろ。

《ソサエティ》と《大家族》は敵対関係にあるわけで。

　そのトップ同士が顔合わせまでしたってのに、新年会って。

「お兄ちゃん……わたしもう目が回りそうだよ……」

「ききき気をしっかり持て、真ま白しろ。こういうときの節約の鉄則は？」

「節度を守って持ち帰る……あっ！　タッパー用意してないよどうしようお兄ちゃん！」

　なにが理由とはあえて語らないが、おかげで俺おれも真白も混乱状態である。

　こういうとき、家が金持ちのリオはどうしていたかというと──

「うぇへへえ。うぇへへえ」

「姉様、苦しい……」

　向かいの席で、再会した姉に羽は交がい絞じめにされていた。

　宴会場に到着し腰を落ち着けるなり、鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆは持て余していた二週間分の愛情をリオにぶつけたのである。その方法はハグと、頬ほおずりと、キスの嵐……は、さすがに本人が嫌がったが。相変わらず恐るべきシスコンだ。

「くんくん。ねえ君きみ色いろくん。リオの匂いに君の匂い成分が含まれているような気がするんだけど、なにこれ私の気のせいかしら？　まさかとは思うけど毎晩匂いが染みつくようなことしちゃってるの？　ぶっちゃけどこまでいったの？」

「……真白の前でそういうこと言うのやめてもらえませんかね」

　本人はわかっていないようだからいいけど。

　でも玲樹の変態的嗅覚は置いておくとしても、否定はできないんだよな……なにせ毎晩一緒に寝ているわけだし。とは絶対に言わないが。

「──さあ皆さん。堅苦しい挨あい拶さつは抜きにして、楽しいひとときを過ごしてくださいね」

　カーシャが号令をかけて、新年会はスタート。

　……したのだが、まさかそれで本当に楽しいひとときが始まるはずもなく。

　宴会場に集まっているのは俺、リオ、真白、フレアの四人と、《大　家　族グラン・フアミリア》三十人。

　そして玲樹と祭まつり子こと、カーシャを含めた《ソサエティ》の魔術師が四十人はいた。

《ソサエティ》の構成員は堤つつみ盟めい星せいのようにスーツを着ている者もいれば、玲樹のようにそれっぽい戦闘衣装を着ている者もいるし、《大家族》のように異人然とした風貌の者もいる。なんと混こん沌とんとした空間なのだろう。

「あらあら。皆さんピリピリしちゃってるようですね」

　困った風ふうに言うカーシャだが……こいつ、どこまで本気なのか。

《ソサエティ》と《大家族》の面々は誰だれ一人として口を開かず、ひたすら目の前の相手に敵意を飛ばしている。こんな一触即発の空気の中、食事なんてできるわけが──

「お兄ちゃん！　この伊だ達て巻まきすごくおいしいっ！」

　ああマイシスター。おまえはずっと天使のままでいておくれ。

　くそう。節約戦士なればこそ、タダ飯は遠慮せず食っておくべきなのに……それが適かなわないとは。歯は痒がゆいが、この空気をなんとかできる人物は二人しかいない。

「カーシャお姉さん。この空気に耐えられない人もいるみたいですし、さっそく本題に入りませんか？」

　その一人であるフレアが、もう一人であるカーシャに対し口火を切った。

「そうですね。せっかくの料理が冷めてしまいますものね。では、単刀直入に」

　カーシャは「こほん」と咳せき払ばらいしてから、

「計画を中止してはいただけませんか、“〝凶星魔王ストレーガ”〟？」

「嫌です」

　──あたりの空気がまた一段と重くなった。

「《大　家　族グラン・フアミリア》の計画が成就したとき、この世界にどのような災厄がもたらされるか……あなたはそれを認知していないのですか？」

「はい。ですので、ぜひとも教えてもらいたいですね」

　フレアは礼儀正しい子供を装ってはいるが……。

　二人共、言葉遣いが丁寧なだけにその腹の中を想像すると怖いものがある。

「あなたたちが発動させようとしている『凶きよう星せい界かい放ほう』──こちらの世界と“〝凶星魔王”〟の故郷たる異界を繋つなげる大魔術。これにより、二つの世界に蔓まん延えんする魔力を共有。現在進行形で魔力が尽きかけている異界の崩壊を防ぐ──ここまでは間違いありませんね？」

「はい」

　フレアの計画は、以前から《ソサエティ》側にも知れ渡っている。

　というか、フレア自身が教えた。この日この時間にこういう魔術を発動させてこういうことになりますよー、と。なにせ世界が関かかわってくる問題なため、魔術師の総本山である《ソサエティ》にあらかじめ許可をもらいたかったのだそうだ。

「そうですか。では改めて訊ききます。二つの世界を繋げることでなにも問題が起こらないと、本当にそう思っているのですか？」

　──結果、フレアの行動は宣戦布告にしかならかった。

　理由はいまカーシャが語るところだ。

「世界を繋げる──『界門』を介して二つの世界にパイプを作る。とんでもない話です。たしかに、あなたの言うとおりこの世界には異界を救うのに充分な魔力が存在しているかもしれません。ですが実際に二つの世界が繋がったとき、こちらの世界にどのような問題が起こるか。想定されるケースは少なくありません」

「想定したんですか。時間はたっぷりあるので、一つ一つ教えてください」

「まず考えられるのが、両世界の対消滅です」

　かつて玲れい樹じゆは、魔王が復活したらこの世界が滅ぶと言っていた。

　それは即すなわち、『凶星界放』の発動によって世界が消滅するという意味だったのだろう。

「他ほかにも、異界の軍勢を招き入れての侵略行為の可能性。魔力の共有とは名ばかりで、実際はこちらの世界そのものを異界存続のための贄とする可能性。計画そのものが同情を買うための虚言であり、実際は『凶まが星ぼし』を利用した別の悪事である可能性。さらに──」

「長くなりそうなので、そのへんでいいです」

「わかりました」

　……端的に言ってしまえば、フレアは信用されていないのだ。

　多くの物語における魔王が悪役であるように、“〝凶星魔王ストレーガ”〟はこの世界の敵と断定されている。魔術による悪事を取り締まり、世界を守る側に立つ《ソサエティ》にとっても、また同じくだ。

「この半世紀で我々《ソサエティ》の研究もだいぶ進歩しました。ですが、異界に関してはまだまだ未知な部分が多すぎます。異界の住人であるあなたは、そのことを充分に説明せず計画の決行に踏み切りましたね」

「だって、異なる世界の造つくりを異なる世界の人に伝えるだなんて、時間がいくらあっても足りませんよ。フレアの計画には寿命というタイムリミットがあるんです。お役所仕事を待っている暇はありません」

「だからこそ容認できないのです。我々にとっての未知を開示せず、世界規模の魔術を行使するなど言語道断。世界滅亡の危険性を孕はらんでいる以上、我々は全力で《大　家　族グラン・フアミリア》の姦かん計けいを潰つぶさせていただきます」

　ついにスイッチが入った──俺おれはそう思った。

　これまでフレアと同様の茶ちや目めっ気けを見せていたカーシャは──いまでは《ソサエティ》代表の肩書きに不足ないほどの威圧感、そして殺気を放はなっている。

　だがフレアは、

「えー。世界滅亡の危険性なんて一個もありませんよー」

　茶目っ気を忘れない……というか、嘲あざけている。

　もういっそ馬ば鹿かにしているんじゃないかってくらい、常の調子で反論していた。

「《ソサエティ》のみなさんが考えていることは、ぜーんぶ杞き憂ゆうなんです。世界は対消滅なんてしませんし、侵略とかそういうことも考えていません。フレアはただ純粋に故郷を救いたいんです。こっちの世界にはなんの影響も害もないですけど、一つ大きな『門』ができあがりますから。それを置くことを承知してもらいたいんですよ」

「以前我々にコンタクトを取った際も、同様のことを言っていましたね」

「はいっ。フレアは正直者なのでっ」

「信用すると思いますか？」

「信用できませんか？」

「《終焉音楽団ラストオーケストラ》」

　小首を傾かしげるフレアに、カーシャは謎の単語で返答する。

「《降こう夜や会かい》、《黎冥の園パラデイーゾ》、《葬獄カルケル》──何百年も前から準備を進めていたのなら、知らない名でもないでしょう」

「なんでしたっけ？　フレア、最近は数学の公式を覚えるので忙しくって」

「過去に、この世界と異界の接続を試みた魔術組織の名称です」

　──なんだって？

　フレアと同じことをしようとした連中が、過去にもいた……？

「目的は様々。強大な力を持つとされる魔王を召喚し、世界を支配する。全世界に魔術の存在を知らしめ、異界との交易を成す。両界の強引な接続による相互崩壊を引き起こし、人類を死滅させる──いずれも、世界の存亡に関かかわる大変な出来事でした」

「でも、それは歴代の魔術師たちが阻止したんですよね？」

「ええ。そのたびに、大きな戦いが行われました。戦争と言って差し支えないほどの」

「ひょっとして、フレアたちも同類って思われてます？」

「いまさらそれを問いますか？」

　……なるほどな。

『凶きよう星せい界かい放ほう』ではないにしても、世界と異界を繋つなげようとした輩やからは過去にもいた。そしてその目的は等しく悪事だった。なればこそ《ソサエティ》はフレアの計画を看過できない。こいつらにとって、異界との接続はイコール悪、イコール世界の厄災なのだ。

「事実、《大　家　族グラン・フアミリア》には前科があります。あなたがすべての魔術師の始祖であり、真に異界を救いたいというのであれば、初めから我々と協力体制を結ぶのが筋というものでしょう？」

「家族のみんながフレアのためにいろいろ無む茶ちやをやっちゃったことについては謝ります。でもフレアには《ソサエティ》の皆さんとは協力できない理由があったんですよ」

「それはなんでしょうか？」

「だってフレアがお願いしても、頭の固い皆さんは協力してくれないじゃないですか」

　カーシャはくすりと笑った。

　……背筋が凍る微笑だった。

「信用を得るには、まず自分から相手を信用することが大切だと、私は思います」

「フレアも同意見です」

「あなたはとんでもない嘘うそつきですね」

「頭の固い隣人よりも、家族のほうが信頼できるというだけですよ」

　笑い合う二人。釣られて俺おれまで変な笑顔を浮かべてしまいそうだ。

「──もうそのへんにしておこうぜ、姫さん」

　そのとき、一人の男が立ち上がった。

　スーツを着た、ガタイのいいスキンヘッドの男である。《ソサエティ》側の魔術師のはずだが、顔は極悪人だ。その人相に違たがわないドスの利いた声で、カーシャに話しかける。

「話し合いで平和的解決を、なんて端はなから無理だったのさ。俺おれたちには使命ってもんがあって、こいつらには譲れねぇもんがある。最初からわかりきってたことだ。なら始めるのは話し合いなんかじゃねぇだろ」

「では、なにを始めるべきだと？」

「組織同士が対立してんだ。そりゃ戦争だろうよ」

　──戦争。

　なんとも物騒な単語が飛び出してきた。

　だが、言っていることは正しい。なにせここにいるのは全員魔術師で、《ソサエティ》も《大　家　族グラン・フアミリア》も魔術組織なのだ。ならば双方の対立は抗争などという表現では生なま温ぬるい。戦争こそお似合いの表現と言える。

「そうですね……」

　この進言に、カーシャは思案顔を浮かべた。

《ソサエティ》の連中はカーシャが「やれ」と言えばいまにでもおっ始ぱじめそうな雰囲気を醸し出している。《大家族》の面々も嬉き々きとしてそれに応じるだろう。

　もしそんな事態になったら、俺は──

「では、トーナメントというのはどうでしょう？」

　せめてリオと真ま白しろだけでも──は？

「トーナメント……？」

「はい。トーナメントです」

　トーナメント。

　いや……その言葉の意味はわかるが、この場でトーナメントなどという単語が出てくる意味がわからない。

「ここにいる全員でトーナメントをしまして、一番強い人を決めるんです。そしてその一番強い人がすべてを決める。二つの世界を繋つなげるも繋げないも、優勝者の自由です。いい案だと思うんですが、いかがでしょう？」

　──と、カーシャは今日一番の笑顔で提案した。

　俺や《大家族》は「なに言ってんだこいつ」という目でその笑みに応え。

　玲れい樹じゆと祭まつり子こを含めた《ソサエティ》連中は「また始まったよ……」とでも言いたげな感じに頭を抱えていた。

「あー、姫さん。さすがにそれは……」

「駄目でしょうか？　だって戦争となるといろいろ面倒じゃありませんか。トーナメントならわかりやすいですし、なにより組み合わせ表を見るだけでわくわくします」

　魔術師の抗争にわくわくを求めるのか、この人。

「あ、人数が多いですしチーム戦もいいですね。四人か五人で組んで──」

「却下です」

　傍らにいた堤つつみ盟めい星せいさんがズバッといった！

　カーシャは明らかにむっとしたが、堤さんを睨にらみつけた後「仕方ありませんね……」と不承不承引き下がった。スキンヘッドの男もほっと胸をなでおろす。

「ではタッグマッチなんてどうでしょう？」

《ソサエティ》の全員が沈痛な面持ちを作った。

　全員「なんでこの人が代表やってるんだろう……」と言わんばかりである。

「噂うわさに違たがわずバトルマニアな人なんですね」

「強きよう者しやと戦いたいがためにこの地位まで上り詰めました」

「でも皆さん乗り気じゃないみたいですよ？」

「関係ありません──リゼッタ」

　カーシャが不意に名前を呼び、宴会場の端で「は、はひぃ！」と女の子が一人立ち上がった。俺おれと同年代のおとなしそうな女の子だ。

「君きみ色いろくん。彼女、リゼッタ・マイルストーン。私の友達で、君の命の恩人なんだけど、覚えているかしら？」

　俺に訊きいてくる玲れい樹じゆ。

「リゼッタ……」

　その名には覚えがある。俺がキールハットと香か穂ほに襲われて負傷した際、魔術で《鍵姫宮殿キーパレス》の隠れ家まで医者を運んでくれたのが彼女だったとか。

　得意とする魔術は、そうたしか──

「転移術式『旅人の風』──出陣」

　その瞬間、宴会場は青白い光に包まれた。

　眩まぶしくて目が開けていられないほどの発光。耳には、豪風の吹き荒れる音が届く。

　なにが起こったのか。

　理解ができないまま、俺は目を閉じ……風の音がやむと同時に、開く。

　周囲の景色が一変していた。

「なっ……どこだよここ」

　宴会場の風景は、どことも知れぬ採掘場に変わり果てていた。

　広く開け放はなたれた、土色と石色の山々。すり鉢形の形状は野球場のようでもある。が、地面に散らばっているのは石ばかり。周囲一帯を見渡しても建物はなく、その物静かさは日本ですらないように思えた。

　どうやらリゼッタなる少女の魔術で、宴会場にいた人間がまるごとどっかに転移させられたらしい。《大　家　族グラン・フアミリア》の面々は皆、俺おれのようにあたりの様子を窺うかがっている。

「“〝凶星魔王ストレーガ”〟はリング中央へ。他ほかの方はとばっちりを食わないよう、できるだけ離れていてください。つけ加えるなら、両陣営共に手出し無用でお願いします」

　すり鉢の中央に、石版を合わせて作ったような四角いリングが置かれていた。

　カーシャはその中央に立ち、フレアを手招きする。

「戦争は面倒ですし、トーナメントやタッグマッチが却下されたとなると……ここは当初の予定どおり、タイマンで決着をつけるとしましょう」

　──ここは採掘場などではなかった。

　武道大会の会場か、はたまたコロシアムか……なんにせよ、カーシャ・フェルム。

　この女性、組織の代表にあるまじき相当なバトル脳を有しているらしい。

「一対一ですか。フレア、喧けん嘩かは苦手なんですが……でもいいですよ。受けて立ちます」

　フレアは少しだけ悩む素振りを見せたが、あっさりと挑戦を受け入れる。

　最強対最凶。

　あれよあれよという間に、頂上決戦の舞台が整ってしまったのだ。

「おいフレア。大丈夫なのかよ」

「心配無用ですよ、お兄さん。みんなと一緒に上のほうから見守っていてください。あ、でも負けそうになったら応援してくださいね。真ま白しろちゃんの声援があれば、フレアは無敵です」

「フレアちゃん……」

　……フレアは強い。

　なにせこいつは俺の師匠であり、この世界に魔術をもたらした魔王なのだ。

　だがフレアが最凶ならばカーシャは最強。

　どちらに軍配が上がるかは、完全に未知数だ。

「観戦はなるべく離れた位置でお願いします。他の者に結界を張らせはしますが……突き破ってしまわない自信がありませんので」

　俺は真白の肩をそっと抱き寄せ、リオや《大家族》の面々と共に退避した。

　採掘場の上のほうまで移動し、そこから中央のリングを見下ろす。

　取り残されたのはフレアとカーシャの二人だけだ。玲れい樹じゆ他《ソサエティ》の面々は、俺たちの反対側で同じように舞台を見下ろしている。

「君きみ色いろ、姉様が……」

「……ああ」

　唯一、玲樹だけが俺たちのほうを見ていた。

　誰だれに言われるでもなく、自然と《大家族》の側に足を運んだ俺たちを。

「──では始めましょうか“〝凶星魔王”〟。晴れ着が汚れても怒らないでくださいね」

「着替えるので大丈夫ですよ」

　答えた直後、フレアの身体が淡く光り出した。

　全身を覆うその輝きは一瞬。光から解き放はなたれたフレアの格かつ好こうは、振袖からドレスに様変わりしていた。過去一度だけ見たことがある、神秘的な白いドレス姿だ。

「あれがいまのストレーガの戦闘装束というわけか」

　傍らに立っていた“〝闇陶芸師セラミスト”〟がつぶやく。

「よく見ておくといい。我らが《大　家　族グラン・フアミリア》を束ねる『最凶』の実力を」

　続けてそう言った、次の瞬間。

　フレアが天高く腕を掲げる。

　──戦闘開始だ。

「魔王式必撃魔術その１──『スターダストミサイル』！」

　魔術名を唱え、変化は空に起こった。

　ゴォォォォ──という噴射音が聞こえてきたかと思えば、上空より高速で飛来するなにかが無数。鳥ではない。飛行機でもない。あれは──

　あれはミサイルだ。

「はあああああああああああああ!?」

『スターダストミサイル』って、まんまミサイルかよ！

　などと驚いている暇はない。ミサイルが飛来する速度はそんな暇など与えない。

　十基以上はあっただろうミサイルは漏れなくリングに落下し、立て続けに爆音を轟とどろかせた。結界のおかげか俺おれたちに衝撃はなかったが、それでもわずかばかりの爆風に見舞われる。耳もキーンとしてきた。

　横でしっかり耳を塞ふさいでいたキールハットが、

「久しぶりに見ました、魔王式必撃魔術。派手さは健在ですね」

「さ、最強の魔王がミサイルってなんだよ!?　現代兵器じゃねーか！」

「だって強いでしょう、ミサイル」

「そりゃ強いわ！」

　くっ、身内全員慣れた顔しやがって。驚いてんのは俺とリオと真ま白しろだけかよ。

「でも倒せてな……うん」

　キールハットの隣で香か穂ほが言う。

　まさか倒せてないと言いたかったのか。そんな馬ば鹿かな。っていうか普通に考えたら双方共に爆死なんだが。リングは爆煙に包まれていてなにも見えな──

「──『滅し滅ぼす者デイスブレイク』」

　爆煙が消失した。

　自然に晴れたとか、風で吹き飛ばしたとか、そういうのではない。パッと消えた。

　怪け訝げんに思いつつもリングの状況を見てみれば……そこには健在のフレアとカーシャがいた。なぜかリングそのものも無事である。

「この程度ですか？」

「まだまだありますよ。魔王式必撃魔術その２──『シャイニングボンバー』！」

　涼しげなカーシャに対し、フレアはにっこり笑ってなにかを投とう擲てき──あ、あれは！

「手しゆ榴りゆう弾だん!?」

　遠目だが間違いない。その証拠として、カーシャのもとで閃せん光こうが弾はじける。

　実際の手榴弾の威力というものはよく知らないが、この爆発はとんでもなかった。

　爆発音も爆風も爆煙も、先ほどのミサイル十基分以上。しかも音が連続して響いていることから……フレアの奴やつ、爆煙の中で連発してやがる！

「幼稚なネーミングに反してなんて破壊力だよ！」

「貴様がネーミングセンスについてどうこう言える立場か」

「なんだとこの野郎！　いや、そんなことよりどうなった!?」

“〝闇陶芸師セラミスト”〟と共に視線をリング上へ。

　そしてデジャヴ──爆煙がまたパッと消失したのだ。

「脆ぜい弱じやくな技ですね」

　カーシャには、やはりノーダメージ。

　フレアにも被害はないが、こちらは二度も攻撃を防がれたことになるのだろうか。

「なんなんだ、あいつの魔術……」

　俺おれは懐から魔力測定の端末『端末図書ライブラリ』を取り出し、それをカーシャに向ける。



【ＥＲＲＯＲ！】



「エラー!?」

「ジャミングだな。魔術による干渉を防いでいるのだろう」

“〝闇陶芸師”〟の分析に息を呑のむ。フレアが作った『端末図書』でも干渉できないとは、さすが《ソサエティ》のトップってわけか。

　否が応にも危機感が増してきた。

　が──フレアは攻勢を緩めない。

「魔王式必撃魔術その３──『ハイパーオーラブレード』！」

　今度は両腕を上げ、頭上に巨大な光の剣を作り出した。

　塔のように高く聳そびえるそれは、まっすぐカーシャへと振り下ろされる。

　触れれば一刀両断か、はたまた光に消えるか──結果はそのどちらでもない。

「『滅し滅ぼす者デイスブレイク』」

　カーシャはそっと手を翳かざした。

　まさか真剣白刃取りがよろしく受け止めるつもりかと思いきや──消えた。

　光の剣が、カーシャの手に触れたことで跡形もなく消滅したのだ。

「おい、リオ。あれ……アレだよな」

「う、うむ……そうとしか考えられない」

「おや、知ってるんですかお二人さん？」

「……あれは、無創術だ」

「無創術？　なんだそれは」

「知らねーのか!?　『オリジンゼロの無創術師』だよ！」

　無知を晒さらすキールハットと“〝闇陶芸師セラミスト”〟に、俺おれは力説する。

　無創術──あらゆる数値を零ゼロ、即すなわち原初へと帰し、無を想像する能力。俺とリオが愛読している大人気ライトノベルの主人公が持つ力だ。そしてこの無創術の効果は、いまカーシャがやってのけたこととぴったり合致する！

「おそらく、彼女は私たちと同じオリゼロ愛読者なのだろう。小説の能力を参考に修行を積み重ね、独自の魔術へと昇華させたに違いない」

「ああ。まさか魔術師の領域に、しかもトップに同志がいるとは思わなかったぜ」

「たぶん、ただの偶然……うん」

　妙な興奮を覚える俺とリオ。対し、《大　家　族グラン・フアミリア》の反応は薄かった。

　しかしまずいぞ。

　無を創造とは、つまり無効化。フレアの攻撃が通用しないってことだ。

　はたして打開策は──

「フレアちゃぁああああん！　がんばれぇ────っ！」

　突然、真ま白しろが叫んだ。

　兄である俺が聞いたこともないような声量。真白自身、そんな大きな声を出したのは初めてなのだろう。叫んだ反動で息を荒くしている。

　それは、奮戦する親友に送る精せい一いつ杯ぱいの声援。

　フレアは、そのエールに手を振って応えた。

「真白ちゃんに応援されてしまいましたので、そろそろ本気で頑張りたいと思います」

「頑張るのは構いませんが、私に魔術は通用しませんよ」

「推察するに、魔術の無効化ですか？」

「いいえ。事象の完全破壊です」

　勝利を確信したような笑みで、カーシャは語る。

「いまのはあなたの使う魔術という事象を破壊しました。先ほどの爆発は我が身に振りかかる衝撃や熱のみを破壊しています。おわかりですか？　形あるもの、形なきもの、存在から概念まで。私の筆頭魔術『滅し滅ぼす者デイスブレイク』にかかれば、万物悉ことごとく塵ちりと化します。そして魔術を破壊した場合、残る塵は魔力ですから……ほら、このように」

　カーシャの手元で光の粒子が渦を巻いた。

　それはしだいに剣の形を形成していく。長さはフレアのものと比べると常識的だが、解説から察するに、あの剣……破壊した魔術の魔力を使って作り出したのか。

「リサイクルですか。エコですね」

「効率的に立ちまわってこその最強です」

　微笑で返し、カーシャがフレアに斬きりかかった。

　その動きは『部装強化エクイツプ』で身体能力を向上させた玲れい樹じゆに匹敵する。フレアは前方に透明なバリアを発生させてこれを防ぐが、構わず繰り出されるカーシャの斬撃に少しずつ後退していった。

「この世界の人たちはたくましいですね。フレアはほんのちょっと種を撒まいただけなのに、こんなすごい魔術を開発してしまうだなんて。弟子に追い越された師匠の気分です」

「隠居をおすすめしますよ、“〝凶星魔王ストレーガ”〟」

　このまま押し切られると思った矢先、カーシャもわずかに後退。

　そしてすぐさま、助走からの猛烈な突きを放はなった。

　バリアは破られ、光の剣先はフレアの腹部を貫く。

「フレアちゃん──ッ！」

　真ま白しろの悲鳴が木霊こだまする。

　刺突を食らったフレアはその衝撃でリング外まで飛ばされ、地を転がる。

「立ちなさい“〝凶星魔王”〟。私を愉たのしませるまで敗北は許しません」

　な、なんつー身勝手な強さ。こいつ、生粋の戦闘狂だ。

　なんにせよまずい。このままじゃフレアがやられちまう……っ。

　俺おれになにかできることはないのか。『端末図書ライブラリ』が正常に動いてくれれば、俺の潜在魔術『契節約ギアスセイバー』でサポートができるのに……そもそも遠巻きに観戦しているというこの距離感。渦中の二人に『契節約』の効果が届いているかどうかも判然としない。

「助力など考えるだけ無駄だ」

　焦りを募らせる俺に、“〝闇陶芸師セラミスト”〟が静かな声で言った。

「レベルが違う。たかが消費魔力を増加させる程度でどうにかなる問題ではない」

「……っ、だけどよ」

「貴様は俺たちが一向に動かぬ理由がわからないのか？」

　そこで初めて気づいたのだ。

　家族を虐げる敵を憎み、悪事を働いてまでフレアの復活に邁まい進しんしてきた《大　家　族グラン・フアミリア》の面々が、誰だれ一人としてこの場を動かないでいることに。

　静観を貫く理由は、至極簡単なものだった。

　言うなれば、そう──心配無用。

「んー、わかりました」

　むくり、とフレアが起き上がった。

　ぱん、ぱん、とドレスについた土を払う。

　貫かれたはずの腹部は、穴も開いていなければ血も出ていない。

　まさか……無傷なのか？

「なにを理解したというんです？」

「攻略法です。以後、フレアは魔術を使いません」

　そう宣言した直後、フレアの身がまた淡い光に包まれる。

　光が弾はじけた後、そこに現れたのは──タンクトップとショートパンツの格かつ好こうに着替えたスポーティなフレアだった。

　姿こそ違うが、あれは──

「ここからは『師匠モード』でお相手します。弟子の手前、手加減はしませんのでっ」

　よく俺おれと組手をしていたときの師匠の格好だ！

　動きやすくするために軽装にしたということなのか。

　フレアは俊敏な動作でカーシャとの距離を詰め、ドンッ。

















　腹部に一撃、掌底を入れて相手の身体を吹き飛ばした。

　不意打ちに見えた攻撃。しかしカーシャはすぐに体勢を立て直す。

　体勢を立て直したその瞬間に、フレアの追撃。

　カーシャの身が空中高く持ち上がった。なにが起こったのかわからない。フレアの足が上がっている。蹴り上げたのか。いやいやどんな離れ業だよっ！

「『滅し滅ぼす者デイスブレイク』──」

　落下しながら、カーシャが片腕を振るう。

　フレアの肉体を物理的に破壊するつもりなのか。魔術を唱えながらその華きや奢しやな腕を掴つかみにかかるが、着地したそのときにはもう標的は立っていなかった。宙に浮いていた。

　より厳密に言うならば、カーシャの頭上に。

　糸で吊つるしているんじゃないかってくらい理不尽な動きで、フレアは旋回。カーシャの後頭部に回し蹴りを叩たたき込んだ。

　カーシャがついに倒れる──寸前、ダンッ！

　リングを強く踏み持ち堪こたえた。と同時、カウンターでまたフレアの腕を掴みにかかる。

　空気を掴んだ。いない。

　そのときの現在位置は、カーシャの懐。

　ぽんっ、とカーシャの胸にフレアの右手が触れる。

　ドンッ！　とカーシャの身体が弾はじかれる。

　そのまま宙を舞い、回転しながらリングの端に着地、いや落下した。

　今回は追撃なし。代わりに、フレアはにこやかな笑みを相手に送る。

　対するカーシャの反応は──歯は噛がみ、だった。

「……やはりあなたは嘘うそつきですね。これだけのことをやっておいて、魔術を使っていないもなにもないでしょう」

「これは気功というやつです」

「デタラメを！」

　怒気を声として放はなち、フレアに向けて掌てのひらを翳かざす。

　するとフレアの周りを光の線が囲み、一つの箱が形成された。

「わ、わわわ」

　中に閉じ込められたフレアは、箱ごと浮遊。さらに淡い光の色だった外側が黒く変色していき、箱の中身はあっという間に見えなくなってしまう。

「『滅し滅ぼされる獄デイスブレイク・ヘル』」

　新たな魔術を唱え、カーシャがグッと掌てのひらを握り込んだ。

　直後──箱が爆散。

　フレアもろとも破壊されてしまった。

「……っ」

　衝撃的な光景に言葉も出ない。

　だがなぜだろう。

　──まったく、フレアが死んだという気にならないのは。

「えーい！」

　それもそのはずだ。

　だってフレアは死んでいない。

　この程度で死ぬような奴やつではないと、とっくに思い知らされている。

　陽気な声と共に現れたのはもちろんフレアで、その居場所は爆心地から少し離れた空。

　カーシャの頭上だ。

「なっ──」

　見上げるカーシャの顔面に、人影が重なる。

　空からの攻撃といえばなにか。かかと落としかボディプレスか、そういうのじゃない。

　あれは、そう……ヒップドロップだ！

　どしーん！　というコミカルな音が響き──

　そして決着が訪れた。

「あたた……あっ。やった、勝ちましたっ」

　リング上には、仰あお向むけに倒れたカーシャ。

　その上に乗っかって、お尻をさすりつつもこちらにブイサインを送ってくるフレア。

　最強対最凶の対決は最凶が勝利を収めた。

　……なんともかわいらしい勝ち方だった。

「あ、あのね、お兄ちゃん」

「なんだ。どうした真ま白しろ」

「フレアちゃんね、体育の成績がすごくいいの。だからかもしれない」

「そうか……うん。たぶん関係ないと思うぞ」

　真白には刺激の強すぎる展開になるんじゃないかとひやひやしたが、どうやら杞き憂ゆうに終わったようだ。

　それにしても、ヒップドロップで決めって……カーシャの奴、ぴくりともしてないんですけど。えっ。本当にこれで勝っちゃったの？

「俺おれたちが動かなかった理由がわかったか？」

「……呆あきれるほどにな」

　心配していた自分が馬ば鹿かみたいだ、と頬ほおを掻かく。

　そのときだった。

　フレアとカーシャのいるリングが強く輝き出し、天に伸びて光の柱のようになる。

「な、なんだあれ!?」

「ッ！　封印結界か！」

　──光の柱の出現と同時に、この場にいる魔術師全員が動いた。

《ソサエティ》と《大　家　族グラン・フアミリア》、共にすり鉢状の舞台を下りリングへと駆け寄る。

　そんな中、逸いち早はやくリングまでたどり着いたのがエリス・ディアカインド。

　死神のような衣装に二つの仮面を備えた、《大家族》の長女である。

「工房展開──ショートカット」

　騒乱の中、聞き覚えのある声を耳にした。

　エリスの前に立ち塞ふさがり、剣を振るう魔術師は──鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆ。

　鋭い剣閃に、しかしエリスは動じない。魔術によるものか、彼女の傍らに笑顔の仮面と泣き顔の仮面をつけた死神が二体出現。一つずつ持った鎌でこれを受け止める。

「悪いけど、ここまで想定どおりなのよね」

「……交戦は無意味。救出は成功。目的は達成」

　ガギンッ！　と金属の弾はじける音が鳴った。

　一瞬の交錯の後、エリスは大きく後退。そして玲樹は視線を移した。

　釣られて俺おれも見る。

　光の柱と化したリング、その上にいたはずのフレアが消えていた。

「ストレーガは確保したぞ、姉者」

　所在はすぐに判明する。“〝闇陶芸師セラミスト”〟のそばだ。

　足元の地面に闇色の大きな穴が開いていることから、空間を繋つなげてフレアの身柄を確保したのだろう。こいつの魔術の応用力は《大家族》でも随一らしいからな。

「──全員、撤退！」

　フレアの無事を確認するや否や、エリスが大音声で告げた。

　途端、《大家族》の面々は黒い霧や竜巻に包まれ姿を消していく。フレアが開発した転移式の逃走魔術だ。

《ソサエティ》は逃がすまいと《大家族》に魔術で攻撃を仕掛けてくる。逃げ遅れた何人かはそのまま戦闘に突入。一対一の決闘場はあっという間に組織対組織の戦場と化した。

「やられたか。けど、こっちの目的も達成できてるのよね」

　状況についていけず、未いまだ採掘場の上段にいた俺たち──俺、リオ、真ま白しろ。それとキールハット、香か穂ほ、“〝闇陶芸師”〟とフレア──のほうを見上げ、玲樹が言う。

「『機神ゴーレム始動ドライブ』──コード・超聖騎士グレートバルテリオン」

　そして、火の粉は俺たちにも降りかかってきた。

　空から飛来したのは、騎士甲かつ冑ちゆうを模したと思われる機械の巨人だ。細部のデザインは違うし、大きさも倍近くあるが、これは俺とリオの称号魔術師認定試験を担当した堤つつみ盟めい星せいの魔術に違いない。

　巨人は、腰の鞘さやから抜き取った大剣を俺おれたちに──って、マジかよ!?

「『界門』雷帝の巨塔──ノック！」

　対応が速かったのはリオだ。

　眼前に魔法陣を展開。拳こぶしを打ちつけるとその魔法陣が門のように開き、中から雷竜が解き放はなたれる。以前にも増して巨大な姿となった雷竜は、十メートルはあろう巨人にも体格負けしていない。雷の奔ほん流りゆうと共に、その全身を呑のみ込む。

　一撃で塵ちりと化した。

　すげえ。が、パートナーの成長ぶりに感動している暇もない。

　巨人が倒れると、エリスが俺たちのところに戻ってきた。

「反撃は無用。早急に離脱」

　改めての撤退の指示。

　──どうやら、来きたるべきときが来たようだ。

「手、しっかり握ってろよ！」

「う、うん！」

　俺は真ま白しろの手を握り、エリスのそばに寄る。

　緊急事態における逃走の際は、エリスの指示に従うよう事前にフレアに言われていた。

「姉様……っ」

　戦場ではまだ何人かの魔術師が戦闘を繰り広げている。

　リオは、その渦中で剣を振るう姉の姿を見ていた。

　しゅんとした、あるいは哀かなしそうな瞳で。

「リオ」

「……行こう、君きみ色いろ」

　俺が呼びかけると、強い答えが返ってきた。

　リオの手も握る。

　右手に真白の手。左手にリオの手。この二人の手を、俺は決して離さない。

《ソサエティ》の妨害に遭おうと、玲れい樹じゆになにを言われようと……決してだ。

「撤退」

　エリスが逃走用の魔術を行使する。

　俺たちは黒い霧に包まれ、その場を後にした。

　──向かう先は、言うなればラストステージ。

　いよいよ計画の最終段階へ駒を進めるときだ。








第四話　“〝闇陶芸師”〟夕闇に散る





　峠道を車で走行していた。

　逃走用の魔術で所定の場所まで転移し、そこに用意されたワゴン車で目的地まで移動する。緊急時はそうするよう、あらかじめ《大　家　族グラン・フアミリア》のみんなで決めていたのだ。

　運転手は“〝闇陶芸師セラミスト”〟バーレット・ウォーグ。助手席にはエリス・ディアカインド。その後ろの席には俺おれと、未いまだ振袖姿の鍵かぎ宮みやリオが。そしてさらに後ろの席にはキールハットと戦いくさ部べ香か穂ほ、リオと同じく振袖の綾あや瀬せ真ま白しろに加え──

「やー、してやられてしまいましたっ」

　幼児退行したフレアが座っていた。

「まさか魔力を封じられてしまうとは思いませんでした。あんな規模の封印魔術を行使できるなんて、ちょっと敵を侮りすぎていましたね。反省はしますけど、後悔してもしょうがないのでここはポジティブにいきましょう！」

　……幼児退行、というのは外見の話だ。

　フレアはやや大きめのワンピース姿で、真白の膝の上にちょこんと乗っかっている。もちろんトレードマークの羽根つき帽子も忘れない。それはいい。それはいいのだが、問題はその外見年齢。

「あの封印魔術はおそらくリング全体を対象としたものだ。少なくとも、一番厄介なカーシャ・フェルムの追撃はないと見ていいだろう」

「自分もろとも魔力を封印してしまうなんて、恐るべき策謀です。フレアも見事に引っかかってしまいました。まあでも、一週間くらいすれば元に戻ると思いますよ」

「それでは間に合わんだろう」

「ハッ、それもそうでした！」

　……“〝闇陶芸師”〟とか普通に接してるし。

　俺もいつツッコミを入れるべきかと機会を窺うかがっていたわけだが、こうもみんながスルーを貫いていると、おかしいと思っているのは俺だけなんじゃないかと錯覚してしまう。

　とか葛藤していると、

「なにか言いたそうですね、君きみ色いろお兄さん」

「……言わせてくれるのか？」

「言いたそうなので。どうぞ」

「じゃあお言葉に甘えて……なんでおまえ、小さくなってんの？」

　真ま白しろの小さな膝の上に乗っかっているということは、それだけ小さいということ。

　いまのフレアは、外見年齢五才。

　中学生の身体はなぜか幼児化し、来くる巻まきフレア（５）が爆誕してしまった。

「フレア、成長期ならぬ衰退期なのでっ」

「そんなもんあったら高齢化社会なんて言葉は消滅するわ」

「ロリっ子フレアちゃんとお呼びください」

　ぷにぷにした顔で笑いやがって……しかしいつもの茶ちや目めっ気けが健在ということは、それほど大事でもないんだろうか。いや、深刻そうなフレアってのも想像できないが。

　そのとき、真白が「はい！」と元気よく手を挙げた。

「お兄ちゃん！　ちっちゃいフレアちゃんもかわいいので問題ないと思います！」

「よし。いっぱいむぎゅってしてあげなさい」

「了解であります！」

　膝の上のフレアをむぎゅーっと抱き締める真白。

　抱き締めるほうも抱き締められるほうもご満悦の様子で、見ていて微笑ほほえましい。

「まあ真面目まじめにお答えすると、ちょっとしたギミックですね。この来巻フレアの姿を形作る際、魔力が低下すると身体も小さくなるよう設定しておいたんです。魔力が封印されたということは即すなわち魔力ゼロになったということですから。ここまで小さくなりました」

















「なんて無駄機能だよ」

「魔力ゼロでお兄さんとお揃そろいですね！」

「嬉うれしくないわ！」

　そう、いまのフレアは魔力ゼロ。つまり、魔術が使えない。

　こちらの計画を束ねるキーマンにして、如い何かなる妨害をも跳はね除のけられる実力を持った絶対的最凶が──早々に潰つぶされてしまったのである。

「大丈夫ですよ。『凶きよう星せい界かい放ほう』の術式は既に陣として組んでありますから。最悪フレアがいなくてもリオ先輩たちがいればどうにかなります」

「仮にそうだとしても、もし追手が来たらどうするんだよ」

「そのための僕たちですよ」

　答えたのはキールハットだ。

「僕たちの計画──『凶星界放』発動による二つの世界のリンク。これを成すために重要なのは、君きみ色いろくんとリオちゃんと真ま白しろちゃんの存在です。僕たち《大　家　族グラン・フアミリア》は三人のボディガードとお考えください」

「リオちゃんたちは、私たちが守……うん」

「鍵かぎ宮みやリオの『界門』は二つの世界を繋つなげるための門。綾あや瀬せ君色の『契節約ギアスセイバー』は門を拡張するための工賃。綾瀬真白の『凶まが星ぼし』は門を開くための鍵。三人の力が揃って初めて我々《大家族》の目的は達成される」

「悲願成就は目前」

　……そうだ。

　二週間の共同生活で、俺おれはこいつらの覚悟が本物であることを知った。

　異界の危機を知り、フレアの想おもいを知り、《大家族》は単なる悪党なんかじゃないということを知ってしまった──だからこそ。

「フレアちゃん、目的地ってまだ遠いの？」

「順調にいけば、到着は夜ですかね」

　冬の日中は短い。車外はもう日が暮れ始めていた。

「もっと近い場所に転移することはできなかったのか？」

「できましたけど、やめておきました。転移魔術は転移先を探知される危険性がありますから、魔術以外の手段で移動するほうが安全なんです。それに『凶星界放』は明日の正午でないと発動できません。早く着きすぎても困っちゃいます」

「待ち伏せされたり、陣を壊されたりしたら大変だもんな」

『凶星界放』は決められた時間に発動させなければ、二つの世界が正しく繋がらない。

　それが明日、一月六日の正午であり──ラストチャンスでもあるそうなのだ。

　明日を逃せば、フレアの故郷は寿命により滅亡する。

「君きみ色いろ……」

　不意に、名前を呼ばれた。

　隣に座っていたリオの声だ。リオは車に乗り込んでからずっと、貝のように口を噤つぐんでいた。沈ちん鬱うつな面持ちで俺おれの服の袖を引っ張り、なにかを口にしようとしている。

「姉様は……やはり怒っているだろうか」

「……かもな。むしろ、再会と同時に罵倒を浴びせられると覚悟してたんだが」

「さっきはじっくり話す機会もなかったから……あ、あのっ」

「わかってる。玲れい樹じゆとはきっちり話す。全部、終わった後になるかもしれないけどな」

　リオの憂い。その原因のほとんどは俺にあるようなもんだ。

　そういう想おもいも含めて、全部俺が肩代わりしてやるって決めた。

　俺とリオは、気持ちを確かめ合った生涯のパートナーなのだから──

　ピリリリリッ！

　そのとき、車内に携帯電話の着信音が鳴り響いた。

「誰だれだ？」

　運転中の“〝闇陶芸師セラミスト”〟が尋ねる。エリスは首を振った。キールハットと香か穂ほも同じく首を振り、真ま白しろとフレアも同様。リオでもないようだ。俺はケータイなんて持っていない。

　……はずなのだが、音は俺の制服のポケットから発せられていた。

　まさかと思い手を入れてみれば、そこには見覚えのある携帯電話が。

「これ……」

「……っ！　以前、姉様が君色に預けたものだ」

　リオの悪癖改善のために行った、一週間の同どう棲せい生活──そのとき連絡用に預かったことのあるケータイが、なぜか俺のポケットに入っていた。

　まさか……さっき顔を合わせたときに？

　画面を確認してみると、着信に『鍵かぎ宮みや玲樹』の四文字が。

　……俺に出ろってことか。

　車内が緊張に包まれる。俺は運転中の“〝闇陶芸師”〟を除く全員の視線を集めながら、ケータイの通話ボタンを押した。

「もしもし」

『ハロー君色くん。さっきは大変だったわね』

　聞こえてきたのは、いつもと変わらぬ玲樹の声だ。

「お互いにな。おまえは無事だったのか？」

『おかげさまでね。そっち、リオと真白ちゃんもいるわよね。“〝凶星魔王ストレーガ”〟や《大　家　族グラン・フアミリア》の魔術師たちも。私の声、届いているかしら？』

　通話音量は最大に設定されていたらしい。車内の人間が一様に頷うなずく。

『沈黙を肯定と受け取るわ。ええと、なにを話そうとしたんだっけ。ああそうだ。さっきリオが着てた振袖の話。あれって君の趣味なのかしら？　色は赤もいいけど、私はあえての黒も悪くないと思うわね』

「用件を言え」

『君、なんで《大　家　族グラン・フアミリア》に協力してるの？』

　──ついに来たか。

　隣で震えるリオ。俺おれはそんなリオの肩をそっと抱き寄せ、不安がらせないよう強い口調で言う。

「なんで、とは愚問だな。おまえ、俺たちが残した書き置きを見てないのか？」

『ああ。クリスマスの日、雛ひな森もり荘に置いてあった『駆け落ちします』とかいうアレ。ふざけんじゃないわよ』

　玲れい樹じゆの声こわ音ねからは静かな怒りが窺うかがえた。

　だがリオの手前、俺が怯ひるむわけにはいかないのだ。

「リオを連れて勝手にいなくなったことは謝る。でもな──」

『私は最初、君たちが来くる巻まきフレア──“〝凶星魔王ストレーガ”〟に拉致されたものだと思ってた。だけど《ソサエティ》に宣戦布告してきた彼女の話じゃそれは違うっていうし……信じなかったけど、さっきの君たちの態度を見てそうも言っていられなくなったのよ』

　俺たちが協力を無理強じいさせられている立場だとしたら。

　先ほど玲樹たちと再会した際、助けを求めるなり逃げるなりすることができたのだ。

　そのできたことを、俺たちはしなかった。

『カーシャと“〝凶星魔王”〟の一騎打ちのとき──君も、リオも、真ま白しろちゃんも、自らの足で《大家族》のほうに進んだ。リオは堤つつみさんに魔術をぶつけてまで私たちから逃げた。改めて質問よ。君たちは《ソサエティ》と《大家族》、どっち側の人間なの？』

「《大家族》だ」

『……そう』

　俺は激げき昂こうを覚悟したが、玲樹は怒りを溜ため込み続ける。

『理由を、訊きいていいかしら』

「一つは、真白を救うためだ。フレアから聞いてると思うが、おまえが言ってた『凶まが星ぼし』を消す魔術は存在しない。『凶きよう星せい界かい放ほう』は『凶星』を除去する唯一の方法だ」

『そうみたいね。まんまと騙だまされたわ』

「もう一つは、フレアと同じ理由だよ」

『同じ理由？』

「異界を救う。そのために俺とリオと真白の力が必要だっていうから、手を貸しているまでだ。フッ……俺も晴れて、世界を救う守護者ってわけだな」

『君はカーシャの話を聞いていなかったの？』

　ケータイから聞こえてくる声に、若干の苛いら立だちが篭こもった。

『異界を救うってことは、二つの世界を繋つなげるってこと。二つの世界を繋げるってことは、こっちの世界が滅ぶってことなのよ。守護者とか馬ば鹿かじゃないの？　君がなろうとしているのは世界の破壊者よ』

「本当にこっちの世界が滅ぶってんなら、そうかもな」

『なにが言いたいの？』

「前提が間違ってんだよ、おまえら。フレアも散々言ったが、二つの世界が繋がることに危険性なんてない。世界滅亡だとか対消滅だとか魔王の陰謀だとか、どれもこれも被害妄想だ。破壊者なんてなりようがないっつーの」

『実際に、同じことを企たくらんで世界を滅ぼしかけた輩やからがいるのだけれど』

「そいつらは目的からして悪党だったんだろ？　フレアたちと一緒にすんな」

『じゃあ訊きくけど、君が危険性はないと言い切る根拠はなに？』

「フレアの言葉だからだ。こいつの故郷を救いたいっていう気持ちに嘘うそはないし、そのためにこっちの世界を滅ぼすなんて非道な選択を取るような奴やつでもない。だいたい本当にそんな危険性があるなら、わざわざ《ソサエティ》に計画を明かしたりはしねーだろ」

『わからないわよ？　わざと敵を作って戦闘を楽しむ気かもしれない』

「あるかよそんな可能性。どこかの誰だれかさんじゃあるまいし」

『……つまり、君は私たちの言い分より《大　家　族グラン・フアミリア》の言い分を信じると。真ま白しろちゃんを拉致して、棗なつめちゃんを操って、君きみ色いろくんを殺しかけた《大家族》の言い分を』

「どっちを信じるとかじゃねーんだよ。俺おれはどっちも信用してる。そのうえで、おまえら《ソサエティ》側の危惧してることはただの誤解だって指摘してやってんだ」

『誤解、ね。そう決めつけて、世界を危険に晒さらそうっていうの。魔術で洗脳されているとか、認識を狂わされているとか、そういう可能性を切り捨てて──』

「それはねーから安心しろ」

『──あまつさえ、大切にしていた日常を捨ててまで』

　続く玲れい樹じゆの言葉に、俺は少しだけ動揺を覚えた。

『“〝凶星魔王ストレーガ”〟が進めている計画。その結末がどうであれ、君は《大家族》に加担し世界の敵となった。この時点で、以前話した職業魔術師になるなんてことは不可能だし、真白ちゃん共々、往来を歩けるような立場ではいられなくなる。それってつまり、君があれだけ執着していた日常を捨てるってことじゃないかしら？』

　……玲樹の言うとおりだ。

　いまの俺たちは、悪の魔術組織の一員。冤えん罪ざいではあるが、犯罪者だ。

　仮にその冤罪を晴らしたとしても……魔術師の法に、《ソサエティ》に許しをもらわない限り、日の当たらない場所で暮らし続けることになる。

　だが。

　この覚悟も、もう──とっくに完了している。

「なあ玲れい樹じゆ。俺おれさ、前々から非日常に憧れてたって話したことあるだろ」

『そうね。典型的なサポート魔術師が漫画の主人公みたいな活躍を夢見ていたかしら』

「能力云うん々ぬんの話じゃなくて。俺にはそういうの無理だって、悟ったんだ」

　フレアを一いち瞥べつしてから、続ける。

「俺にとって、これは単なる友達の頼みなんだよ。故郷を救ってくれっていう、友達なら無視できない重大なお願いだ。助けたいって思うことは、悪いことじゃないだろ？」

『……君が憧れていた守護者なら、そんな個人の感情で動くことはしないわよ。ただでさえ世界が滅ぶ危険性があるっていうのに』

「だから俺には無理なんだよ」

　結局。

　綾あや瀬せ君きみ色いろは魔術師にはなれない。

　どこまでいったって、ただの一般庶民なのだ。

「俺はこの二週間、フレアたち《大　家　族グラン・フアミリア》と暮らしてわかったんだ。こいつらは悪い奴やつらじゃない。そりゃ俺たちを狙ったこととか、多少の悪事は働いたかもしれない。だけどな、“〝闇陶芸師セラミスト”〟もキールハットも香か穂ほも、純粋に家族を助けたくて無む茶ちややってただけだ。家族のためにっていうのは、俺たちと同じなんだよ」

『……君色くんがそういうのに弱いのは、もう嫌ってほど理解したわよ。覚悟があったから、日常を捨ててまで友達を助けたいっていう覚悟があったから──だから駆け落ちなんて手段を取ったんでしょう？』

「ああ」

『リオと真ま白しろちゃんは、どうなの？』

　名前が飛び出した途端、リオがケータイに向かって叫ぶ。

「姉様！　私は……あのっ、ごめんなさい。でも……っ！」

『確認。君色くんがすることだから自分も、なんて軽い意志じゃないのね？』

「……君色と一緒にいたいから。だから、っていう想おもいは少しある。だけどそれ以上に、私はフレアちゃんの力になりたい。私が君色と出会えたのも──姉様と、仲直りできたのも。フレアちゃんがきっかけを作ってくれたおかげだと思うから」

『──っ』

「あ、あのっ！　玲樹さん！」

　後ろの座席から身を乗り出し、真白も声を張り上げる。

「わたし、いままで魔術のこととか、自分の不幸体質のこととか、全然知らなくて。教えてもらったときはすごくびっくりしたし、みんなに迷惑かけちゃったってへこんじゃいました。それからいっぱい考えたんです。わたしにできることはなんだろう、って……それで、あの、だから！　お願いだから、フレアちゃんのこと信じてあげてください！」

『真ま白しろちゃん……』

「フレアちゃんは、わたしの大切な友達なんです。お茶ちや目めで優しくて、おもしろいことがあるとつい夢中になっちゃうところがあるけど……それでも、冗談は言っても嘘うそは言わないのがフレアちゃんなんです！　だから、だから……」

『……勝手よ。君たち三人、みんな自分勝手』

　電話の向こうにいる玲れい樹じゆの顔は見えない。

『じゃあ……残された私の気持ちはどうなるのよ……』

　顔は見えずとも、その一言で玲樹の心中は察せた。

　否、察しなければいけなかった。

　玲樹の気持ちをわかったうえで、それでもなお俺おれたちは進まなければいけない。

　重い空気が、走行中の車内を満たしていた。

『……君きみ色いろくん』

　長い沈黙の後、玲樹が俺を呼ぶ。

『君たち、車で移動中でしょ？　エンジンの音が聞こえる。『凶きよう星せい界かい放ほう』の発動には世界を繋つなげやすい特定の場所が必要だから、いまはそこに向かっている。そうよね？』

「あ、ああ」

『“〝凶星魔王ストレーガ”〟は魔力を封じられているから戦えない。真白ちゃんも戦力外。君色くんとリオはセットと考えて、そっちの戦力は……五人か』

　──は？

　ちょっと待て。玲樹の奴やつ、なんでこっちの人数を把握してやがるんだ？

『当てずっぽうよ。だって多くて八人乗りってとこでしょ、そのワゴン車』

　車種まで──

「バー兄さん後ろ！　追ってきてます！」

　キールハットがリアウインドウの向こうを見ながら叫ぶ。

　俺もサイドウインドウから覗のぞいて確認した。

　遥はるか後方から、猛スピードで黒塗りの高級車が迫ってきている。

『君色くん。“〝凶星魔王”〟の計画を潰つぶす一番簡単な方法ってなんだと思う？』

　見覚えがある……何度か乗ったことがあるんだからあたりまえだ。

　あれは、鍵かぎ宮みや家の所有する車。

『それはね、計画の要である人間を潰すことよ。今回の場合は三人。『界門』を有する鍵宮リオ。『凶まが星ぼし』を有する綾あや瀬せ真白。『契節約ギアスセイバー』を有する綾瀬君色──リオが欠ければ門は開かないし、真ま白しろちゃんが欠ければ門は開いても二つの世界は繋つながらない。君が欠けると、門を開くための魔力が足りなくなるからやっぱり門は開かない』

「……っ」

『パズルはピースが一つでも欠けたら成立しない。君たちのうち、誰だれか一人でもいなくなったら大変よね』

「なにが言いたいんだ」

『私は綾あや瀬せ君きみ色いろを殺す』

　──ゾッとする一言。

『悪いけど、私にも魔術師としての使命と誇りがあるの。ああ、三人の中から君を選んだのは消去法よ。リオを殺すのは論外だし、真白ちゃんを殺して君色くんが生き残るっていうのは、君自身が辛つらすぎるでしょう？』

「……見逃す気はないってわけか」

『そんなもん端はなからないわよ、おバカ』

　プツッ。ツーツー……。

　通話はそこで切れた。後方の車はなおも加速を続けている。

「説得は失敗したようだな」

「できることなら、って思ったんだがな」

「気にするな。もとより、貴様があの“〝神装職人マイスター”〟を説き伏せられるなどとは思っていない。奴やつのしつこさは俺おれが身を持って知っている」

　そう言って、“〝闇陶芸師セラミスト”〟はアクセルを強く踏み込んだ。

　俺たちに覚悟があるなら、玲れい樹じゆにも覚悟がある。

　わかっているつもりだった。

　あいつは魔術師の使命を優先するため、シスコンのくせにあえて妹を突き放はなしたような人間だ。俺やリオみたいに個人の感情で動くタイプではないし、動ける立場でもない。

「玲樹との対立は避けられないか……リオ」

「……私は、大丈夫。それより君色、いまはあれをなんとかしよう」

　リオが後方の車を覗のぞき見る。

「あれを運転しているのは鍵かぎ宮みや家専属運転手の剣つるぎ運はこび子こだ。称号は“〝護送御者ドライバー”〟。運転中の運子は無敵と言っても過言ではない」

「運転技術も車のスペックも敵かなわないし、振り切るのは難しいってわけか」

「ちなみに俺はペーパードライバーだ」

“〝闇陶芸師”〟がまたアクセルを踏んでスピードを上げる。不安になる発言だった。

「ただ追いつかれるだけならまだいい。問題は運子の筆頭魔術なんだ」

「なんなんだ？」

「一言で言えば──轢れき殺さつ」

「もうそれ魔術じゃねーだろ！」

「フレアちゃん、轢殺ってなに？」

「ひき逃げのことです」

「ええーっ!?」

　この歳としで町内の交通安全教室に通い、横断歩道は手を上げて渡る真ま白しろである。その恐ろしさはちゃんと想像できているようだ。

「厳密に言えば車の速度と耐久力を上げるだけの単純な魔術なのだが、その強化度合いがずば抜けているんだ。前にバズーカ砲の直撃を受けても無事だったと聞いたことがある」

「なるほど。スピードと頑丈さが売りならただぶつけるだけでも効果大ですものね」

　冷静に分析するフレアだったが、もはや冷静でいられる状況ではない。

　後続との距離は、みるみるうちに詰まってきている。

「でもここにはリオもいるんだぞ。さすがの玲れい樹じゆだって──」

「戦ったことがあるからわかるが、“〝神装職人マイスター”〟は手段を選ばんところがある。わからず屋は一度半殺しにして調教する──なんてことをしても不思議ではないと思うがな」

「と“〝闇陶芸師セラミスト”〟さんが言っているわけだが、リオさん」

「否定できない」

　妹のお墨つきが出てしまった。

「どどど、どうしようお兄ちゃーん！」

「落ち着け真白。こういうときは……ああもうなんかないのかよ魔術師集団！」

「僕、物理的に攻めてくる相手には弱いんですよね」

「私も無理……うん」

「遠距離は苦手」

　キールハット、香か穂ほ、エリスが揃そろってお手上げ状態。

　魔術の使えないフレアは論外だし、残る術すべはリオの『界門』くらいしか──

「すまなかったな、綾あや瀬せ君きみ色いろ」

　半ばパニック状態の俺おれに、唐突に謝る声があった。

“〝闇陶芸師”〟である。

「……なんだよ突然」

「以前、貴様たちを襲った件についてだ。まだ謝罪を済ませていなかったと思ってな」

「いまさらかよ。っていうか、いまはそんなこと言ってる場合じゃ──」

「姉者、運転を代わってくれ」

“〝闇陶芸師”〟はそこで車を停止。助手席にいたエリスにドライバーの座を明け渡す。

　そしてそのまま、車外へ降りようとしているのだ。

「おいおい待てよ！　エリス、おまえ運転できんのか!?」

「生涯無事故」

「姉者の腕を信用しろ」

　どうやら“〝闇陶芸師セラミスト”〟は本気のようだ。

「鍵かぎ宮みやリオ。綾あや瀬せ真ま白しろ。綾瀬君きみ色いろ。貴様たちには申し訳ないことをした。反省と同時に、感謝もしている。この場にいることに、我々と志を同じくしてくれていることに」

　らしくない言葉の数々。

　キールハットは“〝闇陶芸師”〟のことをツンデレだと言っていた。

　それはつまり、普段は素直になれないということで──

「そして願わくば、我らが母の故郷を救ってくれ」

　今生の別れを思わせる言葉。

　これは、こいつの素直な願いなのか。

「おまえ、まさか……捨て石になるつもりじゃ」

「笑える冗談だ」

“〝闇陶芸師”〟が車を降り、扉が閉まった。

「再出発」

　運転を代わったエリスが車を発進させる。

　その場に留とどまった“〝闇陶芸師”〟は──自分の周囲に無数、闇色の球体を出現させる。

　ぐにゃぐにゃ。ぐにゃぐにゃと。

　球体は粘土のような動きを見せ、それぞれ翼の生えた獅し子し、二足歩行の象、双頭の大蛇などを形成していく。

　あれは……俺おれたちを散々苦しめた、漆黒の魔獣軍団だ！

「さあ、とくと味わうがいい！　我が素晴らしき造形の術を！」

　その軍勢は峠道を塞ふさぎ、迫り来る運はこび子こを迎え撃とうとして──

　ドガンッ。

　全軍まとめて跳ね飛ばされた。

　リアウインドウの向こうに宙を舞う“〝闇陶芸師”〟の姿が見えた。

　……車内は数秒、唖あ然ぜん。

　俺は「ハッ！」と我に返る。

「だ、駄目じゃねーかっ！　時間稼ぎにもなってねーぞ！」

「バーくんは手数で押すタイプで、パワー勝負は得意じゃないので」

「見事に捻ひねり潰つぶされたよ！　ってか大丈夫なのかあいつ!?」

「まあ大丈夫でしょう。だってバーくんですし」

「どっちにしろ俺たちはピンチのままだがな！」

「前方に人影」

　エリスの声で視線を前へ。

　現在走っている道は直線だ。俺おれたちと運はこび子こ以外に走っている車も見当たらない。

　そんなカーチェイスの最中──道のド真ん中にぼうっと立つ人影があった。

　──白外がい套とうの魔術師。

　俺の中のイメージが一瞬で確立する。そいつは全身を真っ白な外套で覆い、仮面で目元を隠していた。フードを被かぶっているため髪形もよくわからず、歳としも性別も不明だ。

　だがあの格かつ好こうにこの状況。峠を走っていたら車がガス欠で停とまってしまい仕方なく歩いている──なんて一般庶民ではないだろう。どう考えても魔術師以外にありえない。

《大　家　族グラン・フアミリア》ではない。《ソサエティ》側の人間か。

　だとしたら挟み撃ちの形になってしまうが──

「轢れき殺さつを提案」

「駄目ですよエリスちゃん。かわして走り抜けましょう」

　エリスは俺と同じことを危惧したようだが、フレアの指示で道を脇に逸それる。

　車が真横を通り過ぎるそのとき──白外套の魔術師は微動だにしなかった。

　まさか本当にただの通行人だったとでも言うのか──いや。

　俺たちが走り抜けた後、白外套の魔術師は迫る運子の車に対し動きを見せた。

















　ピッ、と軽く腕を振るう所作。遠目ではあるがなにかを持っているようにも見える。

　そして直後、周囲の地面が凍結した。

　ただ凍結しただけではない。発生した氷が、新たに道のようなものを作っていた。

　あれは……傾斜、いやジャンプ台か！

　それはちょうど運はこび子この車の進行上にできあがり、避ける間もなく飛ひ翔しよう。

　微かすかにカーブまで描かれていたようで、車は道沿いの森の中へ飛んでいってしまった。

「はぃいいいい!?　あんなんありかよ！」

「運子の追撃をあんな方法で退けてしまうなんて……っ」

「あの白い人、フレアちゃんたちの知り合い？」

「いえ、知りません。でも助けてくれたんだから味方だと思います」

　俺おれたちの車は走行を続け、やがて白外がい套とうの魔術師も見えなくなる。

　運子の車も見えない……どうやら難を逃れたようだ。

　あの白外套の魔術師は何者だったのか。俺たちを助けたってことは、敵の敵は味方理論で《ソサエティ》と敵対する魔術師か──かつて玲れい樹じゆが話していた、はぐれ魔術師ってやつかもしれない。真相は不明だが、なんにせよ助かった。

「“〝闇陶芸師セラミスト”〟……馬ば鹿か野郎が」

　欠員が出てしまったが、振り返っている暇はない。

「お兄ちゃん……バーレットさん、とってもいい人だったよ。わたしにも優しくしてくれて……」

「わかってるよ」

　頼まれちまったからな。

　あいつの想おもいに報いるためにも──いまは、前へ。








開幕　魔術師とその苦悩





「人の気も知らないでぇ────ッ！」

　咆ほう哮こう一声、大木を殴りつける。

　バキバキバキッ、と音を立てて木が倒れた。これで三本目。折れた木々の前には、魔術『神装創造クリエイターズゴツド』で製造した篭こ手てを装備し、はあはあと息を荒げる鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆがいた。

　その横、高級車のそばで姿勢よく立つのは剣つるぎ運はこび子こである。

「玲樹様。自然破壊はほどほどに」

「八つ当たりよ！　君もうちの運転手なら空くらい飛べるようにしておきなさい！」

「善処します」

　颯さつ爽そうとスーツを着こなす見事な立ち姿。凜り々りしい容貌は男性的な印象を放はなっているが、彼女を含め《鍵姫宮殿キーパレス》の構成員は全員女性であることで知られている。

　唯一、綾あや瀬せ君きみ色いろだけが例外と言えたが……離反したいまとなっては、それも昔の話。

「玲樹様、確認取れました」

　主人が大自然に苛いら立だちをぶつけている一方、黙々と仕事をこなしていたメイド姿の女性──剣祭まつり子こがノートパソコンを手に言う。

「変装という線を除けば、先ほどの魔術師に該当するデータはないようです」

「《大　家　族グラン・フアミリア》の隠し球か、雇われのはぐれ魔術師ってところでしょう。あれだけの力を持っていて《ソサエティ》のデータにないっていうのは不自然な話だし、素性を知られたら困る後者の可能性が大ね」

「カーシャさんが《ソサエティ》の代表になって、傭よう兵へい紛まがいの魔術師はほぼ駆逐されたと思っていたのですが。それなりに強くて喧けん嘩かをふっかけやすいって理由で」

「だからこそ素性を知られたくないんでしょ」

　呆あきれと疲れから、ため息をつく玲樹。

　その彼女の頭上、高い木から忍しのび装束を着た金髪の少女が降りてきた。

　鍵宮家専属忍者の剣忍しのび子こである。

「携帯電話につけてた発信機、信号止まりました。たぶん捨てられたんじゃないかと」

「でしょうね。祭子、他ほかの《大家族》のメンバーはどう？」

「何名かは《ソサエティ》に捕まったようです。逃げ切った何名かは、あちこちで派手に暴れているとの報告も入っています」

「人員を惹ひきつけて、本命であるリオたちの追撃を減らそうって魂胆か……っ」

　玲れい樹じゆは歯は噛がみする。

　鍵かぎ宮みやリオ、綾あや瀬せ君きみ色いろ、綾瀬真ま白しろ、そして“〝凶星魔王ストレーガ”〟他ほか《大　家　族グラン・フアミリア》の追撃は、白外がい套とうの魔術師の妨害により失敗に終わった。忍しのび子こが君色の懐に忍ばせておいた発信機つきの携帯電話も捨てられ、これ以上追うことは適かなわない。

　とはいえ、彼らは『凶きよう星せい界かい放ほう』を発動させるために魔術の準備をしてある場所に向かっているはずだ。ならその場所に先回りすればいいだけの話なのだが──最大の問題は、そこがどこかわからないということである。

「……祭まつり子こ」

「はい」

「探さぐり子こを呼んで」

「えっ」

　笑みを常としている祭子が、珍しく顔を歪ゆがめた。

「えーっと、それはやめておいたほうが……探子ちゃんは旦那様の専属ですし、君色様の身辺調査のときもだいぶ搾り取られましたし……ぶっちゃけお金が」

「背に腹は代えられないわ」

「でもお屋敷が潰つぶれたりあんじぇ様に君色様の治療をお願いしたりで他にも費用が」

「祭子。《鍵姫宮殿キーパレス》はなんのために作った組織？」

「……リオ様を守るためです」

「そう」

　玲樹は遠くを見ながら述懐する。

「リオはもともと、父様と母様のもとで修行をするはずだった。本人にやる気がないから強制的にね。でも私は、意志のないリオに魔術師の道は無理だと説得した。だから《鍵姫宮殿》を発足し、鍵宮の日本でのお役目をすべて請け負うことを条件にリオを魔術師の領域から遠ざけた。あの子が戦わなくてもいいように……っ」

「玲樹様……」

「だけどあの子は、リオは自分の足で立ち上がって自分の足でここまで歩いてきた。私も過保護はやめて、リオの意志を尊重してあげようと思い直した。リオを立たせてくれた君色くんには感謝してる。策謀のうちとはいえきっかけを与えてくれた“〝凶星魔王”〟にも、ある程度はね」

　ひとしきり喋しやべり終わった後、玲樹は車の前まで移動し──

「それなのに……それなのにぃ！」

　ガンッ！　と。

　ボンネットを素手で殴りつけた。

「出会ってたかが一ヶ月ちょっとの男にたぶらかされて駆け落ちして！　挙あげ句くに魔王の片棒担いで世界を危険に晒さらすとかっ！　どこの不良娘よ！　お姉ちゃんの苦労はなんだってのよ！　おのれあの節約ジャンキーめぇええええええっ！」

　ガンガンガンッ！

　今度は車体のフロント部分を連続で蹴りつけた。隣で運はこび子こが「あっ、あっ……」とぷるぷる震えていた。忍しのび子こが「玲れい樹じゆたま抑えて！　抑えて！」と止めに入る。

　しばらくして。

「……身内の不祥事よ。この一件、私たち《鍵姫宮殿キーパレス》だけで片付けるわ」

　宣言する玲樹。

「リオは絶対確保。魔術師の事情を知ったとはいえ真ま白しろちゃんは一般庶民だから、できるだけ無傷で保護して。綾あや瀬せ君きみ色いろは捕まえたら私のところに。直じき々じきにぶっ殺す」

「本当によろしいんですか？」

「どういう意味よ」

　問うた祭まつり子こを、玲樹は半眼で睨にらみつける。

「だって玲樹様、君色様を殺すつもりなんてないじゃないですか」

　しかし怯ひるむことなく、祭子は堂々と主人の心情を暴いた。

「“〝凶星魔王ストレーガ”〟の言い分も、まったく信じていないわけではないのでしょう？　ただこのまま放ほうっておくと、世界は滅ばないにしてもリオ様たちが罪人になってしまいます」

「つまり？」

「玲樹様が本当に阻止したいのは、世界の滅亡なんかじゃなくて、リオ様たちが日常を捨ててしまうことです。なによりもリオ様や君色様の将来のために、嫌われるのを覚悟で敵役を担うおつもりでは？　《ソサエティ》と敵対してしまった以上、リオ様たちを守れるのはわたくしたちだけですし」

「……祭子。君ね、人が隠してる気持ちをずばずば言い当てるのってどうかと思うわ」

「君色様に影響されたのかもしれませんね。わたくしもいい加減、玲樹ちゃんの素直になれないところには辟へき易えきしていたので」

　そう、従者はいたずらっぽく笑った。

　祭子は鍵かぎ宮みや玲樹の専属として、幼い頃ころから彼女に付き従っている。その関係は主従の他ほかにも、親友という言葉で言い表すことができた。

　だから。

　鍵宮玲樹の心根を一番理解しているのは剣つるぎ祭子だと──お互いがそう認め合っている。

「……私たちで止めれば、《ソサエティ》には後でどうとでも釈明できる。他の家族のために自分の家族を壊すなんて……そんなの、嫌じゃない」

「同感。だから別に、玲樹ちゃんに反対ってわけじゃないよ」

「敬語を使いなさい」

「かしこまりました」

「反対じゃないなら、なんで『よろしいんですか？』とか訊きくのよ」

「玲れい樹じゆ様が一人で背負い込まないようにです。自分の気持ちをわかってくれる仲間がいれば、辛つらい役目も少しは楽になるでしょう？」

　祭まつり子この意に同調するように、忍しのび子こと運はこび子こがその両脇に立った。

　三人とも玲樹の真意を理解し、そのうえで彼女に力を貸そうとしている。

「みんな、玲樹様の家族ですからね」

「……ありがとう」

　主従だからではなく。なによりも、家族だから。

　リオや君きみ色いろが進もうとしているのは茨いばらの道だ。たとえその決意が本物だとしても、玲樹に妹の暴走を見逃すことはできない。家族だから、放ほうっておけないのだ。

「……私も、守護者にはなれそうにないかな」

「なんですか？」

「なんでもない。さ、あの駆け落ち娘を止めに行くわよ」

　鍵かぎ宮みや玲樹は歩みを止めない。ここで退けば、後悔のある別れになってしまうから。

《鍵姫宮殿キーパレス》の追撃が始まる。








第五話　家族だから、明日がある





「まあまあ。ご家族でご旅行ですか？」

「旅の一座でーす」

　──峠道を越えた先に建っていた旅館にて。

　俺おれ、リオ、真ま白しろ、フレア、エリスの四人は玄関口のソファで旅の疲れを癒いやしていた。

　キールハットと香か穂ほは代表して宿泊の手続き中。女将おかみさんによると、この旅館は知る人ぞ知る穴場らしく、正月シーズンでも予約なしで泊まることができるのだそうだ。

　……単に繁盛していないだけにも見えるが、黙っておこう。

「エリスちゃん。他ほかのみんなはどんな様子ですか？」

　依然として幼児体形のフレアが、真白の膝に乗ったまま尋ねた。

　エリスはなにやら水晶球のようなものを覗のぞき見ている。どうやら魔術で散り散りになった《大　家　族グラン・フアミリア》の状況を調べているようだ。

「連絡は皆無。十五名が捕縛。十二名が陽動続行」

「バーくんは？」

「前者。存命」

「生きているならなによりです」

　生きているなら結構だが、車に撥はねられて無事って冷静に考えるとすげーよな。

　ずっと“〝闇陶芸師セラミスト”〟のことを心配していた真ま白しろは、無事がわかると「よかったー」と安あん堵どの息をついた。そして落ち着いたかと思えば、今度は旅館の中を見渡して感嘆の息をこぼすのだ。

「はわ～。お兄ちゃん、わたし旅館にお泊りなんて久しぶりだよ」

「旅行か……最後はたしか、真白が小学校に入る前だったかな。俺おれも久々だわ」

「家族旅行かあ。あっ……ねえ、お兄ちゃん。もしかしたらなんだけど」

「うん？」

「わたしの『凶まが星ぼし』が消えて、もしかしたら……お父さんとお母さん、帰ってきたりするかな？」

　──それは、どうだろう。

　周囲に不幸を振りまく力が消えたとしても、それで逆に幸運がやってくるわけでもないし、いままでの分がチャラになるわけでもない。かといってストレートには──

「きっと帰ってきますよ。『凶星』が消えたら、真白ちゃんにはいままで振りまいた分の不幸が幸運になって返ってきます。一躍ハッピーガールです。フレアが保証します」

「えへへっ。ありがとう、フレアちゃん」

　……そうだな。純粋な真白にはこういってやるのが一番か。

　ご満悦でむぎゅーっとされているフレアには頭が下がる。

　こいつはいい親友をやってくれてるよ、ホント。

「でもこんなところでのんびりしてていいのか？　今日中に目的地まで移動したほうがいいんじゃ……」

「目的地はもう目と鼻の先ですから、妨害を考慮しても明日の朝に出れば間に合います。先に着きすぎて場所を捕捉されても面倒ですし」

「場所を捕捉されたらって言うなら、こんな旅館にいるのもまずいんじゃないか？　他ほかにも一般客がいるみたいだし、万が一にも戦場にするわけにはいかないだろ」

「そう思っているのは向こうも一緒です。だから安易には手出しできないんですよ」

「あ、なるほど」

「それに、ここに来るまでにエリスちゃんたちも魔力を消耗してしまいましたから。一晩休んで回復に充てる必要があります」

　一瞬とはいえ《ソサエティ》の魔術師とやりあったわけだしな。神社では結界魔術も使ってたみたいだし、万全を期すための休養ってことか。

「部屋取れましたよー。すぐに夕食みたいなんで、移動して着替えましょう」

「ごはんは和食みた……うん」

　受付からキールハットと香か穂ほが帰ってくる。

　時刻は六時過ぎ。旅館の外はもう暗くなっていた。

　俺おれたちは中居さんの先導でそれぞれの部屋に案内され──

「で」

　そう、それぞれ。

　キールハットと香穂が取ったのは二部屋だった。その内訳はというと、

「なんで真ま白しろとおまえらが同じ部屋で、俺とリオだけ別の部屋なんだよ！」

「そりゃもちろん、ご夫婦ですから」

「ご、ご夫婦……」

　からかうように言うキールハット。ご夫婦なる単語に反応して赤面するリオ。

　そんなリオの耳元に、香穂がひそひそと囁ささやく。

「大丈夫。布団も一つにしてもらうよう頼んで……うん」

「こらこらこら。そこはなにを吹き込んでんだ」

　なにやら不穏な言葉が聞こえた気がするが、あえて突っ込まないぞ。

　いや、布団が同じくらいなんだって話だけどさ。なんせ俺たち、ここ二週間はずっと同じベッドで寝てたわけだし。フッ、いまさら動揺するほどでもないか。

「君きみ色いろお兄さん。これは真面目まじめなお願いですが」

「なんだよ」

「明日の計画は、君色お兄さんとリオ先輩の絆きずなが重要になります。お二人の精神的繋つながりが弱まって『契節約ギアスセイバー』の効果が最大限に発揮できなくなったりしたら──『凶きよう星せい界かい放ほう』は発動できなくなってしまいます」

　フレアの計画に弱所があるとすれば、そこだ。俺とリオが毎晩同じ部屋で寝ることを義務付けられていたのも、それが理由だったりする。

「要は、リオが魔力無消費で魔術を使える状態を維持しろって言いたいんだろ？」

「はい。あと、純粋な興味もちょっとだけあります」

「興味？」

「いまの状態で魔力がゼロで使えるんですよ？　これでお二人がもっと仲良くなったりしたら……いったいどうなっちゃうんだろうって」

　もっと仲良く。

　二人きりのお部屋で、二人一緒の布団で、もっと仲良く。

　……なっちゃったら、どうなるんでしょう。魔力が消費されるどころか増えたりするんだろうか。買い物して逆にお金がもらえるって夢のようだな。

「なのでフレア的には、明日までにお二人がもっと仲良くなる展開を熱望します」

「……マセガキめ」

「失礼な。フレアはいまでこそロリっ子フレアちゃんですが、積み重ねてきた経験は誰だれよりも豊富なんですよ。なにせこの世界に魔術を運んできた始祖なのでっ」

　外見五歳児に言われても冗談にしか聞こえん。

　その外見五歳児の冗談に顔を赤くしている俺おれも俺だが。ああ、くそっ。この手の話題に敏感なキールハットがなんかニヤニヤしてるし。こいつら緊張感ないのか。

「さてさて、真ま白しろちゃん。フレアたちは隣の部屋なので移動しましょう」

「うん！　お兄ちゃん、また後でね！」

　フレアと真白、続けてキールハットと香か穂ほとエリスも退室していく。

　残されたのは俺とリオの二人だけ。

　当然だ。ここは俺とリオに割り振られた部屋なのだから。

　──ぴとっ。

　騒がしい奴やつらがいなくなると、リオがぴったり肩を寄せてきた。

「さ、さっそくなんですかリオさん」

「ん。久しぶりに二人きりだなって」

「久しぶりって……せいぜい半日ぶりくらいじゃね？」

















「私にとっては久しぶりなんだ」

　半日で久しぶりか……それだけ一緒にいる癖がついちまったってことなのか。

　……旅行中に二人きりとか、最高に恋人らしいよな。

　思えば、クリスマス・イブに結ばれてから恋人らしいことってのをしていないような気がする。潜伏紛まがいの暮らしをしていたから、デートとかも行ってないし……しいて挙げるなら、フレアの正体を知る直前にしたキスくらいか。

　──キス。

　と頭に浮かんで、猛烈に意識してしまう俺おれがいた。

　ああ、なんか目がリオの唇にいく。微かすかに濡ぬれてて微かに震えてて、というかリオさんもなにかを期待するような上目遣いでじっとこっちを見て──

「あ、浴衣あるみたいですから着替えてくださいね。旅のマナーなのでっ」

　見つめ返したところでフレアがひょっこり覗のぞいてきたぁ──っ!?

「やや。さっそくお邪魔でしたか？」

「おおおお邪魔じゃないからいきなり入ってくるな！　ほら浴衣着替えなきゃだし！」

「はーい」

　ちろりと舌を出して駆けていくフレア。あのイタズラっ子め。

　はあ、もういいや。浴衣着よ……で、なんかリオさんが。

　胸元をちょっと開いた半脱ぎ状態で、振袖の帯を解こうとしていた。

「って、なんでいきなり脱いでんだよ!?」

「浴衣に着替えてって、フレアちゃんが」

「着替えのときはどっちかが部屋の外に出る！　同どう棲せい生活のときも共同生活のときもそうしてただろ！　というわけで俺が出ます！」

「でも、君きみ色いろ」

「なんだ！」

「帯、一人じゃ解けない」

「香か穂ほにでも手伝ってもらえ！」

「私は、その、君色に──」

「俺はちょっと散歩してくるから！」

　宿泊地に到着して早々、俺は全速力で廊下を疾走するという奇行に走ることとなった。



　浴衣に着替え、夕食の時間。

　料理はフレアたちの部屋に運んでもらい、全員で取ることにした。

　さすが旅館の食事ともなると豪勢で、家庭料理とはまた別の輝きが見える。一人につき一個の鍋とか、代金はフレア持ちだがいいのだろうか……と心配してしまう小市民。

「お金の心配ならいりませんよ」

「ぐっ。見透かされていたか」

「君きみ色いろお兄さんの考えることはわかりやすくて好きです」

　と笑顔で言うフレア、外見年齢未いまだ五歳。子供サイズの浴衣もぶかぶかだ。

　他ほかの面々はというと──浴衣の着こなしに問題はない。だが香か穂ほは相変わらず首にヘッドフォンをかけているし、エリスも笑みと泣きの仮面を顔の両サイドに装着したままだ。キールハットの奴やつはさすがにシルクハットを外しているようだが。

　リオと真ま白しろは、うん。いい。浴衣姿がとにかく似合ってる。振袖もよかったけどこういう素朴なのもいい。旅行って素晴らしいと思える。ああ……いいなあ。

「なにやら君色お兄さんが遠い世界に旅立っていますが、いただきましょうか」

　フレアが礼をして、みんなが食べ始める。

　そういや、昼間はごちそうが目の前にあったってのに食べられなかったからな。緊張の連続で空腹なんて忘れていたが、いまはおもしろいくらい箸はしが進む。

　真白も幸せそうな顔でごはんを頬ほお張ばっている。「ほっぺたが落ちちゃいそうだよう」なんて定番のセリフを言っているあたり、俺おれの妹は本当に天使だなあと思いました。

　リオは……あんまり箸が進んでいないようだ。まったく手つかずというわけではないが、しきりに箸を止め、なにか考え事をしているような仕草を取る。

「──綾あや瀬せ君色と鍵かぎ宮みやリオに質問」

　団だん欒らんの最中、凍いてついた声が響き渡った。

　幼い容姿に幼い声、しかし言葉遣いはやたらと小難しい《大　家　族グラン・フアミリア》の長女──エリス・ディアカインドの発言である。

「なんだよ、質問って」

「鍵宮玲れい樹じゆ及び《鍵姫宮殿キーパレス》に所属する各魔術師の能力と弱点」

　ビクゥ！　とリオの身体が震え上がった。

　全員、箸を止める。

　エリスが作る真剣な表情に、あの真白までもが雰囲気を察したのだ。

「敵勢力は強大。自軍は少数。対策を考案」

　相変わらず、意図が読みづらい機械的な喋しやべり方ではあるが──なんとなくわかる。

「ふむ」

　キールハットが唸うなり、エリスの後に続く。

「僕たちの仲間があちこちで暴れているので、《ソサエティ》の魔術師はそっちの対処もしなければなりませんが……《鍵姫宮殿》は違います。おそらく優先して君色くんたちの行方を追っているでしょう。なにせ彼女たちからしたら身内の不祥事ですからね」

　俺とリオは、見習いとはいえ《鍵姫宮殿》に所属していた。

　それがわずか一ヶ月足らずで離反し《大　家　族グラン・フアミリア》とつるんでいるのだから、玲れい樹じゆの面目も丸つぶれだろう。

　つまり。

「《鍵姫宮殿キーパレス》は現状、最も警戒しなければならない相手ということです」

「対策を練っておくのは妥当……うん」

「……まあ、そうだよな」

　だからこそ、エリスは敵対する相手の情報を俺おれたちによこせと言っている。

　正直、俺は祭まつり子こと忍しのび子このことくらいしか知らないが……リオは違うだろう。

　身内の能力を暴露するのは気が引けるのか、エリスの無機質な視線を浴びながらも黙り込んでいた。

「らいひょーふれすよー」

　空気を裂いたのは、暢のん気きな一声。

　口いっぱいに料理を頬ほお張ばっていた、来くる巻まきフレアである。

「ごっくん。ごく、ごく、ふぅ……《鍵姫宮殿》の追撃はありません。向こうはフレアたちの目的地を知りませんし、追手を振り払った以上、捕捉も難しいでしょう。だから明日はハイキング気分で異界を救いに行けばいいんです」

　口の中の食べ物を飲み込み、茶を飲んでから言い切るフレア。

　こいつはいつもの調子で──いや、いつも以上にいつもの調子で。

「……全部終わったら、一緒にリオ先輩のお姉さんに謝りにいきましょう」

　おそらくは、リオの憂いを晴らすために。

「お騒がせしてごめんなさいって。みんなを振り回してごめんなさいって。フレア、いっぱい謝りますから。リオ先輩たちが許してもらえるように、なんだってしますから」

　努めて、明るく振る舞おうとしている。

　一人、実の姉と──実の家族と衝突することになってしまった、リオを慮おもんぱかって。

「フレア──」

「フレアちゃん」

　俺がなにか言うよりも先に、リオが強く応えた。

「あの……ありがとうございます」

　そして、なぜかお礼を言った。

　……フレアのみならず、みんなが揃そろってぽかんとする。

「なぜ、みんなでぽかんとしているのだろう？」

「いや、なぜここで感謝の言葉が出てくるんだろうと思って」

「まだきちんとお礼を言っていなかったから。ほら、“〝闇陶芸師セラミスト”〟がきちんと謝罪をしていなかっただろう？　あのときに思い出して、私もいつ言おうかとタイミングを見計らっていたんだ」

「なるほど……いやいや。だからそれはなにに対しての『ありがとう』なんだ？」

「きっかけを与えてくれたことに対して」

　そう、嬉うれしそうに語るリオの表情は──

　見み惚ほれてしまいそうなくらい、愛らしかった。

「みんなも知ってのとおり、私は一万の魔力を持っていながらそれを使いこなせない、いわゆる落ちこぼれだった。それでふてくされて、姉様にも愛想を尽かされたんだと勘違いして……引きこもっていた。だけど、君きみ色いろと出会って変わることができた」

「リオ……」

「姉様と仲直りできた。友達がたくさんできた。その、人を好きになるっていうことがわかった気がした。それは、すごく嬉しいことで……だから、きっかけをくれたフレアちゃんには恩返しがしたいんだ」

　素直なリオは最高にかわいい。

　そんなリオのストレートな言葉に、しかしフレアは目を伏せる。

「でも……すべてはリオ先輩が『界門』を使えたからです。真ま白しろちゃんだって、君色お兄さんだって、『凶まが星ぼし』と『契節約ギアスセイバー』が宿っていなければ会うこともありませんでした」

「なに言ってんだ。人の出会いなんて、全部そんなもんだろ」

「えっ？」

「もし同じ家に生まれなかったら、もし家が近所じゃなかったら、もし同じクラスにならなかったら──元を辿たどれば、人の出会いなんて偶然ばっかりだ。『凶きよう星せい界かい放ほう』に必要な三つの魔術を持ってたって偶然があって、でもその偶然が重なるきっかけをくれたのはフレア、おまえだろ？」

「……やめてくださいっ」

　フレアらしくもない、突き放はなすような一言。

　幼児化した肩は、しゅんとしたことでさらに小さく。反省した子供のように竦すくむ。

「そんな風ふうに改めて言われると……フレア、罪悪感に押し潰つぶされてしまいます」

「罪悪感ってなんだよ。まさか本当に世界を滅ぼすわけでもあるまいし」

「そうじゃなくて、リオ先輩を家族の方と対立させてしまっていることについてです」

　──家族。

　俺おれの脳裏に、玲れい樹じゆが放った辛しん辣らつな言葉の数々が蘇よみがえる。

「……目的を達成しても、この世界は滅んだりしません。それは間違いないんです。だけどフレアは君色お兄さんたちの将来を歪ゆがめて、リオ先輩の家族仲を引き裂いてしまっています。あのとき玲樹お姉さんにはっきり言われて、やり方を間違えてしまったんじゃないかって思ったんです」

　ふと、《大　家　族グラン・フアミリア》はなんで『家族』なんだろうという疑問が湧いてきた。

　ただ仲間を作るだけなら、友達でもよかったはずだ。

　それが家族だった理由は──

「異界にも、フレアちゃんの家族がいるのだろう？」

　たぶん、それ。

　……このへん、リオはちゃんとわかってたんだな。

「家族がいるから救おうとしている。家族を助けるために《大家族》を作った」

「どうしてそれを……」

「フレアちゃんは、君きみ色いろや姉様に似ているから」

「なんだそりゃ」

　思わず苦笑してしまう。フレアはともかく、それって俺おれと玲れい樹じゆが似てるってことか？

「なんというか……家族バカというか」

「ああ、言わんとしていることはわかる気がしますねえ」

「すごく納得でき……うん」

「二人に同意」

「わたしも、なんとなくわかるよ」

「……おいフレア。俺たちなんか家族バカとか言われてるぞ」

「……なんでしょうねこれ。フレア、ミステリーを感じます」

　揃そろって首を傾かしげる俺とフレア。リオはそこに補足する。

「価値観というか、二人は行動の優先順位が身内第一なんだ。君色だったら大抵のことは『真ま白しろちゃんのために』で動くし」

「……否定できん」

「フレアちゃんは《大家族》の存在がなによりの証拠だ。血は繋つながっていないし歳としもバラバラなのに、みんなの絆きずなはすごく強かった。それはなにより、みんなの中心にいるフレアちゃんの影響が強かったからなんだと思う」

「身内を一人捕まえたら報復で殺されそうになったしな」

「やだなあ、それはもう謝ったじゃないですか」

「君くん、まだ気にしてる？」

「もう気にしてねーよ」

　悔恨なんてとっくに消えている。これは偽らざる本心だ。

「みんな、同じだったんだ。君色も、フレアちゃんも、《大家族》のみんなも、家族を守りたいから戦っている。想おもいが同じだから、私たちは一緒に戦えている」

「で、でも！　リオ先輩のお姉さんはっ」

「姉様だって同じだ。妹である私のことを想ってくれているから、私を止めようとしている。私を想おもえばこそ、魔術師の使命を果たそうとしている。ただ、姉様はフレアちゃんも同じなんだって気づいてはいないかもしれないが」

「じゃあ……フレアはやっぱり、やり方を間違えたのかもしれませんね。カーシャお姉さんに言われたとおり、最初から協力を求めていたら──」

「大丈夫」

　力強く、リオが言い切る。

「姉様は私のことが大好きで、私は姉様のことが大好きなんだ。私たちの絆きずなはこれくらいで揺らいだりはしない──明日、それを証明してみせる」

　いつの間にか、だ。

　いつの間にか、リオはこんなにも強くなっていたんだな。

「だから……フレアちゃんは後悔したりせず、私と姉様の絆を信じてほしい」

　姉に嫌われていると勘違いして、素直になりきれなかったリオが──いまじゃ姉との絆を誇らしげに語っている。

　それだけでもう、嬉うれしい気持ちが止まらなかった。

　玲れい樹じゆに対する懸念は俺おれにもあったが、これなら大丈夫だと思う。

　もちろん俺だって手を貸すし、なにより素直になったリオは無敵だから。

　気を使っていた相手がこれだけ言ってるんだ。フレアだって──ほろり。

　フレアの瞳から涙がこぼれた。

「えええっ!?」

「あっ……ご、ごめんなさい。っていうかお兄さん、驚きすぎですよ」

「い、いやだって。なんか……フレアも泣くことあるんだなって」

「不覚にも、ちょっと感激してしまいました。あははっ、あんまり見ないでください」

　その涙は嬉し泣きだった。

　笑みを絶やさぬまま、こぼれ落ちてくる涙を懸命に手で拭ぬぐう。

「お兄ちゃん。リオさん、なんだか格かつ好こういいね」

「ああ」

「二人を見てたら、わたしも……えうう」

　えっ。と思いつつ我が妹の顔を見てみれば──ほろほろり。

　真ま白しろの瞳からも大量の涙が流れていた。

「な、なんで真白までもらい泣きしてんだよ！」

「だ、だってぇ」

「あーあー、目元ぐしょぐしょだし。ほら、ハンカチ」

「ふえぇぇぇんありがとお兄ちゃん」

　まったく、純じゆん真しん無む垢くな感激屋さんめ。

　あれだ。こんな妹がいるからこそ、俺おれは家族バカだなんて言われちまうんだな。

「まあなんにせよ、だ。《鍵姫宮殿キーパレス》への対策はできる範囲で立てておこうぜ。節約戦士が買い物前にチラシで特売品をチェックするかの如ごとく。事前準備は何事にも肝心だからな。エリスもそれで──」

　ほろり。ぽろぽろぽろ。

　絶句するほどの無表情が泣き顔に崩れていた。

「エリスまで!?」

「う、うぐう──み、みんなが泣かせるんだもん」

「口調まで変わってる!?」

《大　家　族グラン・フアミリア》の中でも人一倍浮世離れした印象があったが、こいつも女の子なんだな。

　結局、魔術師だなんだって言っても根っこは変わらない。

　家族バカ。

　リオの表現はこの上ないほど的確だったと思う。

　玲れい樹じゆも、ここにいる連中も、家族バカばっかりだ。

「よーし！　じゃあリオ先輩のためにもフレア、一つ提案しちゃいます！」

　潤んだ瞳のまま、フレアが勢いよく立ち上がって宣言する。

　そんなに意気込んでなにを提案するのかと思えば、

「家族露天風呂に入りましょう！」

　……なにそれ？



　家族露天風呂とは、読んで字の如ごとし。家族で入る露天風呂だった。

　この旅館には露天風呂が複数あって、宿泊客が少ないと一家族につき一つ、貸し切りにできるサービスがあるそうなのだ。

　フレアはそのサービスを利用したようで……つまり。

　俺、キールハット。男子二名。

　リオ、真ま白しろ、フレア、香か穂ほ、エリス。女子五名。

　七人の擬似家族で、露天風呂に混浴することになった。

「いやおかしいだろ！」

　風呂の中で吠ほえた。

　風呂の中だから当然、全裸だ。周囲は岩場。頭上は夜天。あまり広くはないが、立派な露店風呂と言える。

「みんなで食事して、なんかイイ話になって、それでどうして混浴になるんだ……？」

「君きみ色いろくん。それ、実際に入ってから言うことじゃありませんよね？」

「フレアのゴーイングマイウェイっぷりに突っ込む暇がなかったんだよ」

　風呂にはキールハットも入浴している。

　いまは男子二人だけだ。いまは。もうすぐ女子五名が加わる。

「キルくーん！　お湯かげんどうですかー？」

「いいですよー」

「それはなによりですっ。フレアたちもすぐそっちに行きますので。さあエリスちゃん、観念してそのぱんつを取とっ払ぱらっちゃいましょう！」

「しゅ、羞恥心が限界。入浴は単独で……ああ！」

「香か穂ほちゃんお手柄です！　そのぱんつはエリスちゃんが届かない上の段に置いておいてください！」

　……すりガラスの向こう、女性用の脱衣所から姦かしましい声が聞こえてくる。

　ははは、なんだか楽しそうだなあ……はあ。

　この露天風呂は男性用と女性用の二つの脱衣所から入ることができる。一応、風呂の中央は背の高い岩が仕切りのように並べられているのだが、外側から回れば普通に行き来できてしまうという……まさしく混浴オーケーな露天風呂だった。

「親睦を深めるには裸のつきあいが一番って、古い漫画でも言ってましたよ」

「一理あるが、少なくとも女の子が男に提案することじゃねーよ」

「《鍵姫宮殿キーパレス》への対策。それは僕たちのチームワークを強化すること」

「それが混浴に繋つながるんだから、おまえらのリーダーって怖い」

「家族でお風呂くらいおかしなことじゃないでしょう？」

「そりゃ同性か、もしくはエリスやいまのフレアくらい小さけりゃな」

「なんだかんだ言いつつ女子の入浴を待っている君きみ色いろくんってけっこうアレですよね」

「いや、だって……」

　リオと真ま白しろにお願いされたんだもん。

　リオは前々から俺おれに大胆なアピールをしてくるようになっていたし、真白は真白で考え方がフレアと同じというか、兄になら裸くらい見られても恥ずかしくないとか思っている節がある……というかここだけの話、あいつ中学に上がってからも「お兄ちゃん、今日は一緒にお風呂入ろ？　ガス代一人分浮くよ！」なんて平気な顔で言ってたし。

「安心してください君色くん」

「なにを」

「僕、巨乳にしか興味ないので」

「爽やか笑顔で言うことか！」

「重要ですよー。君色くんとは趣味が被かぶらないってことですからー」

　あははーっ、とかわざとらしく笑いやがって……っていうかこいつ、なんで俺が貧乳好きとか知ってんの。リオか。リオから聴き出したのかこんにゃろう。

「そういうわけで、僕はみんなが来る前に出ますね」

　キールハットが湯から上がろうとする。

「おいちょっと待て。俺おれ一人だけ残していくつもりか」

「感謝してもらいたいですね」

「俺だって恥ずかしいんだぞおまえ！」

「じゃあ僕がリオちゃんとか真ま白しろちゃんの裸見てもいいんですか？」

「殺す」

「でしょう？」

　ぐぬぬ。こいつなりの気遣いなのか。それともマジで貧乳に興味がないだけなのか。

「あ、でも香か穂ほちゃんの裸を見たらぶっ殺しますからね？」

「善処します……」

「いや、善処じゃなくて。見たら殺す」

「絶対に見ません！」

　いま初めて笑ってないキールハットを見た！　初めてこいつが怖いと思った！

　冗談と本気の境界線がわかりにくい奴やつ……あ、本当に出て行きやがった。

　キールハットが男性用の脱衣所に戻ったとほぼ同時。

　カラカラカラ──今度は女性用脱衣所の戸が開く。

「うわあ……すっごーい！　露天風呂だよーっ！」

　まず聞こえてきたのは真白の声だ。どうやら露天風呂に感動している模様。

　なぜ『どうやら』なのかって？　俺が岩場の陰に隠れて目を向けていないからだよ。

「あれ、男子二名の姿が見えませんね。かくれんぼでしょうか？」

「きっと、あえて隠れて覗のぞきを楽しんで……うん」

「ののの覗き!?」

「フレアちゃん、エリスちゃんが!?」

「ダメですエリスちゃん！　お風呂の中では魔術禁止です！」

　エリス・ディアカインドさんのキャラ崩壊が著しい。

　あとなんか破砕音のようなものが聞こえるが大丈夫なんだろうか……と思いつつも振り向けない俺はやっぱりヘタレなのかね。ああ、でも真白もフレアも楽しそうだなあ。

　……そういえば、さっきからリオの声がしないぞ。

「君きみ色いろ」

　と思ったら、した。

　俺のすぐ後ろ、岩の向こう側から。

「な、なんでここにいることがわかった」

「この岩の向こうから、君色の気配を感じたので」

「おまえなんか変な能力身についてんぞ！」

「君きみ色いろのことを考えてたら、自然とわかるようになったんだ。愛の力だな」

　ふふん、と誇らしげに笑うリオの姿がイメージできた。

　岩の向こうにいるリオは裸……なんだよな。女子全員水着着用とか、そういうドッキリじゃないよな。いやいやいや。なに考えてんだ俺おれは。想像するな。煩悩よ去れえええ。

「君色は……こっちに来ないんですか？」

　リオさんのなにかを期待するような声。

「勘弁してください……」

「君色は昔、真ま白しろちゃんとよく一緒にお風呂に入っていたと聞く」

「主に小学校低学年までの話だ」

　前述の中学生になってからもせがまれていた件は秘す。

「おにーさんっ」

　フレアも来たのか。幼児特有の舌っ足らずな声が横合いから聞こえてきた。

　待て、横？　後ろじゃなくて？

　思わず顔を向けて見れば、そこには──

　ざばあっ。ぎゅーっ。

　豪快に湯をかき分け、俺に抱きついてくるフレアがいた。

「おおおおおおおま!?　なに堂々と抱きついてきてんだよ！」

「問題ありません。フレア、いま身体が子供なのでっ」

　たしかにそうだが！　腕に当たる感触は凹凸がなくて、でも幼い頃ころの真白を思い出すくらいぷにぷにしてて！　問題はないが別の問題があるような気がしてならないぞこれ！

　待て、取り乱すな。モード……平常心。

「あ、危ないから風呂場で暴れるなよ」

「ふむ。強引に振ふり解ほどいたりはしないんですね」

「なにが言いたい」

「前々から思っていましたが、君色お兄さんってシャイなわりに据え膳食わぬはなんとやらなところがありますよね。これも節約の心得なんでしょうか。チャンスはものにしないともったいない、みたいな」

「その指摘、節約戦士としては肯定だが、男としては否定したい」

「と言いつつもフレアのチャイルドボディを堪能するお兄さんですね？」

　フレアは小さい身体で俺の肩までよじ登り、むぎゅ。

　頬ほおに、頬ずりをしてきた。

「近い近いちかーい！　というかやりすぎだ！　いい子だから離れてください！」

「えー。フレアも君色お兄さんとスキンシップしたいんですよぉ。すりすり」

　フレアの頬ほおは弾力があるのにすべすべで──って、駄目だって！

　いまは五歳児かもしれないが本当のフレアは中学生で、いやそれも仮の姿で実はもう何年も生きている妙齢の女性で、いやいや駄目な理由はそういうことじゃなくて！

　外見云うん々ぬん、実年齢云々ではなく──

「……君きみ色いろ。こっちを見なさい」

　背後でリオさんが見てるのが一番の問題だ！

　俺おれはプレッシャーに負け、言われるがままに振り返った。

　岩場の上からはリオがひょっこり顔を出し、むすっとした顔でこちらを眺めている。

　首から下が見えていないのは幸いと言えるだろうか。だがほのかに上気した肩や、湯に濡ぬれた髪、湯気のベールはそこはかとない色っぽさを演出し──ああやっぱり混浴なんて無理ですごめんなさい、と思い知らされる。

「君色がこっちに来ないなら、私がそっちに行く」

「待て、早まるな！　ごめんなさいとりあえず謝るから思いとどまって！」

「じゃあ、そろそろやめますね。これ以上やったらリオ先輩に怒られちゃうのでっ」

　愉快に笑って、俺から離れるフレア。

　とりあえずは一安心……が、リオさんのジト目攻撃が痛い。

「このように、君色お兄さんは『ちょっと強引かな？』ってくらいの勢いで攻めれば拒みません。ポーズとして拒みはしますが、内心ではしっかり喜んでいます」

「なるほど、参考になる」

「リオに変なこと吹き込むのはやめろぉ！　この子すぐ実践するんだから！」

　みっともなく声を荒げてしまう俺。

　フレアは図ったように「あははっ」と笑った。

「ったく……いきなりみんなで風呂に入ろうとか言うからなにかしてくるとは思ったが、女の子なんだからもうちょっと慎み持てよな」

「君色お兄さんとリオ先輩には感謝してもしきれませんから。精せい一いつ杯ぱいのお礼として、ドキドキイベントのきっかけをプレゼントしてあげたいと思ったんです。なんせフレア、恋のキューピッドなのでっ」

　そう、子供っぽく胸を張るフレアは──すっかり元のフレアに戻っていた。

　そうだよな。「罪悪感に押し潰つぶされそう」なんて言うフレアは、らしくない。

　こいつは、いつだって無邪気で。

　俺や真ま白しろをからかいはするが、そこに悪意はない。そういうお茶ちや目めな奴やつなんだ。

「──フレア、君色お兄さんもリオ先輩も大好きですっ！」

　そんなフレアだからこそ、俺もリオも信じることができる。

「お二人の子供になりたいくらい大好きですっ！」

「「子供!?」」

　ふとした言葉に、揃そろって過剰反応してしまうその二人。

　すると真ま白しろが「あ！　そっちにお兄ちゃんいるの!?」と接近してきて、「ののの覗のぞき魔は抹殺！」とエリス配下の死神が宙を舞い、混乱の中「ふぅ……」とヘッドフォンで音楽を聴きながら入浴していた香か穂ほの胸が湯に浮いていることに衝撃を覚え、いい加減羞恥心との戦いに疲れた俺おれは逸いち早はやく風呂から撤退した。



　風呂から出た後、明日に備えて今日はもう寝ることになった。

　フレアなんかは修学旅行気分で「えー。みんなで枕投げとかしましょうよー」とわがままを言っていたが、さすがにつきあえない。俺もこれでけっこう疲れてるしな。

　で、就寝となるとそれぞれの部屋に戻るわけで。

　仲居さんの仕業だろう。俺とリオの部屋にはもう布団が敷かれていた──一人分だけ。

「あー……えっと」

　その布団を前に、ぽりぽりと頬ほおを掻かく。

　隣に立つリオは、わかりやすいくらい意識した顔で目を伏せていた。

　二人で一つっていうシチュエーションは初めてじゃないし、いまさら意識もなにもないのだが……旅先ともなれば、人の気分も変わるものだ。

「き、君きみ色いろ。あの、お先にどうぞ」

「お先にって、着替えとは違うんだから交代制で寝るわけにもいかねーだろ」

「そ、それもそう、ですね。うん。うん」

　むう。やっぱり意識してしまう。それもこれもフレアが変なこと言ったせいだ。

「あー。突っ立っててもしょうがない。さっさと寝るぞ。いつもどおりにな」

「いつもどおり……そう。君色は、いつも……むう」

　なにかぼやいているリオさんですが、聞こえないフリをしておこう。

　部屋の電気を消そうとしたところで、

「……お兄ちゃん、リオさん。あの、おじゃましてもいいですか？」

　真白の声が聞こえてきた。

　部屋の外、襖ふすまの向こうからだ。真白にしては珍しい、控えめな声である。

「どうしたんだ真白ちゃん？」

　リオが襖を開け、真白を迎える。

　浴衣姿でもじもじしている真白は、その腕に枕を抱えていた。

「あ、あのね。その、遠慮しなきゃっていうのはわかってるんだけど……」

「遠慮？」

「わ、わたしも！　お兄ちゃんとリオさんと一緒に寝て……いいですか？」

　……なんですと？



　唐突であろうとなんだろうと、俺おれが真ま白しろのお願いを断るはずがないわけで。

　俺とリオと真白は、一つの布団に三人で寝ることになった。

　真ん中に俺。右側にリオ。左側に真白。

　親子三人ではないが、川の字というやつである。

「ごめんねリオさん。せっかくお兄ちゃんと二人きりだったのに……」

「真白ちゃんが遠慮することなんてない。むしろ、私も真白ちゃんと一緒に寝ることができて嬉うれしい」

「あっ……えへへっ。ありがとう、リオお姉ちゃん……」

「ひゃわっ!?」

　変な声を出してから、リオが俺と真白に背を向けた。

　あ、これは隠れてニヤニヤしてるな。真白にお姉ちゃんって呼ばれたから。

「リオお姉ちゃん」と呼ばれたことは過去にも一度あったのだが、そのときのリオの浮かれっぷりがとんでもなかったので、以後は本人が真白に使用を禁じたのである。

　しかしながら。

「俺は少し嬉しいな。真白がこっちの部屋に来てくれて」

「ふぇ？　どうして？」

「だっておまえ、幼児化したフレアに夢中だったじゃないか。共同生活中もずっとフレアと一緒に寝てたし、今日もあいつを抱っこして眠るのかと」

「もう。そんなこと言ってたらいつまで経たっても妹離れできないよ」

「いつまで経っても兄離れできない妹に言われてもな」

「君きみ色いろは真白ちゃんに兄離れしてほしいのか？」

「してほしくないです！」

「真白ちゃんは君色に妹離れしてほしいのか？」

「してほしくないであります！」

「二人は本当に仲良しだ」

　リオも真白も、そして俺も、三人揃そろってくすくす笑い合う。

　不思議なものだ。真白が来た途端、リオに対する妙な意識が吹き飛んでしまった。

　やっぱり、真白は俺にとって家族で──日常なんだな、と思う。

「わたしも、久しぶりにお兄ちゃんと一緒に寝たかったんだ……あ、でもこれは理由の半分くらいで。もう半分は、お話したいことがあったから」

「なんだよ改まって」

「……改まって言わなきゃいけないことなんだよ。バーレットさんやリオさんも、そうしてたから。わたしも、きちんと言わなきゃって思って」

　真ま白しろは一度深呼吸してから、

「──ありがとう、お兄ちゃん。わたしのこと、ずっと守ってくれて」

　まっすぐに……言い放はなった。

　……本当に、なにを改まってって感じだ。

「二人暮らしを始めたときに約束したろ。そういうのは言わないって」

「うん……ごめんね。でも、どうしても言いたかったの」

「真白……」

「わたし、魔術師のことも『凶まが星ぼし』のことも知らなくて。お兄ちゃんが命がけで戦ってたんだってことも、フレアちゃんに教えてもらって初めて知ったんだよ」

「それは……」

「お兄ちゃんは、どうしてわたしに最初から話してくれなかったの？」

「……おまえには日常にいてほしかったからだよ。それに……『凶星』のこと知ったら、ショック受けるだろ」

　なにせ『凶星』は他人に不幸を振りまいてしまう力なのだ。

　両親の離婚や友達の転校、それらの原因が自分の中にあっただなんて……できることなら、最後まで知らないでいたほうがいいに決まってる。

「うん。実際ちょっとショックだった。でも、平気だったよ」

　しかし、返ってきたのは強い一言だった。

「お兄ちゃんやリオさん……それにフレアちゃんがいてくれたから、平気だった。逆に自分が情けなく思ったくらいなんだからね。みんなが頑張ってたのに、わたしだけなにも知らなかったんだって」

「……真白がそんなこと思う必要はないよ」

　左に身体を向け、真白の頭を慈しむように撫なでる。

「お兄ちゃん。二人で節約しながら暮らしていこうって決めたとき、もう一個した約束覚えてる？」

「改まって感謝はしない、っていう約束以外にか？」

「うん」

「うーん……」

　なんだろう。特別なことを約束した覚えはないんだけどな。

　俺おれが数秒考えていると、

「家族なんだから、困ったときはお互い助け合おう──だよ」

　真白が正解を口にした。

　……それは、特別なことなんかじゃなかった。

　家族ならあたりまえの──あたりまえすぎるが故ゆえに、失念してしまっていたこと。

「真ま白しろ……ましろぉ──っ！」

　俺おれは感極まって、つい真白に抱きついてしまった。

　浴衣は生地が薄くて、真白の華きや奢しやな身体の感触がダイレクトに伝わってくる。

「く、くすぐったいよお兄ちゃん」

「真白がいてよかった。真白がいてくれたから、いろいろ頑張ることができたんだ」

「……じゃあお互いにありがとう、だね」

　兄妹二人、似た者同士ではにかみ合う。

「……やっぱり、君きみ色いろは家族バカだ」

　リオが呆あきれたような、だけど嬉うれしそうな声で、そんなことをつぶやいた。



　……それから、数時間ほど経たって。

　俺はふとした拍子に目が覚めた。時刻は零時過ぎのようだ。

「あれ、リオ……？」

　襖ふすまが開く物音と、誰だれかが部屋を出て行く気配があった。

　左隣の真白は、すぅすぅと安らかな寝顔を浮かべている。

　右隣にいたはずのリオの姿がなかった。

　なんだトイレか──と流そうと思ったものの、五分ほどしても戻って来ない。

　俺はリオを探しに部屋を出た。

　フレアたちの部屋も就寝中のようだし、どこに行ったのだろう。

　廊下を進み、少しだけ外に出てみると──探し人は案外すぐに見つかった。

　そこは、女将おかみさんが春になると花でいっぱいになると語っていた庭園だ。

　いまは冬で、雪も降っていないため寂しい景色だが……それはそれで、風情を感じる。

　リオは、大人二人が横になれるほどの平らな石の上にいた。

「眠れないのか？」

「君色」

　声をかけ、俺はリオの横に座る。

　石の椅い子すはひんやりしていて冷たい。冬の深夜で、しかも浴衣だからな。今日は気温が暖かいため、上着を着なくても耐えられるが。

　リオは雲のない空を眺めながら、

「……急に星が見たくなって」

「ロマンチックな回答だが、捻ひねりが足りないな。ここはもっと味のあるセリフを言う場面だぜ？」

「ほう。たとえば？」

「えっ。待って、考えてなかった。ええとだな……」

「君きみ色いろはアドリブを鍛えたほうがいいと思う」

　くすりと笑うリオ。

「悩み事か？」

　俺おれは、笑顔の裏になにか憂いがあるのを感じ取った。

「あ、ええと……実は」

「みなまで言うな。玲れい樹じゆのことだろ？」

「姉様の？」

「フレアたちにはああ言ってたけど、玲樹はおまえにとって実の家族だ。決意はできても葛藤がなくなるわけじゃない。愚痴でも心配事でも、俺でよければ聞き役になるぜ？」

「……そうじゃない」

　あれ、違うの？

　リオはなにやら深刻な表情で俯うつむいている。意味もなく指を絡める仕草。言うべき言葉を探しているようだった。

「悩み事があるのは、当たってる」

「なら教えてくれよ」

「それは……その。少しばかり勇気が」

「なんでだよ。おまえ最近めっちゃ素直だったのに」

「だけど、でも」

「リオ。俺たちパートナーだろ？」

「うっ……わかった」

　純粋に、リオが悩んでいるんなら力になってやりたい。

　助け合うことの大切さをさっき真ま白しろに教えてもらったばかりだしな。

　リオは小さく口を開き、俺のほうは見ず俯いたまま声を発する。

「……って」

「えっ？」

「だから……って」

「もっと大きな声で喋しやべれよ」

「どうしたら君色は私に手を出してくれるんだろうって！」

　──不意打ち気味の大声に、数秒、理解が遅れた。

　ゆっくり、その言葉の意味を咀そ嚼しやくしていく。

　リオの顔は俯いたまま赤くなっていて、口はもごもご、俺は呆ぼう然ぜん。

「……そういうことで、悩んでました」

「……ええと、こ、この状況で？　この状況でそういう心配なの？」

「だ、だって！　不安になっちゃったんだから仕方がないじゃないか！」

　リオは恥ずかしさ満点といった表情で、半ば怒りすら窺うかがえる感じに言う。

「クリスマスのとき以来キスしてくれないし。毎晩同じ部屋で寝てるのになにもしてこないし。さっきは雰囲気が違ったかと思えばいつもどおりに寝るし。露天風呂でだって全然こっち見てくれなかったし。お風呂といえば前一緒に入ったときも逃げられたし！」

「り、リオさん？　少し落ち着こうぜ？」

「君きみ色いろは、私と家族になりたいって言ってくれました！」

「はい、言いました」

「その家族は、君色にとって真ま白しろちゃんみたいなもので……つまり、その、一人の女性というか、恋人として見られていないんじゃないかと……」

　……そういうことでしたか。

　まさか決戦とも言える日を翌日に控えたこの状況で、そんな不満を言われるとは思わなかった。というか反論はいくつかあるのですが、それよりなによりそんな悩みを抱えてたって……リオさん俺おれのこと好きすぎだろう。くそう、すげえ嬉うれしい。

「君色」

「は、はい」

「おしり、冷たい」

「あ、ああ。そりゃそうだろうな」

「真白ちゃんがフレアちゃんにやってたの、して」

　なにそれ。としばらく考える。

　お尻が冷たいのはいまが冬でしかも深夜で、さらに俺たちが座っているのがひんやりした石だからで……ああ、真白がフレアにやってたのって、あれか。

「えっと……じゃあ、どうぞ」

　座ったまま姿勢を正し、ぽんぽんと膝の上を叩たたく。

　リオは、その上にちょこん。俺の膝に乗っかった。

「ハグ」

「りょ、了解です」

　続く要求に抗あらがえず、俺は膝の上にいるリオを後ろから抱き締める。

　二人の身体は密着、というかほぼ重なったと言ってしまっていい。

　生地の薄い浴衣は、リオの身体の感触を直じかに伝えてくる。呼吸を忘れて堪能したくなるほどの柔らかさ。湯上がりでもないのに火ほ照てってしまう俺がいた。

　しかも二人の身長差的に、俺の顎はちょうどリオの頭の上に乗っかってしまうわけで。なにが言いたいかというと、リオの髪からいい匂いがする。シャンプーだよなこれ。至近距離で見る黒髪はいつもより艶つやがあって、なんだか吸い込まれそうな──

「ん」

　俺おれが遠い世界に旅立つ直前、リオがなにかを差し出してきた。

　その小さな紙袋には見覚えがある。

「これ……香か穂ほたちからもらったお守りか？」

「中身、君きみ色いろに、見てもらいたい」

　リオが振り返らずに言う。

　俺は言われたとおり中を開け……絶句した。

　──安産御おま守もり。

　中のお守りに書かれていた文字である。

「なっ、は、えっ、えええええ!?　ちょ、リオさん!?」

「ち、違うから！」

「わかってるよ！」

　身に覚えがねーし！

「で、でも将来的にはと言いますか、私は君色と家族になりたくて、君色も私と家族になりたくて、その約束はもう済んだけど、もっと欲を言えば家族を……作りたい……と言いますか、あの、あの……だから……」

　だんだん声が小さくなっていくリオ。

　俺はといえば、妄想が大変だ。リオ、将来、家族を作る、なんてキーワードで構築されたイメージは清純な男子高校生にとって一種のユートピアであり、危うく節約戦士の心を忘れかけてしまう。

　そう……俺は節約戦士だ！　だから！

「見てのとおり私はちんちくりんなので……君色がその気にならないのはわかりますが」

「待て待て待て！　リオは誤解してる！　俺がそういうことしないのは──」

「でも香穂の場合はつきあって一週間だって言ってた」

　手早すぎだろあの馬ば鹿か野郎！

「……君色が我慢の人で実際に我慢してるのは知ってる。けど、私にもっと魅力があれば我慢なんてできないんじゃないかって。そんな風ふうに考えたらちょっと悩んでしまい」

「ええとですね……いやでも、だからそういうのはだな……」

「君色は柔らかいの好きですよね？」

「いきなりなにを!?」

「だって君色、寝てるときいつも私のほっぺた触るし……」

　確かに触ってますよ！　俺の精せい一いつ杯ぱいの欲望だよ！　リオのほっぺたすっげー柔らかくて気持ちいいんだよ！　禁煙中の人が飴あめ玉だま舐なめるようなもんだと思ってください！

　と、さすがに言葉には出せない俺の前で──

　リオはおもむろに、浴衣の前をはだけて見せた。

「だから、その……ほっぺたより柔らかい場所を触っても……いい、ですよ」

　お許し。

　お許しが出てしまった。

「あの、リオさん。浴衣はだけてますが」

「知ってる」

「ご、ご存ぞん知じでしたか」

　わかってないフリ作戦、失敗。

　下手な甘言に惑わされる節約戦士ではない。

　でも──浴衣のはだけた部分には、リオの肌色。ちょっぴり覗のぞく下着の黒。控えめな起伏。表情を窺うかがってみれば、羞恥に耐える恋人。月光は空気を読んだのか明るすぎる。気温も「寒いと大変だから、いろいろ」とでも言いたいのか暖かすぎる。どうしろと。

「ま、前から訊ききたかったんだけど、リオって黒好きなのか？」

　下着見てますよ、としか取れない質問だった。

　気が動転しすぎていた。

「初めて買ったとき、リオは肌が白いんだから絶対に黒が似合う、って姉様が」

「あー、あの人の仕業でしたか」

「あと『ロリ体形にはアダルト下着がジャスティス！』とも」

「あいつは昔からああだったわけか」

　玲れい樹じゆの奴やつが恨めしいような、グッジョブと言ってやりたいような。

　いやいやいや、なにがグッジョブだよ。流されるな俺おれ。

　節約戦士らしく現実的に考えよう。ここでああしてこれしてしまうのは問題である。万が一にもああなってこうなってしまっては、将来的にも金銭的にも大変で今後の生活を縛ることになってしまうのではないか。脳内においてもストレートに表現できない俺はやっぱりヘタレなのかもしれない。

「…………」

　まずい。リオさんが無言になってきた。

　もう俯うつむいてはいない。赤く湿った唇と、潤んだ瞳を必殺の一撃が如ごとく向けてくる。

　そんな風ふうに見つめられてしまっては、俺も思考を誘導されてしまうわけで。

　むしろ決戦前夜というシチュエーションはムードがあっていいんじゃないか、とか。

「リオ──」

　とさっ。

　露出した肩に優しく触れ、上体を前へ。リオの身体を優しく横たえる。

　綾あや瀬せ君きみ色いろはいたって自然な動作で鍵かぎ宮みやリオに覆おおい被かぶさり──

　あれ、俺おれなに押し倒してんの？

「君きみ色いろ……」

　リオの震えた声が魂を誘う。

　節約精神の崩壊だった。

　自分で自分が抑えられなくなっている。

　だけど、まずい、という考えはまだ頭の中に残っていた。

　ああもう！　真ま白しろでもフレアでもキールハットでも香か穂ほでもエリスでも誰だれでもいいからいますぐここに来てこの空気を粉砕してくれ！　いややっぱ教育に悪いので真白以外で！

「──まいった。出歯亀の趣味はないのだがね」

　はたして、その願いは天に届いた。

　真白でもフレアでもキールハットでも香穂でもエリスでもない、謎の声によって。

「なっ──」

　俺とリオは咄とつ嗟さ、声のしたほうを見て驚きよう愕がくする。

　葉の落ちた木の枝に、見知らぬ女の子が座っていたのだ。

　その姿を一言で表現するなら──探偵。

　シックなデザインのディアストーカーを被かぶり、地味な色のインバネスコートを纏まとっている。シャーロック・ホームズといわれて大多数の人が思い浮かべるイメージ──それを具現化したような少女が、木の上から俺たちを見下ろしていた。

「はじめまして、綾あや瀬せ君色クン。そしてお久しぶりです、鍵かぎ宮みやリオ様。それとも、二人まとめて『テンサウザンドの節約術師』と呼ぶべきかな？」

「探さぐり子こ……っ」

「とりあえず情事は中断してもらいたいのだが、よろしいかな？」

　ハッとした。俺はまだリオを押し倒したままである。

　大慌てで体勢を立て直す。慌てるあまり二人で石の上で正座になってしまったが、またすぐにハッとして立ち上がる。なんだろう、すごく恥ずかしい。

　それはそれとして、リオが口にしたいまの名前。

「鍵宮家の使用人か」

「うむ。鍵宮家専属名探偵の剣つるぎ探子だ」

　祭まつり子こや忍しのび子こ、運はこび子こと似た響きの名前……しかし名探偵って。忍者以上にわかんねー役職だな。

「探偵くらいで驚いちゃいけない。鍵宮家使用人の役職は千にものぼる」

　平然とこちらの思考を読んでみせる探子。

「名探偵ね。察するに、その読心がおまえの筆頭魔術ってわけか」

「その推理は大ハズレだ。なんせボクは魔術師じゃない」

「なに？」

「ボクが君の思考を呼んだこと、そしてこの場所を突き止めたのは、名探偵としての純粋な推理力によるものだよ」

「アホか。そんなわけ──」

「君きみ色いろ、探さぐり子この言っていることは本当だ」

　あるはずない。と言おうとした直前、リオが語り出す。

「探子は鍵かぎ宮みや家の中でも例外中の例外。魔力を持たず魔術を使わず、鍵宮家の当主である父様の専属として働いている軍師、もしくは策略家だ」

「名探偵ですよリオ様」

「私たちが出会う以前、姉様の依頼で君色や真ま白しろちゃんの過去を調べたのがこの探子だ」

　そういや、玲れい樹じゆはあのとき「魔術の力ではなく金の力」とかなんとか言っていた。

　それにいまのリオの発言、依頼という言葉から推察するに──

「ボクはご当主様の専属で《鍵姫宮殿キーパレス》ではない。だから玲樹様がボクに仕事をさせるには、お金を払っての依頼という形になるのさ。いまは都合よくフリーだったのでね」

　またもやこちらの考えを読む名探偵。

「さて。事情は玲樹様から聞いているが、頼まれた以上の仕事をするつもりはない。正月明けから別の仕事が控えてもいるしね。それと今回の件はご当主様には知れていないから、安心していいですよ。玲樹様は自分たちだけでなんとかするつもりみたいで」

「随分とビジネスライクな奴やつだな。世界が滅ぶかもしれないんだぞ？」

「滅ばないんだろう？　ボクの推理によると、玲樹様もそう思っているはずだよ」

「は……？」

　なんだそりゃ。前提が狂うぞ。

　玲樹はフレアが信じられないから、俺おれたちの行動で世界が滅ぶと思っているから──

「玲樹様は世界が滅ぶから、なんて理由で君たちと対立しているわけではない。魔術師としての使命をまっとうするため、君たちに同調するわけにはいかないんだ。そして魔術師の使命をまっとうするということは、つまりリオ様を──」

「……リオを、なんだよ」

「ここから先は自分で推理したまえ」

　思わせぶりなことを言っておきながら……玲樹と気が合うんじゃねーかこいつ。

「そんなわけで、ボクは玲樹様の依頼で君たちの明日の目的地を推理させてもらった。玲樹様たち《鍵姫宮殿》はそこで待ち構えるようだよ。この情報は《ソサエティ》には伝わっていないし、名探偵の誇りにかけてボク以外に君たちの行動を推理できた者はいないと断言しよう。つまり、君たちと《鍵姫宮殿》の一騎打ちだ」

「待ち構えるって、なんだってそんな」

「一度言ったよ。玲れい樹じゆ様は自分たちだけでなんとかするつもりなのさ」

　そう言って、探さぐり子こは枝から飛び降りる。

　すたすた、となんでもない風ふうに俺おれたちの横を通りすぎ、去っていこうというのだ。

「お楽しみのところ邪魔して悪かった。が、ボクも鍵かぎ宮みや家の人間だ。少しは玲樹様の意を汲くんであげてほしいものだね。ああ、それとリオ様」

「なんだ」

「今回の依頼料なんだけど、《鍵姫宮殿キーパレス》も財政難みたいでね。どうやら支払えそうにないんだ。なので、ボクから玲樹様に別の条件を出した」

「別の条件だと？」

「玲樹様と祭まつり子こ他ほか、《鍵姫宮殿》の魔術師全員がご当主様の組織に加わることさ」

　振り向きざま、リオにそんなことを言う。

「今回の件がどういう決着を迎えるにせよ、《鍵姫宮殿》は解散。玲樹様は日本を離れる。駆け落ち中のリオ様には関係ないかもしれないが、一応教えておこうと思ってね」

「……いらぬお節介だ。私の決意がその程度で揺らぐとでも？」

「揺らがない、とボクは推理するね。だから一応さ。あ、あと綾あや瀬せ君きみ色いろクン」

　ヒュン──と、探子は俺にカードのようなものを投げよこしてきた。

　手にしたそれは、探子個人の名刺のようだ。名探偵という肩書きと、連絡先が記載されている。ご丁寧なことに、依頼内容ごとの参考料金まで載っていた。絶句する額が。

「仕事の依頼があったらかけたまえ。ボクは金で動くよ」

「貧乏人の俺には一生縁がないから安心しとけ」

「それは残念。では、よい夜を」

　魔術師ではないらしい探子は、普通に歩いて玄関のほうへ去っていった。

　……新顔が現れたかと思えば、まさか本当に話だけで帰っていくとは。

「リオ、あいつの言ってたこと信用できるのか？　俺たちの目的地を推理したって──」

「探子の腕は本物だ。おそらくハッタリではない」

「そうか……なら、本当に玲樹たちとの一騎打ちだな」

「…………」

「リオ？」

　急に黙ってしまったリオの顔を覗のぞきこむ。

　ぷくー、と頬ほおが膨らんでいた。

　それはもう……わかりやすいくらいに。

「……リオさん。怒ってる？」

「そうですね」

　ぷいっ、とそっぽを向くリオ。

　その怒りの原因は、話にあった玲れい樹じゆの行動──ではなく、探さぐり子この乱入だろう。

　いい雰囲気をぶち壊されたら怒りますよね、そりゃ。

「戻ろう、君きみ色いろ。早く寝て速やかに起きて早急に姉様を屈服させてやる」

「へいへい」

　まー、結果的にはよかったのかもしれない。

　とはいえ、このままリオをご機嫌ななめにしておくのも……男としてどうなのか。

「リオ、ちょっとこっち向け」

　そう思った俺おれは、前を歩くリオを振り返らせ。

　細い腰に腕を回して抱き寄せ。

　唇を塞ふさいだ。

「──ッ!?」

　驚きは一瞬。リオの目がとろんとするまで抱擁と口づけを続ける。

　口内に満ちる熱い感触。微かすかな水音。

　幸せの時間は十秒以上続き……どちらとでもなく唇を離した。

「あ、あうぅぅ」

「おっと」

　へなへなと寄りかかってきたリオの身体を抱き支える。

















　その顔は熟れ熟れだった。完熟りんごをとろとろに溶かしたらこんな風ふうになるかな、なんて馬ば鹿かなことを考えてしまうくらい真まっ赤かっ赤かだった。

「きみいろ……いま、しひゃ……」

「ちゃんと触ったぞ、ほっぺたより柔らかい場所」

　そこはたぶん、人体で一番柔らかい部分じゃなかろうか。

　どこかは、恥ずかしいので二人とも口にしないけど。

「リオ。家族ってことは、ずっと一緒ってことだろ？」

「うん……」

「ずっと一緒ってことは、明日もあるってことだ」

「うん、うん」

「だから、今日は焦ったりしなくていいから。あと、俺おれはおまえのこと大好きだから。いろいろ我慢してるのは、おまえのことが大切だからで……ああもう！　これ以上言わせんな馬鹿！」

「うん、うん、うん！　私も、君きみ色いろのこと大好きっ！」

　──その夜、俺はリオさんの抱き枕として酷使されることとなった。

　でも案外よく眠れたのは、俺もリオのことを抱き枕にしていたからかもしれない。








第六話　魔術師の領域を破壊せよ





《鍵姫宮殿キーパレス》との決戦当日。

　俺たちは朝食を済ませた後、全員で旅館を出た。目的地は近くにある山だ。

　その山の頂上付近が世界と異界を繋つなげるのに最適な場所らしい。また『凶きよう星せい界かい放ほう』の術式を魔法陣という形で既に用意している。刻限は正午。それまでに到着できなければアウトだ。

「玲れい樹じゆたちが待ち構えてるんなら、その陣を壊されてる可能性もあるんじゃないか？」

「どうでしょう。一応隠してはあるのですが、その隠し場所まで推理されていたとしたらお手上げですね。でも陣はフレアがいれば修復可能です。手間がかかるので時間ギリギリだと難しいですが」

「ならばなおのこと、姉様などに構っている暇はないな」

　移動中の車内で、リオは姉への敵対心を確かなものにした。

　制服の俺と真ま白しろ、ワンピースのフレアを除き、他ほか全員は戦闘服である。

　リオはクリスマスの戦いで見せた白と青の制服っぽい衣装。キールハットはタキシードとシルクハット、香か穂ほは制服の上からパーカーでもちろんヘッドフォン装備。エリスは死神を思わせる黒のローブ着用である。

「鍵かぎ宮みやリオに確認。敵は六人。増援の可能性」

「は、ない。《鍵姫宮殿キーパレス》内で戦闘を行える魔術師は六人だけだ。姉様が自分たちだけでケリをつけると言ったのなら、応援を呼んだりもしていないだろう」

「リオちゃんってば言い切りますねえ。その思考を逆手に取られたりは？」

「大丈夫だ。姉様のことはよくわかってる」

「家族のことは家族に任せるのが……うん」

　なんと頼もしい。リオってばこんなに勇ましい奴やつだったのか。

「リオお姉ちゃん、なんだか格かつ好こういい……」

「はうあ！」

　真ま白しろにお姉ちゃんと呼ばれた途端、勇ましかったリオは崩れ、身体も表情もへろへろに弛し緩かんしてしまう。うん、リオはリオだな。変に気張ってるわけでもなさそうで安心だ。

「麓に到着。通路は徒歩」

　ここから先は歩いて山登り、か。

　俺おれたちは順に車を降りて、目指すべき山を前にする。

　目の前の山は登山道もしっかりしていて、入り口にはハイキングコースの案内板なんかも立てられているが──

「……結界、張られてるな」

　今日ばかりは、俺たち《大　家　族グラン・フアミリア》と《鍵姫宮殿》の貸し切りだ。

　まず魔力消費のないリオが結界侵入の『即席魔術インスタント』を使って中に入り、俺たちが続く。

　罠わなが仕掛けられている可能性を危惧もしたが、玲れい樹じゆの性格上ありえないと断言するリオを信じて突き進んだ。登山者用の山道を外れずに歩いていけば、やがて障害にぶつかるはずだからと──

「おおっとー！　こっから先は通さないっわよー！」

　かくして、そのときは訪れた。

　俺たちの前に、三人の魔術師が立ち塞ふさがる。

　先頭で甲かん高だかい声を発したのは、やたら派手な格好の少女だ。服装は祭まつり子こと同じタイプのメイド服だが、フリルやらリボンやらをゴテゴテに飾って甘ロリっぽく仕上げている。

「ふぅん。あれがリオ様をたぶらかしたっていう男の子かぁ」

　その後ろに立つのは、首から下をマントですっぽり覆った二十代後半くらいの女性。

　そして隣には、男装とも思えるスーツ姿の──鍵宮家専属運転手、剣つるぎ運はこび子こもいる。

「《鍵姫宮殿》の戦闘部隊か」

「あの派手なのが鍵かぎ宮みや家専属菓子職人の剣つるぎ甘あまめ子こ。マントで身体を隠しているのが鍵宮家専属狙撃手の剣定さだめ子こ。スーツが鍵宮家専属運転手の剣運はこび子こだ」

　俺おれは『端末図書ライブラリ』を取り出し、さっそく確認する。



【名：‥剣甘子■称号：‥“〝爆菓職人ロリポツパー”〟■魔力：‥１５０／１５０】

【名：‥剣定子■称号：‥“〝制空射手スナイパー”〟■魔力：‥１６０／１６０】

【名：‥剣運子■称号：‥“〝護送御者ドライバー”〟■魔力：‥１９０／１９０】



　当然のごとく称号持ち、そして魔力量も一線級か……っ！

「ここは任せて先に行け、ってやつですね」

　前に出たのはキールハットだ。香か穂ほとエリスも続く。

　甘子、定子、運子──キールハット、香穂、エリス。

　三対三で睨にらみ合う構図ができあがった。

「人数もぴったりで助かります。そちらも異存はないでしょう？」

「ふん。気に入らないっの。確かにリオ様たちは通すように言われてるけどっさ」

「でもぉ。簡単に通すのもつまらないわよねぇ」

「通せばいい。全員、動けないようにしてから」

「運子ちゃんそれっ、名っ案！」

　パチン、と甘子が指を弾はじいてから取り出した得物は──チョコレート菓子の箱だ。

　スーパーなんかでよく見る市販品。その中身を空中にバラ撒まき、

「先制のご挨あい拶さつ──『爆裂感謝祭チヨコチヨコパーテイー』開幕ぅ！」

　カッ！　とチョコが弾けた。

　弾けたといってもそれは爆竹より少し派手なくらいの音と衝撃で、俺たちにダメージはない。しかし意表を突かれたその隙すき、本命であったらしい定子が動く。

「『飛翔銃群ガングループ』第一射・オートモード──翔とべぇ！」

　バッ──と広げたマントの中を見て、驚きよう愕がくする。

　この真冬にビキニの水着姿だった。しかも豊満な──そんなことはどうでもいい。驚いたのは腰や脚、マントの内側に取りつけられたいくつもの銃を見てだ。拳銃、猟銃、散弾銃。他ほかにも俺の知識にはない形状の銃が無数、鳥のように空へと散っていく。

「散開！」

　エリスが叫ぶと同時、空飛ぶ銃の数々から弾丸が放はなたれた。

　俺たちは近くの木に隠れ、銃弾を回避する。が、よく見ると回避するまでもなかったかもしれない。銃はなぜか高速で飛び回っていて、まったく見当違いの場所を撃っていた。それでもざっと二十以上の銃と銃弾が飛び交っているので、出ていけない怖さがあるが。

「っつーか無差別射撃じゃねーか！　あいつ狙撃手じゃなくて乱射魔だろ！」

「定さだめ子こは激しい銃声を聴くのが好きな変な人なんだ」

「本当に変な人だな！」

　定子は銃撃の中心地で恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

「香か穂ほちゃん。あれ、鬱うつ陶とうしいから全部落としちゃいましょう」

「うん。でも数が多いから、レベル９でも難しいよ？」

「レベル10解禁です」

「わかった」

　キールハットの指示を受けて、香穂が首にかけていたヘッドフォンを装着する。

「『闘タタ神カイノノ舞ウタ』──ボリュームレベル10、スタート」

　ドン！　という衝撃音の後、香穂の身体に変化が訪れる。髪が逆立ち、目尻がキリリと持ち上がり、気けだるげな印象を溢あふれんばかりの覇気で上書きする。

　刹せつ那な、電光石火。

　香穂は木の陰から飛び出し、高速で飛ひ翔しようする銃をそれ以上のスピードで叩たたき落としていく。豪雨の如ごとき弾幕をものともしないその速さは、目で追うのがやっとである。

　これが戦いくさ部べ香穂の奥の手、『闘神ノ舞』レベル10。

　肉体強化の度合いは俺おれやリオと戦ったとき以上だ。

　香穂は凄絶な速度でもって敵に肉薄、まずは定子を落としにかかる。

　だが敵は三人組──そうやすやすと決めさせてはもらえない。

「『遠隔運転リモート』」

　動いたのは運はこび子こだ。手にリモコンのようなものを持ち、魔術を唱える。

　次の瞬間──バキバキバキッと木々をなぎ倒す音と共に、森の向こうから一台の車が飛び出してきた。運子がいつも運転している黒塗りの高級車だ。

　それが法定速度を二回りくらい無視した速度で──ガンッ！

　香穂を思い切り撥はね飛ばした。

「れ、轢れき殺さつだよ──っ!?」

「おお！　ちゃんと覚えてましたね真ま白しろちゃん！」

「フレアちゃんに教えてもらったから──ってそれどころじゃないよ!?」

「大丈夫です。香穂ちゃん頑丈な子ですから！」

　真白は泡を吹きそうな勢いで動揺していたが、家族を信じるフレアの言葉は強い。

　その信頼どおり、撥ねられた香穂は空中で身体を捻ひねって立て直し、二本の足で軽々と着地してみせた──が、まだ安心はできない。運子が遠隔操作しているらしい高級車が、再度の突進を強行したのだ。

「定子ちゃん、サポートするよ！」

「りょーかぁい！」

　甘あまめ子こが筒入りのチップス菓子を、定さだめ子こが散弾銃を構え新たな魔術を行使しようとする。

　この瞬間、三人組の注意は香か穂ほに向いた──生じた隙すきを、エリスがつく。

「『笑い狂う右半神ナキナシ』──『泣き叫ぶ左半神エミナシ』」

　己の両脇に二体の死神を顕現させ、甘子と定子の前に飛び出す。

　笑顔の仮面をつけた死神は甘子を、泣き顔の仮面をつけた死神は定子を。

　それぞれ手にした鎌で襲いかかり、魔術の発動を中断させた──だけにとどまらない。

「『心語らぬ死背神カオナシ』」

　エリスの背後に新たな死神が出現。

　全長五メートルほどもある、表情のない仮面をつけた死神だ。

　そいつは熊のようなのそっとした動きで、香穂を追い回す車を捕捉する。

　そして──ザンッ！

　手にした大振りの鎌による斬撃。車体を真まっ二ぷたつにしてしまった。

「ううん!?　運はこび子こちゃんも定子ちゃんもなんでそんなに増えてんの!?」

　爆破炎上する車の奥で、甘子が混乱の声を上げた。

　増えた？　なんのことを言ってるんだ。運子も定子も別に増えてなんか──そうか。

「行ってください、君きみ色いろくん」

　数が増える──という錯覚。数の認識を狂わせる魔術。

　その使い手はいま俺おれの横にいる。即すなわち、“〝数奇術師マジシヤン”〟キールハットだ。

「ここは僕と香穂ちゃんとエリス姉さんで切り抜けますから。君たちは本丸へ」

「待てよ。せっかく数で勝ってんだ。ここは一気に──」

「いや、君色くんがいるといつ魔力が尽きるとも限らないので。ぶっちゃけ邪魔なので」

「ぐう!?」

　そうだ。俺の『契節約ギアスセイバー』は契約者であるリオ以外の魔術師にとって害悪中の害悪。敵味方関係なく魔力の消費量を増加させてしまう。能力の関係上、俺は集団戦闘に関かかわるべきではないのである。

「君色お兄さん、ここはみんなに任せて先に進みましょう。邪魔はよくないです」

「じゃ、邪魔……そっか、俺って邪魔か……」

「お兄ちゃん！　しょげてる場合じゃないでしょ！」

「はい！」

　珍しく真ま白しろに叱られてしまった俺は、頬ほおを叩たたいて気合を入れ直す。

　真白なんて、魔術も使えなきゃ俺みたいに修行を積んだわけでもない。この状況下、本当は怖くて仕方がないはずなのだ。

　その真白が頑張ってるってのに……俺が頑張らないわけにはいかねーだろ！

「ストレーガのこと、よろしく頼みますよ」

「おう！」

「キールくんたちこそ、無む茶ちやはしないでくださいね！」

　キールハット、香か穂ほ、エリスの三人にこの場は任せ──

　俺おれ、リオ、真ま白しろ、フレアの四人は山道の先を行く。

　キールハットの言う本丸──鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆという最後の障害を乗り越えるために。



　しばらく進むと、開けた場所に出た。

　ハイキングに来た方はここでお弁当をどうぞ、ということなのだろうか。周囲には木の椅い子すや机、鉄製のポール時計が置かれていたり、アスレチックなんかも設けられている。

「来たわね、姉不孝者」

　そこに、鍵宮玲樹はいた。

　着衣は幾何学模様の刺し繍しゆうが入ったチャイナドレス、上からジャケット。学校の制服や私服なんかとはわけが違う。紛まぎれもない魔術師の戦闘装束だ。

　隣にはちゃんと、メイド服姿の剣つるぎ祭まつり子こも控えている。この二人は単なる主人と従者ではなく、魔術師としてもコンビであり──つまり。

「やる気満々って感じだな」

「行こう、君きみ色いろ」

　背後に真白とフレアを置き、俺とリオだけが前へ進む。

　ここから先は二対二。魔術師対魔術師の──いや。

「念のために訊きいておくわよ。ここに来た目的は？」

「姉妹喧げん嘩かだ」

　……そうだな。リオの言うとおりだ。

　事はもう、世界の命運をかけた戦いだとかそういうのではない。

　姉と妹、意地と意地のぶつかりあい。この対決は、簡単に言ってしまえばそれなのだ。

「改心はせず、か……いいわ。なら全力で立ち塞ふさがってあげる」

　無駄話をするつもりもないらしい。

「工房展開──」

　玲樹は自分の足元に巨大な魔法陣を展開、複雑な紋様を走らせていく。

“〝神装職人マイスター”〟鍵宮玲樹の筆頭魔術、『神装創造クリエイターズゴツド』発動の前段階だ。

　武器を製造しようとする姉に対し、リオもまた自身の筆頭魔術である『界門』発動の準備に取り掛かっていた。宙に魔法陣を描き、その中心に拳こぶしを打ちつけ──えっ？

「『界門』雷帝の巨塔──ノック！」

　いきなりぶっ放ぱなした。

　開かれた『界門』から雷の竜が飛び出し、まだ魔術を発動できていない玲れい樹じゆを襲う。

　直撃。轟ごう音おん。そして盛大な土煙が舞った。

「え、ええええええええっ!?　ちょ、リオさん!?」

「姉様の『神装創造クリエイターズゴツド』の弱点は武器を完成させるまでに時間がかかることだ。それを律儀に待つ必要はない」

「いやいやそりゃそうかもしれないけど！」

　だからって実の姉にこの仕打ち。容赦なさすぎだろ！

　不意打ちといっても過言ではない一撃だ。さすがの玲樹も、

「──甘い」

　防ぐことはできまい──と思ったのだが、本人の言うとおり甘かった。

　土煙が晴れた向こう、変わらぬ姿で屹きつ立りつする玲樹がいた。

　その右手には一振りの剣、左手には円形の盾が装備されている。リオが『界門』を発動させる直前、あの盾を製造して雷竜の攻撃を防いだのか。

「リオの考えくらいお見通しよ。私の『神装創造』にはショートカットっていう便利なシステムがあるの。そんなわかりやすい隙すきなんて作るはずがないでしょ」

「武器のスペックを落とす代わりに瞬時に製造できるってやつか。だけど、それは壊れたらまた作り直す必要がある。つまりそれだけ魔力を消費するってことだ。なら──」

「君の『契節約ギアスセイバー』で私の魔力を削り切るつもり？　君ってばそればっかりね」

「ハッ、財布に底がある奴やつとない奴。どっちが強いかなんて明白だろうが」

「節約戦士が聞いて呆あきれるわ。初心を忘れた輩やからに勝機なんてないのよ」

　ダンッ！　と玲樹が大地を強く蹴り、こちらに駆けてくる。

「『部装強化エクイツプ』──対象を我が主の脚部へ」

　その走力は祭まつり子この魔術によってブーストされ、俺おれたちの距離は一瞬で埋まった。

　リオに肉弾戦の心得はない。そちらを狙われたら一巻の終わりだが、過保護な姉の狙いは──俺！

「くっ！」

　素手の人間に容赦なく放はなたれる斬撃。俺は上体を反らして回避し、同時に脚を振り上げ玲樹の握る剣を落としにかかる。右手を狙った一撃はしかし左手の盾に跳ね返され、逆に体勢を崩されてしまった。

「『連れん装そう弾だん花か』装そう填てん──ファイア！」

　致命的な隙。そこをフォローするのがパートナーのリオだ。

　魔術で製造したガトリングガンから『弾花』を連続射撃。弾丸の雨は盾一つで防げるものでもなく、玲樹に回避を余儀なくさせた。俺たちの間にまた距離が生まれる。

「チッ」

　玲れい樹じゆの舌打ち。と同時、その手に持っていた剣と盾が急に消滅した。

　これがショートカットのデメリット。攻撃力や耐久力を落とす代わりに製造までの時間を短縮する。いまの剣と盾の場合は、一定の時間が経たつと自然消滅するよう制限をかけていたようだ。

「リオ、次の作らせる隙すきを与えるな！」

「言われなくとも！」

　再びガトリングガンを構えるリオ。

　玲樹はまだ『神装創造クリエイターズゴツド』を発動できていな──

「真ま白しろちゃん！」

　──そのときだった。

　悲鳴に近い声色で、フレアが真白の名を呼んだのだ。

　俺おれはゾッとするような悪寒に襲われ、後ろを振り返る。

「──急所が隠せてなかったわね。真白ちゃんのお兄さん」

　妹が羽は交がい絞じめにされ、首元にクナイの刃を当てられているシーンに遭遇した。

　そばにいたはずのフレアも、黒装束の覆面……『隠おん密みつ人形ドール』によって、同じように捕縛されている。

「忍しのび子こ……っ」

　隠密行動に適した黒の装束。隠密らしからぬ金色の髪。足元まで伸びる赤いマフラー。派手なのか地味なのかわからないちぐはぐな格かつ好こうは、本人の影のある印象のせいでギリギリ後者と判断できる。

　剣つるぎ忍子。

《鍵姫宮殿キーパレス》の戦闘要員最後の一人にして──真白とフレアの友達だ。

「玲樹が俺とリオの注意を引き、その隙に忍子が非戦闘要員の真白とフレアを抑える。初めからこれが狙いだったってわけか」

「真白ちゃんは君にとって最大の弱点だもの。こうなることは──」

「わかっていたさ」

　先んじて答えたのはリオだ。

「姉様が忍子をこう使うことは、事前に読めていた。そして、忍子が運はこび子こたちと一緒に現れなかった時点で全員が確信した。そのうえで、この展開を望んだのだ」

「下手な負け惜しみを──」

「負け惜しみじゃないですっ！」

　今度は真白が、強く言い放はなった。

「わたしがリオさんたちにお願いしたの。こうなるように」

「……真白ちゃん、状況わかってる？　変な動きをしたら刺すから」

　俺おれに散々プロとしての自覚を説いていた忍しのび子こだ。たとえ相手が真ま白しろであっても、人質の首にクナイを当てる所作には迷いがない。下手な真ま似ねをすれば鮮血が散るだろう。

「わたし、しのちゃんにもお礼が言いたかったの」

　だが、真白はそんなこと恐れない。

　自分の命が危険に晒さらされているという前提すら頭にない。

　なぜなら、自分に刃を向けている相手は《鍵姫宮殿キーパレス》の剣つるぎ忍子ではなく。

　──友達の、しのちゃんだから。

「しのちゃんが陰で守っててくれたこと、わたし全然知らなかったから。知ってからは、全然会えなかったし……あっ。そういえばお久しぶり、しのちゃん！　はっ、じゃなくてじゃなくて！　ありがとう！」

「……真白ちゃん、やっぱりわかってない」

　忍子の決意は、それでも鈍らない。

「真白ちゃんが人質になっていることで、あなたのお兄さんは死ぬ。最悪、あなたを殺しても『凶きよう星せい界かい放ほう』の阻止という目的は達成される。なのに……怖くないの？」

「怖くないよ。しのちゃんは友達だもん」

　真白の決意もまた、鈍らない。

　その清すが々すがしいまでの恐れのなさに、忍子は唇を噛かむ。

















「フレアの話も聞いてください。フレア、正体を隠していたことについては真ま白しろちゃんにたくさん謝りました。だからしのちゃんにも謝ろうかと思います。ごめんなさい」

　フレアもまた同じく。二人共、忍しのび子こを敵として見ていない。

　あたりまえだ。三人は友達なのだから。

　一緒に授業を受けて、一緒にお昼を食べて、一緒に買い物に行って──そんな普通の友達なのだ。恐怖なんて、生まれるはずがない。

「──やりなさい、忍子」

　冷徹に告げたのは、鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆ。

「この子たちは、揃そろいも揃って魔術師の領域というものを誤解しているわ。私たちが立っているのはそんな甘い世界じゃないのよ。見せしめに教えてやりなさい」

「でも、玲樹様っ」

「安心しなさい。治癒魔術で応急処置くらいはしてあげるわ。真白ちゃんの血を見たことで君きみ色いろくんが素直に殺されてくれればの話だけど」

「テメェ……っ」

　まるで悪党の手口だった。

　鍵宮玲樹、そこまで残酷に徹しようというのか。

「真白ちゃんは一般庶民だ！　魔術師でない者を傷つけるのが姉様のやり方か！」

「駆け落ちなんてした人間が姉様とか呼ばないで。工房展開──」

　言葉に苛いら立だちを含みながら、玲樹が足元に魔法陣を展開する。

　この隙すきに新たな武器を製造するつもりか。真白を人質に取られている以上、俺おれもリオもそれを妨害することはできない。

「世界が滅ぶかどうかの瀬戸際なのよ。魔術師なら犠牲の一人や二人、飲み込んでみせなさい。私情で使命が果たせると思わないで」

「だから世界は滅んだりしないって言ってるだろうが！　探さぐり子こも言ってたぞ。おまえだって本当はそう思ってるんじゃねーのか!?」

「私個人が信じようと信じまいと、危険性があるって点は変わらないのよ！　君は真白ちゃんが絶対当たるって言った宝くじに全財産出せるわけ!?」

「出すか！　たとえとして成立してねーんだよそれ！」

「命令よ忍子！　やりなさい！」

　鬼気迫る表情で、玲樹が命じる。

　忍子も即座に──とはいかなかった。クナイを強く握り締め、しかしその刃は震えている。仕草からして懊おう悩のうが窺うかがえた。俺たちは座して忍子の決断を見守るしかない。

　そして、

「うな──っ！」

　猫みたいな声がした。

　誰だれの声だよ、と驚いてみれば……それは忍しのび子この声だった。

「忍者なめんな！　忍者なめんな忍者なめんな忍者なめんな！　友達に説得されて、仕事を放棄したりとか……そんなことできるわけないっての！」

　一いつ旦たん真ま白しろの拘束を解き、その場で地団駄を踏む。

　やはり、忍子の中にも揺らぐものがあるようだ。

「アタシだって、本当はこんなことしたくないっての！　なんでこんなことになってんのかもわかんないっての！　だけど……だけど……ああもう　わけわかんない！」

　真白は、解放されても忍子のそばから離れなかった。

　こいつは、真面目まじめな奴やつなんだと思う。職務に忠実で、主人に忠実で。でも私情で俺おれに襲いかかったみたいに、自分の感情を無視したりはできない。非情になりきれないのだ。

　だから。

「しのちゃん！　一緒にフレアちゃんのこと助けてあげて！」

　真白は忍子の手を取った。

　握られていたクナイが、ぽとっと地に落ちる。

「フレアちゃんのふるさとなんだよ！　フレアちゃんの家族がいるんだよ！　みんなにたくさん迷惑かけたけど、でも助けたいの！　お願い、しのちゃんも力も貸して！」

「あ、う……」

「フレアからもお願いです、しのちゃん！」

「ううう……」

　忍者としての顔を消し、歳とし相応に困った顔を浮かべる忍子。

　直感でわかった。こいつ、友達の頼みは断れないタイプだ。

「ああもう……いい！　祭まつり子こ！」

「かしこまりました。『部装強化エクイツプ』──対象を我が右腕へ」

　業を煮やした玲れい樹じゆが、忍子ではなく祭子に指示を出す。

　祭子は肉体強化の魔術を自身に施したようで、その強化した腕力でなにをするのかと思えば──ズボッ。

　地面に埋め込まれていた鉄製のポール時計。それを、片手で引っこ抜いた!?

「下手に避けようとすると危ないですよ？」

　と、祭子がにっこり笑い。

　手に持ったポール時計を、投槍の要領で投げ放はなった──俺の妹へ。

「真白！」

　俺は叫ぶ。カバーに入れるタイミングはとうに過ぎ去っていた。

　リオも同様。フレアは『隠おん密みつ人形ドール』に捕縛されたまま。忍子は驚きと戸惑いに身を支配され、真ま白しろはただきょとんとした顔を浮かべている。

　いくらなんでもあれは死ぬ。

　ふざけんな。

　ふざけんなふざけんなふざけんな──ッ！

　俺おれは無駄と理解しながらも駆け出し。

　視界の奥でポール時計が真白を射抜く寸前、

「──『ウインド・カーテン』」

　ゴォッ！　という風の音を耳にした。

　突風だ。どこからともなく突風が吹き荒れ、ポール時計の軌道があらぬ方向にそれた。

　盛大な音と共に地面に突き刺さる。

　真白は……無事だ。

　安あん堵どする俺は、続け様に新たな驚きを得る。

　突風の正体はそいつの魔術だったのか──真白の前に、一人の人物が立っている。

　白い外がい套とうで身体を覆い、顔には目元だけを隠す形の仮面。フードですっぽり頭を覆い隠しているため、髪形もわからない。ただ、魔術師であることだけは間違いなかった。

　こいつは車での逃走中、俺たちを助けた……白外套の魔術師！

「あ、アンタ……あのときのっ！」

　俺たちにとってはともかく、《鍵姫宮殿キーパレス》にとっては追撃を邪魔された怨おん敵てきである。

　忍しのび子こは新しいクナイを手に、謎の闖ちん入にゆう者しやへ挑みかかった。

　が、

「あべっ!?」

　白外套の魔術師に足をかけられ、すっ転んだ。

　いまの動き……なんでもない風ふうに見えたが、タイミングが絶妙だった。こいつ、体術の心得もあるのか？

「…………」

　白外套の魔術師はそのまま無言で、俺の前まで歩いてくる。

　間近で見てみると、背は俺よりも小さい。同年代か、もしくは女性なのかもしれない。

「あ、ありがとう。助かっ──ごっ!?」

　顔面に鉄拳が飛んできた。

　拳こぶしの握り方、そして打点をしっかりと心得ている者のグーパンチ。

　俺は鼻の骨が砕けたんじゃないかという痛みに悶もん絶ぜつし、その中で白外套の魔術師がリオに歩み寄っていくのを見た。

「き、貴様いったい何者──あだっ!?」

　げんこつ。

　ゴッ！　といい音が鳴ったところから推察するに、相当痛かったものだと思われる。リオの奴やつ、蹲うずくまってぷるぷる震えてるし、なんか「くぉぉぉ……」って唸うなってるし。

「な、なんだよおまえ！　敵なのか味方なのかはっきりしろ！」

「──味方に決まってんでしょうが、バカ」

　聞き覚えのある声。

　俺おれはこの声を知っている。だがすぐには出てこない。女声ということだけはわかった。

　次に、白外がい套とうの魔術師がフードを取る。見覚えのあるポニーテールが飛び出した。

　……ポニーテール？

　続いて仮面を取る。見覚えのある顔が覗のぞいた。

　っていうか、こいつ──

「なっ──棗なつめ!?」

　棗じゃねーか！

　フードと仮面を取とっ払ぱらった素顔。いかにも凄すご腕うでの魔術師といった感じの白外套を纏まとっているが、間違いない。

　俺の従姉妹いとこで幼おさな馴な染じみの、塙はなわ棗だ。

「ふっふっふ。驚いているようですね、君きみ色いろお兄さん」

　不敵に笑むのは、いつの間にか『隠おん密みつ人形ドール』の拘束から逃れていたフレアだ。

　忍しのび子こが倒れたせいか？　黒装束の覆面は姿を消している──いや、そんなことよりも。

「物知り顔だな、おまえ……説明しろ」

「これぞ、フレアのとっておきの秘密兵器──“〝最終切札ラストジヨーカー”〟塙棗先輩です！」

「ババーン！」とセルフ効果音までつけて、フレアは棗をそう紹介してみせた。

「ラ、“〝最終切札”〟って……」

「棗先輩の魔術師としての称号です」

「称号!?　じゃあ棗も称号魔術師認定試験を受けたのか!?」

「称号獲得は別に《ソサエティ》から認定されるだけが道じゃありませんよ。自分で名乗るケースもあります。でなければ、《ソサエティ》と敵対しているフレアたちが称号を持っているのはおかしいでしょう？」

　言われてみれば、確かにそうだ。そうだけど。

　称号のことはこの際置くとして、問題はここに棗がいることだよ。

　しかも秘密兵器って──と思い、俺は『端末図書ライブラリ』を起動させた。



【名：‥塙棗■称号：‥“〝最終切札”〟■魔力：‥１８５／２００】



「魔力……２００!?」

　多少減ってはいるが、示されている最大容量は２００。２５０の玲れい樹じゆほどではないが、その値は《鍵姫宮殿キーパレス》の他ほかの魔術師よりも多い。間違いなく一線級だ。

　でもそんなことがありえるのか。だって棗なつめは俺おれと同じで、去年の十一月まで魔術の魔の字も知らなかった一般庶民なんだぞ。

　それが、なんだってこんな……急激にレベルアップしてんだよ！

「いいですか、君きみ色いろお兄さん。フレアが師匠としてお兄さんの前に現れたのは、来きたるべき戦いのときに備えて修行を積んでもらうためです。なら、棗先輩をお兄さんと一緒に修行させていたのはなんのためだと思います？」

「まさか……このときを見越して？」

「棗先輩には魔術の才能がありましたから。クリスマスにフレアが正体を明かしてから、昨日の朝まで。みんなには内緒で修行を積んでもらいました。魔術師としての修行を」

　……馬ば鹿かな。

　フレアの話が本当なら、たった二週間。その程度で２００……だと……。

「クリスマスのときにお兄さんをお招きした、フレアの秘密基地を覚えていますか？　あそこは時間が止まっていますから、あそこで修行してもらったんです。とはいえ、あの部屋は狭いので、できたのは魔力量の底上げだけですけどね。まあ棗先輩は肉体の修行をしっかり積んでいましたから。戦力としては充分です」

「２００……俺はまだ０のままなのに……」

「もしもしお兄さーん。フレアの話を聞いてくださーい」

「って、そうじゃねーよ！」

　俺はフレアを怒鳴りつける。

　衝撃の隠し事につい膝を折ってしまったが、真に言いたいことはそれじゃない。

「秘密兵器として隠していたことはまだしも……フレア。おまえは自分の都合で棗まで巻き込んだのか？」

　棗は、俺やリオや真ま白しろとは違う。魔術師の領域の外にいた存在──一般庶民だ。

　潜在的に魔力を有してはいたが、それが２００まで増えて。そのうえ《ソサエティ》の敵認定されてる俺たちの片棒まで担いで。そんなの、もう後戻りできな──

「イラッ」

　棗が顔を顰しかめた。

　わかりやすく苛いら立だちを口にして、俺に睨にらみをきかせる。

「な、棗さん……？」

「バカ」

　なぜか罵ののしられた。

「バカ。カバ。間抜け。おたんこなす。シスコン。鈍感。ヘタレ。ドケチ。貧乏性」

「え？　え？」

「あたしが……あたしがどれだけ心配したと……」

　ぷるぷると震える拳こぶし。喉に溜たまっていく声。爆発の予兆。

　棗なつめは──『即席魔術インスタント』だろう。手にカードを持ち、それを俺おれの足元に向けて、

「君きみ色いろの……アホぉ──────ッ！」

　ドッゴォオオオオオオオオオオオン！

　次の瞬間、地面が爆はぜた！

　俺は爆風に吹っ飛ばされる。しかも一度爆発したかと思ったら、二度目、三度目の爆発音が。棗の奴やつ、連続で『即席魔術』を使ってやがる！　俺は爆風、爆風、また爆風で、紙風船のように翻弄された！

「なにが自分の都合で、よ！　あたしがどんな気持ちでここにいるかも知らないで！」

「わ、わかった！　とりあえずわかったから魔術やめろ！」

「わかってもいないのにわかったとか言うな！　あんたなんかに……あんたなんかに！　最初から蚊帳の外に置かれて！　一人だけ除のけ者ものにされて！　やっと機会が巡ってきたと思ったら『棗先輩は秘密兵器として裏方に回ってください』とか言われたあたしの気持ちがわかる!?」

「おいフレア、最後のおまえのせいだろ!?」

「棗先輩は最初、快く引き受けてくれましたよぉ！」

「引き受けたわよ、それが君色やリオや真ま白しろちゃんのためだと思って！　車で逃げてたときも、旅館に泊まってたときも！　陰ながら君色たちのこと見守ってたわよ！　夜遅くまでいちゃついてたどっかの誰だれかさんは知らないでしょうけど！」

「見てたの!?」

「見てたの!?　じゃないわよこのケチんぼぉ────ッ！」

　ドッゴ────ン！　と、新たな爆発が巻き起こり、俺は地面を転がる。

　か、癇かん癪しやくを起こした子供かよ……っ。直撃は避けているみたいだし、俺も受け身は取っているが、こう何度も爆破魔術を使われちゃ身が持たない。

「リオも！」

　キッ！　と棗が睨にらむと、リオの身体がビクゥ！　と震え上がった。

「クリスマスのとき散々言ったでしょ！　あたしにもあんたたちのこと守らせてって！　なのに肝心なところで私に頼らないし！　連絡すらよこさないし！」

「そ、それは駆け落ちしてたから……」

「高校生が駆け落ちとかしてんな！　このボケリオ！　色ボケリオ！」

「色ボケ!?」

　リオの顔がカーっと朱に染まる。

　俺おれも身に覚えがあって、しかもあれを棗なつめにも目撃されていたというのなら……ううむ、色ボケ。否定できない。

「君きみ色いろ！」

「は、はいっ！」

「家族は助け合うもんでしょう!?」

「そうです！」

「従姉妹いとこは家族じゃないの!?」

「いや、家族です！　超家族です！」

「だったらあたしに言うことあるでしょ!?」

「ごめん！　棗も力を貸してくれ！　頼む！」

「最初っからそう言え！　バーカバーカ！」

　迫力に押された感が否めないが、棗の言い分は正しい。

　俺にとって、こいつは家族も同然だ。変な遠慮なんてするべきじゃなかった。

　わざわざそれをわからせに駆けつけてくれたんだから……ホント、恵まれてるよ。

　と、

「話は終わったかしら？」

　誰だれもが興奮状態の棗に手を焼いている中、いたって冷静な声が一つ。

　製造魔術を完成させた鍵かぎ宮みや玲れい樹じゆのものだった。

「『神装創造クリエイターズゴツド』全工程完了──汝なんじは鍵剣、銘は撃げき帝てい──オーダー、眩まばゆく解き放はなて！」

　展開していた魔法陣から、一本の剣が生み出される。

　その剣は鍵を模しているようで、刃に複数の溝が掘られていた。

　時間をかけてなにを作っているのかと思えば、たかが剣一本。そう警戒することも──

「君色……あれはまずい」

「えっ？」

「最悪、光になって消滅する」

　冷や汗を流すリオを見て、俺もやばいと悟った。

　その間、玲樹が剣を振る。俺たちに向けて。俺たちと距離を取ったまま。

　剣は黄金の輝きを放ち、振り下ろされた刃から──光線が発射された。

　魔力を帯びた斬撃は、時としてビームと化す。

　俺も、リオも、驚きに対応が遅れ──

「『即席魔術インスタント』コンボ──『アイス・ウォール』プラス『リフレクター・バウンド』」

　──しかし棗が、俺たちの前に出て盾のようにカードを翳かざした。

　カードタイプの魔術『即席魔術』の、二枚同時発動だ。

　棗の前にまず巨大な氷の障壁が出現。続いて紫色の光が障壁全体を覆う。

　光線が命中、障壁は大破──が、

「反射っ！」

　崩壊と同時に、玲れい樹じゆへと跳ね返した。

　玲樹は一瞬顔を歪ゆがめたものの、攻撃による反動のためか動けない。そこに割って入ったのが祭まつり子こだ。『部装強化エクイツプ』で自身を強化し、俊敏な動作で玲樹を抱きかかえる。そのまま反射された攻撃を回避。

「……玲樹さんも玲樹さんで、なんか変な意地張ってるし。あんたたちみんな、なんで素直に仲良くできないのよ。こんなの、どっちにも争う理由なんてないじゃない」

　棗なつめが悔しそうな声でつぶやいた。

　この戦いに納得がいっていない。そんな想おもいが見て取れた。

　だけど悔しがっているということは、つまり──認めてもいるのだと思う。

　この姉妹喧げん嘩かが、リオや玲樹にとって必要な衝突だということを。

「棗」

　同じく棗の想いを察したのだろう。リオは面と向かい、笑みを見せる。

「ありがとう……棗が助けに来てくれて、すごく嬉うれしい」

「……うー」

　この状況下、思わずドキッとしてしまいそうな微笑ほほえみに、棗も顔を赤くしていた。褒められ慣れてないわけでもないだろうに、なんだかむず痒がゆそうだ。

「──決着をつけよう、姉様。私と君きみ色いろ、姉様と祭子で二対二だ」

　リオと並び、俺おれたちが対するべき相手に向かい合う。

　玲樹と祭子は返事こそ返さなかったが、ゆっくりと俺たちに向かい合った。

「下がってなさい忍しのび子こ」

「……はい」

「棗は真ま白しろちゃんを頼む」

「任せて」

　玲樹とリオ、それぞれの指示と願いで、忍子と棗が戦線を離脱する。

　真白とフレアも離れたところから俺たちのことを見守っていた。

　整いに整った舞台──これが、俺たちの最後の勝負だ。

「姉様」

「なによ」

「私は君色が好きだ」

　と思ったら、なんか知らんが唐突に告白された。

　こんな局面でも条件反射的に赤くなってしまう俺がいる。

「そして、同じくらい姉様のことも好きだ」

　俺おれが「素直なのがかわいい」と言って以来。

　リオの想おもいの伝え方は、いつだってストレートなものだった。

「棗なつめも、祭まつり子こも、真ま白しろちゃんも、フレアちゃんも。《鍵姫宮殿キーパレス》のみんなや《大　家　族グラン・フアミリア》のみんなのことが好きだ。こんな気持ち、ふてくされて引きこもっていた私では理解することもできなかったと思う」

「いまさら説得？　なにを言ったって──」

「わかってる。姉様にも魔術師としての使命がある。私を守るために《鍵姫宮殿》を作って、その存続と自分の自由までかけて、私を止めようとしている。それは全部、私を《ソサエティ》の……世界の敵にしないためだ」

「……そこまでわかってるのに」

「このまま姉様を捩ねじ伏ふせて、フレアちゃんの故郷を救うことは容易だ。だが、私も君きみ色いろもそんな一方的な結末は望まない」

「結局、なにが言いたいのよ」

「私は、姉様と喧けん嘩か別れしたくないんだ──だから」

　ごくん、と唾を一回飲む。リオがなにか、思い切ったことを言うときの予備動作。

「姉様も、私たちと一緒に駆け落ちしてほしい！」

　──そして放はなたれた、ありったけの想い。

　その内容を事前に聞かされていた俺は、玲れい樹じゆの反応を注意深く観察する。

「……共犯になれってこと？　私に、なにもかも捨てて」

　呆あきれるでもなく、馬ば鹿かにするでもなく、ただ純粋な憤りが窺うかがえた。

「ふざけないでよ！　私がどんな想いで──」

「姉様が私のことを想ってくれているのは知っている！　だからわかるんだ。姉様が本当はこっち側にいたいっていうことも」

「なっ──」

「わがままなのはわかってる。でも、私は姉様と一緒がいい。君色やみんなと一緒に、姉様とも一緒にいたい！　そのためなら、世界だって敵に回してみせる！」

　──姉妹だから。家族だから。

　リオは最初から、玲樹と袂たもとを分かつつもりなんてなかった。

　勝っても負けても、先に待つのは決別。

　そんなのは嫌だ。だったらいっそ、玲樹もこちら側に引き入れてしまおう──と。

「な、なによそれ……っ。じゃあ、父様や母様はどうするっていうのよ」

「認めさせてみせる。もちろん《ソサエティ》にも。どれだけの時間がかかるかはわからない。それでも突き進むと決めた。君色と一緒に決めた道だ」

「家族が一緒に暮らすためなら、魔術師の領域なんざ破壊してやる」

　俺おれは同じ道を選んだパートナーとして、リオの肩に手を添える。

　苦難の選択かもしれない。それでも、俺やリオにとっては。

　家族がみんな一緒にいることが──一番の幸福なのだ。

「……君たち二人、本当に呆あきれるわ」

　玲れい樹じゆは肩を竦すくめ、大きなため息をつく。

　そこにはもう、憤りはなかった。ただの「呆れて物が言えない」の体現かもしれないが、玲樹の表情には吹っ切れたような笑みが浮かんでいたのだ。

「なら貫いてみせなさい、『テンサウザンドの節約術師』。私が全力で止めてあげる」

「「──望むところだ」」

　俺とリオが声を揃そろえる。

「祭まつり子こ。私たちの全魔力を注ぎ込むわよ」

「了解です。『部装強化エクイツプ』──対象を我が主の刃へ」

　祭子の魔術によって、玲樹の剣が強大な魔力の帯を纏まとった。

　距離を詰めてこないところから察するに、さっきと同じ技で勝負するつもりだろう。

「君きみ色いろ、手を」

「ああ」

　俺はリオの手を握る。

　右手と左手。互いの指に嵌はめられた契約の指輪が輝きを放はなつ。

　足元に魔法陣が展開。玲樹の『神装創造クリエイターズゴツド』と同じ、製造魔術の術式だ。

　そこから生み出されたのは──長い砲身の銃。

　この銃はガトリング式の『連れん装そう弾だん花か』とはまた別のもの。《大　家　族グラン・フアミリア》との共同生活の中で、リオが密ひそかに開発していた新魔術である。しかも玲樹の剣に触発されたのか、銃の先端には即興で鍵のような装飾が施されていた。

　その正体は──

「なにそれ」

「バスターライフルだ」

　一応言っておく。発想はリオだ。

　オリゼロではないが、愛読しているラノベに出てきた武器を参考にしたらしい。ったくガトリングガンといい、リオの武器センスは突飛だな。俺も嫌いじゃねーけど！

「消費魔力一撃一万。こいつにリオの全魔力を注ぎ込む！」

「『契節約ギアスセイバー』の効果適用時のみ発射できるよう設定した、私と君色の合体魔術だ！」

「この大艦巨砲主義魔術師め……っ！　いいわ、受けて立とうじゃない！」

　勇ましく応え、玲樹が高々と剣を持ち上げる。

　上段からの振り下ろしによって発生する、光の斬撃。

　その眩まばゆいほどの魔力の輝きに、俺おれたちは二人の絆きずなの力で対向する。

「『極光弾花テンサウザンドバスターライフル』充じゆう填てん──フルシュートッ！」

　二人で銃身を支え、二人で引き金を引いた。

　光弾の魔術『弾花』を一本の線に束ね、螺ら旋せん状じように放はなつこの『極光弾花』。

　収束された魔力は玲れい樹じゆの放つ斬撃と真まっ向こうから衝突し合い、輝きを強める。

　単純に考えれば、消費魔力の多い『極光弾花』のほうが威力は上のはずだ。

　だが魔術とはそう単純でもないようで──こちらがわずかに押されていた。

「くっ……さっき棗なつめが防いだものとは威力が桁けた違いだ」

「玲樹の奴やつも全力ってわけか……リオ！」

「うむ！　『極光弾花』──再充填！」

　リオがバスターライフルに備えつけられたレバーを引く。

　銃身に新たな魔力が供給され、一射目の放出も終わらぬまま、二射目の光線が放たれる。

「ちょっと、君たちさっき一撃一万って──」

「甘いな姉様。節約分だ！」

「もう一発もらっとけぇえええええ！」

　リオの魔力総量は一万。だから『極光弾花』は一回しか撃てない。

　が、俺の『契節約ギアスセイバー』が作用している場合。

　リオはあらゆる魔術の消費魔力をゼロで使うことができる。

　要はこの『極光弾花』……連射可能ってことだ！

「玲樹様！」

「下がってて祭まつり子こ！　ぐぐ……あぁああああっ！」

　攻撃の外から主人の身を按あんじる祭子。しかし玲樹は引かず、剣を振り上げることで新たな斬撃を放ってきた。

「君きみ色いろ、もう一撃だ！」

「は!?　い、いいのか!?」

「家族相手なら遠慮は無用だ！」

　すごい理屈だな！　と思いながらも、俺はリオの手を強く握る。

　レバーを引き、魔力供給。銃口から放たれたさらなる極光。三連射だ！

「姉様の……」

　ガコン。続け様にレバーが引かれた。

　さすがの玲樹も三倍の威力なら……うん？

　リオ、いまもう一回レバーを引かなかったか？

「姉様の……」

　ガコン。またレバーが引かれる。

　数え間違いではない。これで五回目。

　単純計算で威力は五倍。

　光線の規模は既に、山を飲み込まんほどに大きくなっていた。

　そして。

「姉様の…………ばかぁあああああああああああああああああっ！」

　リオの想おもいを乗せた砲撃により、わからず屋の姉は光と化した。



　……それから、しばらく時が過ぎて。

　いや、しばらくって言ってもほんの三十分か四十分くらいだと思うが。バトルが終了した反動か、時の流れがものすごく遅く感じられた。おかげで実際の時間以上に休息が取れたような気がする。

　場所は変わっていない。玲れい樹じゆたちと激闘を繰り広げた広場。そこに休憩用として置かれていた椅い子すに座り、へとへとの身体を癒いやすのは──俺おれとリオ、そして玲樹と祭まつり子こだ。

　皆、背もたれに身体を預けぐったりとしている。

　唯一、玲樹だけが身体を横たえ、リオの膝に頭を乗せていた。

「あっ……ん」

　そしていま、玲樹も気絶から目を覚ましたようだ。

　すぐには起き上がらず、リオの膝の上で目をパチパチさせている。

　現状の把握に努めているのかと思いきや……おもむろに一言。

「リオのふともも、柔らかくていい匂い……」

「目覚めて第一声がそれかよ」

　普通なら寝ぼけてるんじゃないかと思うところだが、こいつの場合はまあ、素だろう。

　しかし完全に覚醒しているわけでもないようで、

「……ねえ祭子。ここって天国？」

「いいえ、現世ですよ」

「リオがおまえの命を奪うはずないだろうが」

「ダメージもそんなにないし……身体も動く」

「姉様に傷を負ってほしくないと思って撃ったら、そうなった。どうも私の魔術はそういう性質を持っているらしい」

　玲樹は「そっか」と言い、ようやく状況を理解したようだった。

　リオの攻撃は正直、山が半分ほど消滅してもおかしくはない規模だったんだが……玲樹も、周囲の自然も、まったく破壊には至らなかった。たしかキールハットと香か穂ほを倒したときもそうだったし、これはリオの魔術の癖なのかもしれない。

　なにはともあれ。

「あーあ……お姉ちゃん、負けちゃったか」

「うん。私と君きみ色いろの勝ちだ」

　姉妹喧げん嘩かは、これで終わりだ。

　玲れい樹じゆはすっかり戦意が失うせてしまったようだし、祭まつり子こも柔和な笑みを浮かべている。

「……そういえばさ。私、さっきリオに駆け落ちしてって言われたわよね？」

「うん。言った」

「ということは、リオとそういうことしてもオッケーってことよね？」

「うん……うん？」

　これで仲直りだな──なんて思っていた俺おれに衝撃が走った。

　膝枕してもらっていた玲樹が、リオのスカートの中に顔を突っ込んだのだ。

　もう一度言う。リオのスカートの中に顔を突っ込みやがったよ、この女！

「あっ！　ちょ、ね、姉様……そこは、あん、ひゃっ、だ、だめぇ……っ」

「おおおおおおおおおまえなにやってんだこの変態愚姉！」

「すはー。すはー。ぺろぺろくんかくんか」

　スカートで顔を隠した玲樹から不気味な言霊ことだまが聞こえてきたり、羞恥に悶もだえるリオの姿になぜか俺がどきどきしてしまったり。しかしそこは恋人の一大事。すぐ我に返って、玲樹をリオから引っぺがす。

















「おまえは本当に、生粋の残念淑女だな……」

「ぶーぶー。独り占めずるーい。というか君きみ色いろくん、いい加減リオとどこまでいったか教えなさいよ。私も同じとこまでいくから」

「膝枕で我慢しろ。本来ならリオの膝は俺おれのなんだからな」

「あう……」

　相手が姉だからといって下した手てに出る必要はない。俺はここぞとばかりにリオとの仲をアピールするが、当のリオさんは俺の恥ずかし宣言が嬉うれしくて赤面してしまったようだ。相変わらず攻撃力は高いのに防御力が低い彼女である。

「祭まつり子こ。運はこび子こたちはどうなったの？」

「先ほど連絡がありました。死傷者はゼロ。結果はうちの完敗みたいです」

「そう。それはなによりだわ」

　麓の戦闘は、伝達によるとエリス無双で幕を閉じたらしい。さすがは《大　家　族グラン・フアミリア》の長女といったところか。フレアを除けば三十人中最強の実力者って前に“〝闇陶芸師セラミスト”〟が言ってたしな。

　で、勝ったは勝ったんだが、山登りがしんどいんで休んでからこっちに来るとのこと。

　だが現在時刻を見てみると──どうも間に合わなさそうだ。

「お兄ちゃーん！　こっちー！」

「準備、終わりましたーっ」

　遠くから真ま白しろとフレアが手を振ってくる。棗なつめと忍しのび子こもそばにいた。

　その足元には巨大な魔法陣が描かれている。

「あれは？」

「さっきの戦闘でここに隠してあった陣が破損しちまったみたいでな。フレアたちで少し手直ししてたんだ」

「そう……じゃあ、ついに始まるのね」

「まだ不安か？」

「敗者が言うことはなにもないわ」

　そう語る玲れい樹じゆの顔に、後悔の色はなかった。

　玲樹と祭子を残し、俺とリオは陣のほうへ向かう。

「リオ。君色くん」

　椅い子すに座り直した玲樹が俺たちを呼び止める。

「あっ……そ、その」

　なんだろうと振り返ってみると、非常に珍しい光景を目の当たりにした。

　あの鍵かぎ宮みや玲樹が、もじもじしている。

　閉じた膝の上で指をいじり、俺やリオの顔をちらちら。

「ほら、玲れい樹じゆ様」

「わ、わかってるわよ」

　祭まつり子こに背中を押され、玲樹は一回、深呼吸。

　紅潮した顔で、しかしはっきりと告げる。

「……ごめんなさい。それと、ありがとう」

　──本当に、この姉妹は素直じゃねーな。

　でも、まあ、それも過去のことか。

　リオも玲樹も、またこうしてわかり合えたんだから。

「……いってらっしゃい」

「うん。いってきます！」

　玲樹の見送りを受け、俺おれとリオは改めて歩を進める。

　二人でフレアと真ま白しろが立つ陣の中へ。棗なつめと忍しのび子こは陣の外から魔術の発動を見守る。

「用意はいいですね？　リオ先輩」

「うむ。問題ない」

「君きみ色いろお兄さんも」

「ああ。いつでもいいぜ」

「真白ちゃん」

「うん、バッチリだよ！」

　いよいよ本番だ。

　こちらの世界とあちらの異界を繋つなげる大魔術──『凶きよう星せい界かい放ほう』。

　真白の『凶まが星ぼし』とリオの『界門』を合わせ、俺の『契節約ギアスセイバー』で使用可能にする。

　フレアの故郷を救い、真白を不幸の運命から解放するため、俺たちはここまで来た。

「それではリオ先輩、お願いします」

「ここで『界門』を使えばいいのか？」

「はい。その円の中に真白ちゃんと一緒に入ってください」

　巨大魔法陣の中央には、人が二人入れるほど小さな魔法陣がさらに置かれている。

　フレアの指示どおり、リオと真白がその中に入った。

　そして、二人で天空を見やる。

「『界門』──『凶星界放』」

　雲一つない快晴の空に向かって、いつもどおり門を描いた。

　その門は真白の『凶星』の力を得たのか、フレアが用意した魔法陣と同等のサイズまで広がっていく。術式を組む線は眩まばゆいばかりの輝きを放はなち、魔法陣の中にいる俺たちを白く照らした。

「──ノック！」

　リオが拳こぶしを突き上げる。

　天空の門が、ゆっくりと開いていく。

　俺おれたちは天を仰ぎ、門の向こう側にある世界を垣かい間ま見みた。

　大自然という言葉が思い浮かぶ緑色の大地。青一色の広大な海原。竜が群れを成して飛ぶ山々。塔と城の密集地。妖精の舞う花園。燃え盛る平地──リオの『界門』を通して見られた様々な世界が、その向こうにはあった。

「ふわああ……すごい。あれがフレアちゃんのいた世界なの？」

「はい。懐かしいです」

「これで、オッケーなのか？」

「オッケーです。二つの世界は無事に繋つながりました。異界の滅亡も免れたようです」

　確かに、目に映る異界の光景は以前雛ひな森もり荘で見せてもらったものとはまるで別物だ。こちらの世界から魔力を供給され、自然が蘇よみがえったということなのだろうか。

「さて、もういいですかね」

　ぽんっ、と小気味の良い音が鳴った。

　振り返ってみると、五歳児バージョンだったフレアが元の中学生の姿に戻っている。

「あれ？　封印されてた魔力が元に戻ったのか？」

「いいえ。実は最初から封印なんてされていなかったんですよ」

「は？」

　フレアはなんでもない風ふうに言い、指先をくるりと回した。

　真ま白しろに向けて。

「わ、わわっ」

　瞬間、真白の身が宙に浮かぶ。自分で制御することができないのか、じたばたしながら。

　フレアも浮かび上がった。こちらは自由自在に、真白のそばまで移動して──

「それでは、真白ちゃんはいただいていきますね」

　と。

　地上の俺たちに向かって、そんな耳を疑いたくなるような一言を投げたのだ。

「……お、おいフレア。冗談がすぎるぜ」

「嫌ですねお兄さん。お茶ちや目めな冗談はフレアの得意技です」

「ふ、フレアちゃん……？　どういうことなの？」

　俺もリオも、もちろん真白も、フレアの行動に目を白黒させている。

「二つの世界が繋がったことで異界は救われました。ですが、こちらの世界から流れていく魔力を安定させるにはもう一仕事しないといけないんです。なのでフレア、一いつ旦たんあっちの世界に帰ります」

「その一仕事とやらに、真白は必要なのか？」

「いいえ。そんなことはありませんよ」

　あっけらかんとした返答。

　じゃあ、真ま白しろをいただくってどういう──

「何回か宣言しましたよ？　真白ちゃんはフレアの嫁なので、このまま実家までお持ち帰りさせてもらおうかと思います。なんせフレア、真白ちゃんのことが大好きなのでっ」

「ええっ!?　あれ冗談じゃなかったの──っ!?」

　──マジかよ。

　パッと俺おれの頭に浮かんできたのは、フレアの秘密基地だ。クリスマスの日に俺を引き込んだ、時の止まった部屋。壁や天井には幼少期から現在にいたるまでの様々な真白フォトが貼はられていた、いわば真白写真館。

　フレアはそこでこう宣言した。

　──フレアは真白ちゃんのことが大好きなのでっ。

　つまり、

「『凶まが星ぼし』とか関係なく、ただ単純に真白が好きだから攫さらっていく、と」

「はい！」

　気持ちのいい「はい」だった。

　妹の一大事だが……俺もリオも、唖あ然ぜんとしてなにもすることができない。

「そういうわけで、嘘うそをついていたわけではないのですがフレアはみんなのことを利用していたのでした！　お姫様を自分のお城に攫っていくだなんて、異名のとおり魔王っぽいですね！　さあ君きみ色いろお兄さんにリオ先輩、こんな悪いフレアを前にどうしますか!?」

　と、芝居がかった素振りで俺たちを挑発するフレア。

　その演技でわかってしまったような気がした。

　いや、違う。わかっちまったんだ。決定的に。

「君色……フレアちゃんは、たぶん」

「わかってる」

　リオも察したらしい。そのくらい、フレアの言動はわかりやすかった。

　だけど、そんなの……方法としてはナシだろう。

　一抹の不安を抱えたまま、俺はフレアに尋ねた。

「フレア──おまえ、俺たちに自分を倒せって言いたいのか？」

　驚きの顔が浮かんだ。

「フレアが《ソサエティ》の言うとおり、世界を滅ぼそうとしていた悪党だったっていうんなら──俺たちは、また日常に戻れる。洗脳でもなんでもされたってことにして、それが解けて最後におまえを倒したとすれば……物語はハッピーエンドだ」

「……急に察しがよくなられて、フレア困惑です」

　そういう筋書きにするために。

　俺おれたちの体裁を整えるために。

　フレアは『魔王はやっぱり悪役だった』という結末にしようとしているのだ。

「ほら、玲れい樹じゆお姉さんもこっちを見てるでしょう？　《鍵姫宮殿キーパレス》の方々が証人になってくれます」

　魔法陣の外では、事態を察した玲樹や祭まつり子こ、棗なつめに忍しのび子こがなにかを叫んでいるようだ。だが陣は結界のような状態になっているのか、声は中まで届かない。

「ささ、さっきのガトリングガンでもバスターライフルでもなんでもいいので、パパっとフレアを光にしちゃってください。あっ、光になるって言っても死ぬわけじゃなくて、魂が異界に帰るだけですから」

「それは、こっちの世界に帰って来られるようなものなのか？」

「……来られないと思います」

　フレアにしては珍しい、弱気な態度。

　その瞳に映る反省の色も含めて、気持ち悪いくらいらしくないと思った。

「さっき言った魔力安定のために帰らないといけないっていうのは、本当ですから。どちらにせよ、フレアはここでお別れなんです。どうせお別れするならフレア、みんなのために恩返しがしたいです」

「《大　家　族グラン・フアミリア》は……っ、おまえのこと家族だって慕ってたあいつらはどうなるんだよ！」

「みんなはとっくに了承済みです。たくましい子たちばかりですから、きっとフレアがいなくても大丈夫。お兄さんたちには、黙っててごめんなさい」

「じゃあ、最初っからこうするつもりだったっていうのかよ……」

　俺たちに話したら、反対されることはわかっていたから。

　フレアと真ま白しろの身は、こうしている間にもどんどん空へと昇っていく。

「早くフレアを倒さないと、本当に真白ちゃんを連れていってしまいますよ？」

　俺が拒否できないよう、真白を捕らえて、時間制限まで設けて。

　そこまでして、フレアは……俺たちを助けようとしているんだ。

　だったら──

「リオ、頼む」

「君きみ色いろ……」

　報いてやるのが正解だと思った。

　異界を存続させるためには、フレアとの別れは避けられない。

　ならフレアを引き止めることはできない。

　問題はフレアを悪役にしてしまうか否か。

　心情的にはもちろん、フレア一人に泥を被かぶってもらうなんてことはしたくない。

　けど、それは俺おれたちの自己満足だ。

　俺たちはフレアを救いたいという一心で、意地を通した。

　フレアもまた、俺たちを救いたいという一心で意地を通そうとしている。

　なら、その気持ちを汲くんでやるのが──

「ダメだよお兄ちゃん！」

　真ま白しろが叫んだ。

　空中をじたばたと泳いで、フレアを庇かばう。

「フレアちゃん一人だけ悪者にするなんて、そんなの絶対ダメっ！　だって……だってそれって、一人ぼっちってことだもん！」

「真白ちゃん……ありがとうございます。でも」

「でもじゃありません！」

　ビターン！　と気持ちのいい音がした。

　いままでそんな光景を見たことがない俺は、絶句する。

　真白が、人の頬ほおを──フレアの頬を掌てのひらではたいたのだ。

「わたし……フレアちゃんとお別れしたくない！　フレアちゃんと一緒にいたい！」

　滝のような涙を流しながら、フレアを抱き締める真白。

　後悔する。俺は真白の気持ちを考えていなかったと。

　真白にとって、フレアは恩人で……それ以上に親友なのだ。

　こんな形のお別れなんて、許容できるはずがない。

「お兄ちゃん、リオ先輩！　聞いて！」

「なんだ真白！」

「わたし、フレアちゃんのお嫁さんになります！」

　だから──な、なんだと!?

　えっ……な、なに!?　なんて言ったいま!?　なんでそういう結論に!?

「同意の上だから！　《ソサエティ》の人たちとかみんなにはそう説明して！」

「ま、待て真白。おまえそれ、フレアと異界に行くってことか!?」

「だって、このままじゃフレアちゃん一人ぼっちになっちゃうもん！」

「いけません真白ちゃん！　いつ帰ってこられるかわからないんですよ!?」

「それっていつかは帰ってこられるってことだよね!?」

「ぜ、ゼロとは言いませんけど……」

「じゃあ一緒！」

　むぎゅ～っと、真白は泣きながらの笑顔でフレアを抱き締める。

　そのまま、天へ、天へ。

　既に俺たちの手も魔術も届かないような距離まで上昇していた。

「ご、ごめんなさいお兄さん！　いろいろありがとうございました！　真ま白しろちゃんはフレアが必ず幸せにしてみせますから──っ！」

　フレアと真白の身が、門の向こうに消える。

　そして次の瞬間──門は閉じ、存在そのものが消失した。

　二つの世界は繋つながったままだから、単に見えなくなっただけなんだろうが……いや。

　いやいやいやいやいや。

「……君きみ色いろ。真白ちゃんとフレアちゃん、いっちゃった……」

「は、はは……」

　俺おれは唖あ然ぜんとしたまま、リオと一緒に乾いた笑みをこぼす。

　フレアとはお別れだ。真白も、もうこの世界にはいない。

　俺の大切な妹が。

　まだ中学生の妹が、同じ女の子の魔王のところに。

　……嫁に行ってしまったそうです。

「はぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」
















エピローグ　クリスマスに、家族みんなで





　暦は移り、二月。

　じゅ～……というおいしそうな音で、俺おれは目を覚ました。

　自分で毎日のように作っているからわかる。もやしを中火で炒いためる音だ。ジャジャ、ガコガコ、と音から察するに菜さい箸ばしやフライパンの捌さばき方も手慣れたものであると窺うかがえる。

　なんとも日常的な、雛ひな森もり荘の朝。

　俺は布団から起き上がり、台所へ向かう。

「おはよう、君きみ色いろ」

　そこには、エプロン姿のリオがいた。

　俺の予想どおり、もやし炒めを作っていたみたいだ。

「おはよう、リオ」

「君色にしては珍しく遅い朝ですね」

「昨日はハードだったからなあ……ふわぁ」

　時刻は九時過ぎ。今日が日曜日とはいえ、惰眠を貪りすぎちまった感はあるな。

　そんな俺の代わりに彼女が朝飯を作ってくれているのだから、たまには朝寝坊も悪くないと思ってしまう。

　顔を洗い、着替えて食卓へ。

「いただきます」

「召し上がれ」

　リオが作ってくれた朝飯を、リオと一緒に食べる。

　塩と胡こ椒しようで味付けしたもやし炒めはシンプルながら旨うま味みが凝縮されており、朝であっても非常に食べやすかった。美う味まい。そう──思わず涙ぐんでしまうほどに。

「き、君色!?」

「いや、すまん……なんか急に感動してしまって」

　だってさ、リオの作るメシがこんなに美味いんだぜ。

　出会ってから約三ヶ月。パートナーの成長ぶりには感涙するばかりである。

「リオ、すっごい上達したよな。料理も家事も。早起きもできるようになったし」

「君色のために頑張りました」

「これで前職ニートだったとはなあ」

「うっ。わ、私の黒歴史を掘り起こさないでください」

「はははっ」

　ぱたぱたと両手を振るリオがかわいらしくて、意地悪く笑ってしまう俺おれがいた。

　と、俺がそんな風ふうに箸はしを進めていたら、おもむろに席を立つリオ。

　ちゃぶ台の対面から、俺の隣に移動。ちょこんと座り、ぴたっと肩を寄せてきた。

「どうした？」

「頑張ったので、ご褒美が欲しいです」

「具体的には？」

「そこは察してほしい……」

　横合いから、上目遣いで俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　いつも強気なつり目がうるうるしている様を見ると、なんともたまらないものがある。

　俺は箸を置き、子供を褒めるような所作で頭を撫なでてやった。

　リオは気持ちよさそうに笑みを浮かべていたが、俺のほうはそれでは満足できなくなり──頭にやっていた手を、そっと頬ほおのほうに寄せる。

「リオ」

　リオもなにをされるかは察したようで、ビクゥ！　っとお約束気味に身体をこわばらせた後、しかし抵抗はせず、静かに目を閉じていった。

　俺はそんなリオの姿がたまらなく愛いとしく思えて。

　ババッ！　とその場にあったティッシュで口元のもやし味を拭ぬぐい。

　よし、と心中で気合を入れてから、唇を──

「グッモーニィーン！　君きみ色いろくん起きてるー!?」

　──近づけた瞬間、ノックもなしに玄関の扉が開いた。

　雛ひな森もり荘の部屋は六畳二間。その狭さ故ゆえ、玄関に立てば部屋の奥まで見渡せる構造になっている。一応、障子で部屋を区切られてはいるのだが、いまは開けっ放ぱなしだった。

　というわけで、いきなりやって来た玲れい樹じゆにばっちり目撃されてしまった。

　なにをって？　俺がリオにキスしようとしたところをだよ。

「工房展開──」

「うわあああ！　待て待て待て！」

　玄関先で魔術を発動しようとした玲樹を懸命に止める。ご褒美はお預けとなった。

　突然の訪問に面食らいながらも、俺は玲樹と付き人の祭まつり子こを中へ通す。

　祭子は普段と変わらず微笑ほほえみを浮かべてくれていたが、玲樹は汚物を見るような目で俺のことを睨にらんでいた。

「ったく、朝っぱらからいちゃいちゃしてんじゃないわよ。私、猿に妹をあげたつもりはないんだけど」

「猿って」

「猿呼ばわりされたくなきゃ、もっと節度ある交際をしなさい」

「では姉様とも節度ある姉妹関係を築きたいので、これからは接触禁止で」

「うわぁああああんリオ好き好きもっとお姉ちゃんにも構ってよぉおおおおお！」

　本心はただ単純に羨うらやましいだけだろう、こいつ。

　リオの胸に顔をうずめて「うぇへへぇ」と笑む姿は俺おれも羨ま──はっ倒してやろうかと思ったが、やられているほうがまんざらでもない感じだったので、やめておいた。リオも大概シスコンである。

「で、休日の朝っぱらからなんの用だ？」

「カーシャから催促。とっととお茶しに来いって」

「……またか。お茶って、要はバトルしようぜってことだろ？」

「まあ、そういうことね」

　──『凶きよう星せい界かい放ほう』発動からだいたい、一ヶ月と半月。

　俺たちが元の生活に戻るまで、様々な障害があった。

　その筆頭が《ソサエティ》の存在だ。あの後、フレアと真ま白しろの意を汲くもうとしたのだが……結局俺たちはフレア一人を悪者にすることができず、ありのままを報告した。「世界は繋つながりましたが特に問題は起こっていません。魔王は帰りました。妹は嫁に行きました」と。「おまえたちはなにを言っているんだ」と返された。あたりまえである。

　玲れい樹じゆたち《鍵姫宮殿キーパレス》が釈明をしてくれたのだが、《ソサエティ》の上層部は頭が固く、俺やリオ、《大　家　族グラン・フアミリア》の面々は罪人として裁かれる運びになった。

　その窮地を救ってくれたのが、他ほかでもない。

《ソサエティ》のトップ、カーシャ・フェルムである。

『司法取引とまいりましょう。《大家族》は今後《ソサエティ》の管理下で働いてもらいます。前科はたくさんありますし、今回の騒動ではたいへんな迷惑を被こうむりましたが、冤えん罪ざいには違いなかったのですから』

　そんな風ふうに言われ、あっさりと許されてしまった。

《大家族》はその決定に誰だれ一人逆らわず、いまでは《ソサエティ》配下の魔術師軍団として忙しい日々を送っているそうだ──と、この前キールハットが愚痴をこぼしていた。

　だが、実際のところは。

『綾あや瀬せ君きみ色いろ、鍵かぎ宮みやリオ。あなたたち二人は私の遊び相手になってもらいます』

　俺たちにこの要求を断らせないための措置だったのだろう。

　あらゆる魔術を消費魔力ゼロで行使し、“〝神装職人マイスター”〟鍵宮玲樹と“〝完装従者フオロワー”〟剣つるぎ祭まつり子このコンビをもくだしてしまった新星『テンサウザンドの節約術師』。カーシャはそんな俺たちとバトルしたいがために、俺たちを魔術師の領域に留とどまらせたのだ。

　で、結果。

　勝ってしまった。

　リオは玲れい樹じゆ戦のような獅し子し奮ふん迅じんの強さを発揮し、《ソサエティ》のトップに辛勝。しかも勝負前に「もし私に勝てたら、あなたの望みを一つ叶かなえて差し上げましょう」とか言われたので「ならお金を貸してください」と要求、その金で探さぐり子こに例の探偵の仕事料を払い、《鍵姫宮殿キーパレス》まで存続させてしまったのだから恐れ入る。

　そしてさらに、リオはその戦いで魔術師の称号を授与された。

　その称号は──



【名：‥鍵かぎ宮みやリオ■称号：‥“〝双界門番ストレーガ”〟■魔力：‥１００００／１００００】



『界門』──双ふたつの世界を司つかさどる門の番人だから、“〝双界門番”〟

　意味はともかくとして、読みがなんとも皮肉めいている。

『“〝凶星魔王ストレーガ”〟は眠りにつき、新たな“〝双界門番”〟が目覚めた。もともと、ストレーガって異名は異界の力を統すべる魔術師の始祖に送られた名だからね。召喚魔術の使い手であるリオにはぴったりの称号なんじゃないかしら』

　なんて、玲樹は言っていたが。

　……ちなみに、俺おれは称号をもらえていない。ただの“〝双界門番”〟のパートナーＡだ。

　いいよ。俺には自分で考えた『テンサウザンドの節約術師』があるし……いいもん。

「あ、それと君きみ色いろくん。これ、君宛てに手紙」

「手紙？　誰だれから」

「ヒント。家族」

「家族って……まさか」

　玲樹が差し出してきた封筒に、俺は予感めいたものを覚える。

　いまの俺が家族という単語から連想する人物といえば──決まっている。真ま白しろだ。

　真白はフレアと共に異界に渡って以降、それっきり音沙汰もない。

《大　家　族グラン・フアミリア》の連中はフレアが一緒なら大丈夫だと言っていたが、お兄ちゃんは気が気じゃない。真白のいない部屋で暮らし始めた数日間は、終始放心状態でリオを心配させたほどだ。いっぱい慰めてもらって、いまはどうにか立ち直ったけど。

　この手紙はまさか、真白から……なのか？

　だとしたらなぜ玲樹が。疑問はあったがそれよりも期待が勝り、俺は中を見た。

『オレ　オマエ　コロス』

　文面は実にシンプルな怪文書だった。

　俺（誰？）、おまえ（俺）、殺す（殺す）。

「……玲樹さん。なにこれ」

「殺害予告ね」

「いや、わかるけど……これ送ってきたの誰だれだよ」

「私とリオのお父さん」

　リオの身体がビクゥ！　と跳ね上がる。俺おれはわけがわからなかった。

「君とリオのこと、この前の『凶きよう星せい界かい放ほう』のこと、やっぱりちゃんと話しておかなきゃと思ってね。わざわざ海外まで行って父様に会ってきたわ。で、これを託されたの」

「な、なんで俺がリオの親父おやじさんに殺害予告されてんだよ」

「そりゃもちろん、かわいい娘を誑たぶらかされたからでしょうに」

「祝福してくれる気配は!?」

「ないわよ。父様は外見的には仕事命な人を貫いているけれど、実際はリオを溺でき愛あいしているからね。まだ高校生、それも趣味特技節約の甲か斐い性しようなしと、同どう棲せいして婚約して駆け落ちしてさらにそれ以上までいっちゃったかもしれないとか話したらカンカンよ。危うく某国の某市が消滅しかけたわ」

「だいたい事実だから怒るに怒れねえ！」

「そんなわけで、近日中に日本に帰ってきて君のことぶっ殺すって宣言してたから。また駆け落ちするなり、認めてもらえるよう鍛え直すなり、リオと別れて一人だけトンズラするなり好きにすることね」

「最後のだけは絶対ないから安心しとけ！」

　ひしっとリオを抱き締める。「あぅ」という恥ずかしそうな声と「チッ」という舌打ちが聞こえた。

「あーっ！　玲れい樹じゆさんやっぱりここにいたっ！」

　今度はなんだよ……と玄関のほうを見てみれば。

　白い外がい套とうを纏まとった謎の魔術師が立っていた。

　人呼んで白外套の魔術師。その正体は俺の従姉妹いとこの塙はなわ棗なつめだ。

「酷ひどいですよ、あたしに事後処理まとめて押しつけて！　大変だったんですからね！」

「ご苦労様、棗ちゃん。お仕事は滞りなく終わった？」

「おかげさまで。ああそうだ、あと《ソサエティ》のカーシャさんになんかお茶に誘われたんですけど、行ったほうがいいですかね？」

「……君の判断に任せるわ」

　フレアの修行で急成長を遂げた棗は、俺たちと同じく《鍵姫宮殿キーパレス》の一員として魔術師の仕事を手伝っている。昨夜……というか今朝は、玲樹や祭まつり子こと共に敵性魔術師を追い回していたそうだ。その実力はカーシャにも一目置かれているらしい。

「まったくここはいつ来ても騒がしいっての」

「忍しのび子こ。おまえも来てたのか」

　棗なつめに続き、仏頂面を浮かべた金髪の少女が入ってきた。鍵かぎ宮みや家専属忍者の剣つるぎ忍しのび子こだ。

　二人共慣れた挙措で綾あや瀬せ家の食卓につき、玲れい樹じゆと仕事の話を始める。

　……リオと二人きりの空間は、こうして早くも壊れ去ったのだった。

「せっかくだから、みんなで朝ごはんを食べよう」

　と、リオが提案。四人の訪問客はお相しよう伴ばんに預かる気満々だった。

「じゃあ、ちょっと作ってくる」

「わーい、お姉ちゃんリオの手料理大好きー」

「わたくしもお手伝いしますね、リオ様」

「ありがとう祭まつり子こ」

　リオと祭子が台所に向かい、残された俺おれは密ひそかにふてくされる。

　まあ、こうやってみんなでっていうのも……嫌いじゃないけど。

「なんか久しぶりだよね。こうしてみんなで朝ごはん食べるの」

　俺の胸中を見透かしたかのように、棗が言う。

「ここ最近、魔術師の仕事が忙しかったからな。玲樹なんて海外まで行ってたし」

「君きみ色いろも、昨日の夜は《大　家　族グラン・フアミリア》のみんなと県外に行ってたんだって？」

「これも経験だ、ってリオとは別行動でな。最後は敵味方全員、俺の『契節約ギアスセイバー』のせいで魔力が尽きてグダグダの殴り合いが始まった」

　敵に武闘派が少なかったので勝つには勝ったが、帰りは“〝闇陶芸師セラミスト”〟の奴やつに散々恨み事を言われたっけな。あの野郎、口だけで腕うでっ節ぷしは全然大したことなかったし。

　……しかしながら。

　こうやってみんなで同じ部屋にいると、思ってしまうこともあるわけで。

「ここに真ま白しろもいれば、な」

「きっと帰ってくるわよ。だって真白ちゃんだもの」

「なんだそりゃ。どういう意味だよ」

「お兄ちゃん大好きな真白ちゃんがお嫁に行くにはまだ早いってこと」

　それについては同感だが。

「ふん。帰ってきてもらわなきゃ困るっての」

　ぶっきらぼうに言ったのは忍子だ。

　今日は日曜だというのに、忍子は真白の通っていた中学の制服を着ている。

「真白ちゃんもフレアちゃんもいないんじゃ、なんのために学校通ってるかわかんないし。退屈っていうか、張り合いがないっていうか……まだ話したいこといっぱいあるし」

「しのちゃんは友達のこと大好きだものねー」

「はい……って、玲樹たま!?」

　玲樹がけらけらと笑い、からかわれた忍子が赤面しながら手をぱたぱたさせていた。

　真ま白しろの帰りを待ち望んでいるのは、俺おれだけじゃない。

　異界であの二人がなにをやっているのかは、想像することもできないが……せめて元気でいてほしいと思う。そして叶かなうことなら、近いうちに顔を見せてほしいとも。

　そんな風ふうに真白の顔を思い浮かべていると、

「きききききき君きみ色いろっ！」

　リオがお化けでも見たような慌てぶりで戻ってきた。

「どうした、そんなに慌てて」

「か、『界門』で水を出そうとしたら……」

　ああ、美う味まいもんな。『界門』で出した水。水道代の節約にもなるし。

　なんて暢のん気きなことを考えていたら──リオの後ろから、ひょこり。

　見覚えのある顔が二つ覗のぞいてきた。

　片方のトレードマークは、銀髪碧へき眼がんの羽根つき帽子で。

　もう片方は、俺が幼い頃ころプレゼントした緑色のリボンをつけていて。

　その二人は──俺の妹の真白と、親友の来くる巻まきフレアだった。

「は？　えっ……」

「お兄ちゃん、ただいまぁ──っ！」

　呆ぼう然ぜんとする俺に、フライングハグ。

　こ、この匂いと柔っこい感触……っ！　間違いなく俺の天使、綾あや瀬せ真白だ！

「ま、真白!?　それにフレアも……おまえら、いったいどうして」

「リオ先輩に召喚されました」

「召喚!?」

「『界門』から出てきたんだ……びっくりした」

　そりゃびっくりするよ。水を召喚しようとしたら女の子が出てきたんだもの。

　俺やリオのみならず、玲れい樹じゆも祭まつり子こも棗なつめも忍しのび子こも、この場にいる全員がびっくり中だ。

「あっちの世界がようやく安定してきたので、真白ちゃん共々こっちに帰ってくることにしたんです。かれこれ一ヶ月ちょっとの新婚旅行でした」

「フレアちゃんのアイディアで、どうせ帰るんならお兄ちゃんたちを驚かせようって話になって。じゃあリオさんの『界門』を潜ってくるのはどうかなってわたしが提案したの」

「作戦は大成功だったみたいですね！」

「やったねフレアちゃん！」

　仲良くハイタッチを交わす真白とフレア。

　俺は嬉うれしさよりも驚きが前にきてしまって、うまく反応できない。

　いやいやいや、真白が帰ってきたんだ。こんなに喜ばしいことはねーよ。

「おかえり、真白」

「うん！　ただいまお兄ちゃん！」

「お兄さんお兄さん、フレアにもおかえりしてくださいよぉ」

「へいへい。フレアも、おかえり」

「はいっ。ただいまです」

　俺おれは二人の頭を優しく撫なでてやる。

　リオたちとも久しぶりの再会を喜び合い──そしてフレアが、

「あ、ひょっとして朝ごはん中でしたか？」

「うん。真ま白しろちゃんとフレアちゃんの分も作るから、みんなで食べよう」

「でしたら、フレアの家族も呼んじゃいましょう！」

　と言い、部屋のいたる箇か所しよに小さな魔法陣が出現した。

　その陣には転移魔術の術式が組まれていたようで──

「ん……あれ、リオちゃんだ」

　リオの隣にあった魔法陣から突如、《大　家　族グラン・フアミリア》の戦いくさ部べ香か穂ほが現れた。

「おや、これは皆さんお揃そろいで」

　ちゃぶ台の下からはキールハットが。

　他ほかにも、“〝闇陶芸師セラミスト”〟やエリス……その他た大勢、計三十人。

「あれ？　ええっ!?　うそ、ストレーガじゃん！」「お戻りになられてたんですか？」「だったら連絡くらいよこせよコラ！」「やったー！　ストレーガ帰ってきたよー！」「ちょっと聞いてよ、大変だったんだからね！」「《ソサエティ》にこき使われる毎日……」「もう馬車馬はイヤだよ～」「うおおおおおお！　またお会いできるとは、感激です！」「つーか真白ちゃんもいるじゃん！　おひさ！」「それよりこの部屋、狭くねー？」

《大家族》の連中が、フレアの魔術で全員この部屋に転移してきやがった！

　六畳二間の部屋に三十人プラス俺、リオ、玲れい樹じゆ、祭まつり子こ、棗なつめ、忍しのび子こ、真白、フレアで三十八人。しかも無駄にでけー奴やつまでいるし、明らかに詰め込みすぎだ！

「ふ、フレア！　なんとかしろこの状況！」

「てへっ」

「てへっ。じゃねぇえええ！」

　……雛ひな森もり荘は今日も賑にぎやかなり。

　……で、終わってたまるか！　賑やかすぎるわ！

「リオ！　外行くぞ外！」

「へ？　あっ！」

　こっちは起きてからずっと、タイミングを見計らってたっていうのに！

　俺はリオの手を引き、雛森荘から脱出することを決めた。

　玄関を出て、外の階段を降りた後、

「よう節約カップル。日曜の朝からデートか？」

　軒先で掃き掃除をしていた大家さん──愛称は外見そのまま、金髪ポニー。に、声をかけられる。

「そんなとこだよ！　あと師匠帰ってきてるぞ！　いま俺おれの部屋にいる！」

「なに!?　本当かよ！」

　師匠とライバル関係だったらしい金髪ポニーは、箒ほうきを捨て階段を駆け上がっていく。まあ誰だれが師匠かは見てもわからないだろうが。それ以前に中の惨状を見て「なんじゃこりゃあああああ!?」と叫ぶかもしれないが。実際いま聞こえてきた。

「どこへ行くんだ君きみ色いろ？」

「二人きりになれるところだよ！」

　──そうして、俺とリオは近所の公園までやって来た。

　ここは玲れい樹じゆと初めて出会ったり、リオと『弾花』の練習をしたりなど、なにかと思い出の多い場所である。日曜の朝だが、奇跡的に俺たち以外の人はいない。

　よし。ここなら……いける！

「いったいどうしたというんだ？　こんなところに来て」

「これをリオに渡しておこうと思ってな」

　差し出したのは、おしゃれな小箱。

　リオは、受け取って中を確認する。

「……指輪だ」

「あ、アクセサリーショップで買った安物だけどな」

「なんで指輪？」

「ほら、いま俺たちが嵌はめてるやつって、魔術のためのアイテムっていうか……ちゃんとしたやつじゃないだろ？　いや、これだってちゃんとしたやつじゃないし。でもこっちは玲樹からもらったもんだし」

「君色、なんだか緊張してる？」

「う、うっさい。ほら、なんか親父おやじさんも来るとか行ってたしこういうのは後回しにしないほうがいいと思うし、よくよく考えればあのときは戦闘のどさくさだったわけだし、こういうのはきちんとだな」

「つまり、要約すると？」

「ああもう！　俺はおまえに改まってプロポーズしたいの！」

　俺が顔を真まっ赤かにしながら言い放はなつと──にやり。

　リオが、出会った当初を思わせる小悪魔顔で笑った。

「……いや、改まってって言っても、いまはまだやっぱり婚約で、言っちまえば予行練習みたいなもんなんだが。それでも、きちんとしておかなきゃと思って」

　くそう、なんだこれ。ひょっとして、全部見透かされてる？

　それでも後には引けず、俺おれは思いの丈をぶちまける。

「だから俺と……結婚して、家族になってください」

　──数秒の静寂。そして。

「あははっ」

「なぜ笑う!?」

「だって君きみ色いろ、すごく恥ずかしそうだから。それにこれが予行練習みたいなものなら、将来もう一度言わなければいけなくなるのでは？　恥ずかしがりながら」

「しまった!?」

　リオの奴やつ、恥ずかしがる俺を見て楽しんでやがった！　でも「ふふん」とかしたり顔で鼻を鳴らす姿もかわいくて、俺はこんな敗北感も悪くないなと思いました！

「恥ずかしがる君色はとってもかわいいので、私はいいと思います」

「ぐ、ぐう……俺のことはどうでもいいんだよ！　それよりも、答え」

「はい」

「えっ？」

「だから、はい」

　リオはもう、とっくのとうに答えを決めていたようだった。

「ふつつかものですが……よ、よろひくおねがいします」

　肝心なところで噛かんでしまったり。

　結局は自分も恥ずかしがって赤面してしまっているところとか、たまらなく愛いとしい。

「よっしゃぁあああああああああああああああああ！」

　答えを受け取るなり、俺は全力で叫んでしまった。

　リオの身体がビクゥ！　と震える。

「す、すまん。嬉うれしさのあまり変な声が出た」

「もう……君色はちょっと、私のこと好きすぎだと思う」

「その言葉はそっくりそのままお返しする」

　二人一緒に、あははっと笑い合う。

　いまの俺たちは、なんでもできてしまいそうなくらい幸せだった。

「君色」

「うん？」

「好きです」



「だから──ずっと一緒にいてください！」










あとがき



　はじめまして、あるいはお久しぶりです。

　真ま野の真ま央おです。『スリーピング・ストレーガ３　恋避離脱の魔術領域』をお届けします。

　内容は、一巻が「同どう棲せい」、二巻が「結婚」だったので、三巻は「駆け落ち」です。並べてみると、このお話は一つの家族が出来上がるまでのお話だったのではないかと作者ながらに考察するのですが、はてそうなると物語の終着点はどこだろうと疑問を覚えもするわけです。家族の問題が片付いて元の幸せな日常が帰ってくるまでなのか、それとも結婚して子供ができて新たな家族がまた新たな家族を作るまでなのか、はたまた子世代孫世代に受け継がれて終わりのない終わりを追いかけるのか。答えは一つではないのかもしれません。ですが、作中の登場人物たちが幸せを感じたその瞬間が一つの区切りではないか、と私は考えます。そういうわけで、君きみ色いろとリオの物語はここで一区切りです。

　プロトタイプの話をします。本作の元となった第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞受賞作『テンサウザンドの節約術師』は、最初は一万の魔力ではなく一万円の現金を節約する話でした。火や水の魔術で家の光熱費を賄い、魔術を駆使してライバルとのお買い得商品争奪戦を勝ち抜き、裏ではなんか大変な魔術抗争が始まっているらしいですよ？　という──そんないま以上に庶民的な内容だったと記憶しています。振り返ってみると、君色もリオも当初の予定に比べて随分な大舞台に立てたんだなあと感慨深く思ってしまう親心。親といえば二人にはまだその障害があるわけで、そちらの決着は長い作家人生、またどこか別の場所で描くことができたら、と密ひそかに野望を抱いたりしておくことにします。言うだけならタダだ、タダほど安いものはない、と彼らなら言うでしょう。

　そろそろ謝辞に移りたいと思います。

　イラストの風ふ瑛えいなづき様。三巻の表紙イラストは自宅ではなく編集部で見せてもらったのですが、危うく「にょわー！　（ゴロゴロゴロ）」「……（床ローリングする作者を見つめる担当さんの冷めた目）」なんて事態になりかけました。危なかったですが、自制心が勝りました。やはり奇行ではありません愛ゆえです。本当に本当にありがとうございました。

　担当の児こ玉だま様。ここまでのお導き、本当にありがとうございました。本作で吸収できたことを次に活いかしつつ、引き続きご指導いただけますようよろしくお願い申し上げます。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、出版や販売に関かかわってくださった多くの方々。ここまで来られたのは皆様のおかげです。この場を借りて、心より御礼申し上げます。

　そして読者の皆様へ──ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。

　初心に帰り、ページ節約文字量詰め詰めでお送りしました！

　それでは、またのご縁がありますように。

真野真央










　著者

　真野真央（まの・まお）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて特別審査員賞を受賞。ペンネームは「真の魔王（しんのまおう）」とは読みません。お気づきでしょう。そう私の正体は著者近影を作る人。もやしが好物な庶民派魔王だったのさ！



　イラスト

　風瑛なづき（ふえい・なづき）

　　まったりイラストレーター。赤面っ娘とか好きです。

　　最近、時間が経つのが早く感じます。

　　ＨＰ「Amtarte‐アムタルト‐」

　　http://www/amtarte.com/
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